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地域研究第八輯 ｢僻地山村の生活｣がここに公にする｡レ1つものこと乍 ら公葬に際 してとも
かく形忙しえた音びと今少し充実 したものL'CLたかったという後悔 とが交錯するU
第八回白に当る地域研究のフィー ル ド選定は ,これ迄行って来た調査地の分布 と地元,D協力
態勢 とを考船に入れ ,何馳 一･の討議 と予価拘頚を経て ,英田郡西粟倉村に決定 した｡鳥収 ･兵
Lgfの両県 と境する県唖の村碑菜原告訪ねたころには ,丁度憐東粟倉村が ｢日本の秘境｣として
テレビ放送で全国に純された時期であb,｢両舷把称｣がLtにされていたときでもあった.兵
JiF県側から西粟倉入b-^JI･した耽々VLp-ち,なにがしか国握Dの凍いが感L:られたし.県北部の近
牧との柿付きが決 して拭 くはたしへとのET]製缶も蒔 くしたO
また.西菜食は ｢村有林の村｣,｢税金rDL,ゝらなh村｣とも呼ばれ .福祉行政の進んだ･村と
もいわれるbそ うしたrjVL'し,耳(/こすることLD爽際や僻地山村の芙旗を究明したレ､というのが
‖樋売人Dした孜々の食餌であった｡疎胞が ｢押旭山村の生括JであるものそうしたPF地 からで
ある｡ J
山村か辿った歴史の足跡 ,静かな山村に も押寄せた変化の嵐 ,そうした変化の波から洗い出
された近代化の姿 ,^ 々の流Tr,交通のTD_･き,そ ･)いったも,･DはどうでLf)iJ,何であったか｡
また.僻地月生民の経所を支える塩菜と林罪 ,共r-uル ,協力せざるを得ない鹿足生活を支える血
縁 ･地線の上に成立つ進僻的艶聞 ,僻土崎 帝,D爽憩等をもあわせて究P)け ることにした｡そし-)
他 .い くつかの間堤 も研兜テーマに数えたが ,余俵 ないTl岬 でオトットせざ,='-Aijl手なかったD
そのため全治の統一が失われた購い弓､あろ ( LfJIL,,ともかく,研究室か一丸となって ,炎天
をも,/)と寸､せず ,衣ヨ如こ研究 した放巣が .この中軸 で奉る｡至らない点は13･々 tEるが ,そつ点
に梅は7:iい｡また ,この研究成果をもとに ,若い学生講習がさらql'jjE戟 した成果をその印兜生
梢に .教職生格にあげてくれろことが湖鞍さ-Jl･るからでもある｡
-なお ,以上の研究目的 とともに ,fk々 か,Lに秘め ,また調査(･r上って一新そL,3感を深くLた
ものがある｡そナl比 ,この駒杏が少 しでも僻地に生潅る人々の役に立つも(･7_)であって欲 ししへと
いう願いである｡僻地山村の生活irl厳 しい｡それは#もが口にする百薬である｡しかし.そこ
に生活する人々の生活hrそれたHvt頒重であることを忘れては在らない.難 しLへ理屈Ia･こねる
必発もなく,拒本的人権を･持ち出す必頚もたいo同じ人間であるFE･り,同じ生活をエソ.}盲イ
する枠利triある｡僻地の生活が成 しりれば ,それを克服 し夜目九･;ri-なら-/i:レ1.それには穀虫が
必賓であり.ポリシーか必選である｡それを:するのか人間の凝務でもSL,る｡そうしたものの-
助にでもこの軸物がなbえたらというのか調査当初-からの念願であった｡ もし,西粟倉の発展
と将来に役立つことがあylW幸いこJlに超 したことはたい0-2た,全国僻地字k両大会が来る10
月西菜食で牌かれると開 L,､ている0第七稗を差 し駁いてこの怨を先に公表 したのも,そのfc,め
であったO全国僻地教育振興の一助VTLでも怒れば ,それは望外の幸せであるという他は75:い｡
衣か ,娘後に,地域研究のために'と‰力戴いた当時の村長 ,教習長 ,各学校長は じめ ,村民
(Jつ各位に心から肪瓢 と御礼を述べさせて戴 きたいOそれなくしてはこの番 もなかったとし1って
いいo調査脚rHl中 .そうした方々 ,婦人会か ら寄せて嫉いた敵い好意は,粟fTを而する冊流の
せせらぎとともL/C忘れ去ることはできないoh-iそれを思い ,感謝 しながらベンをお.くこと/jr
したいO
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第 ユ章 地 理 的 条 件
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第1節 辺 dLの地
榊LLI好との束北隅 .こ こは東方VCも北方にも突出 して長 くのぴている｡ この地域に英 田郡の東
粟倉村 と西粟倉村が位過 している｡そしてこの西粟倉村比東粟倉村の北にあ1て ,その突き出
しかたはさらに着Lv､ こんな境域をつくったのも,吉井川の上舵の一支流吉野川の軽食力が
!･まけ しく.あまりにも坊高の高いこの方向にのぴたからであるとし(えそうである｡それという
のも昔からこれま1i行政上の境界が多 く分水損に上1たか ら,勿冶吉野川の源耽峨1･あるか ら.
こかCIC合流する支流も少なく,且つ小さレも こんな集水域を限【て成bたつのがとの村の地域
性T･もある｡その如或はほほ東北西南vc長vl短形にふちどられているoそ してそのbJ不敵
57.65平方Kmで.合肝しないせせで残っている村 としては十分体 面の保たれるだけの軌一札を
もっているといえそうであるo
l丸上のことからわかるとかD.北と康の隣接地戒は腺を具忙 し.それがまた極めて高峻な中国
山地の尾根という除塵 とたっているのであるか ら.たとえ境は接するとはいっても.生活壁櫛
比1-応村境で阿られたかの感がないで総か へC.いわはかしこめられたようなところ7'あるoす
なわち北方は息衝搬八窮郡智頭町71.酉穀倉の北端の主賓塊常である坂根から羊腸たる道は坂
とトンネル1'志戸坂峠 6 81かをとえて雅人の境を行 くこと約4Knでやっと智所の肋帰の錨啓
のはしに逮することがT･き.また東北のも1とも突 きだしたところを鉄山 というが .ここVTLた
た1戸も-た人家もいず1'はなくなって.新田から吉野川の源流忙うて.これまたこの村内で
もも1とも長い里程 {),触入城を相場七で進むことvtなるが ,この間約7Km.そ してここの峠を
若杉綿 といい標高拭ち)うど1000机である｡これからTる道は静めて急坂でかなしく息衝
殊八両郡の若桜町吉川に遵するoこ･7)下b坂も約 4KTnある｡東方は兵鵬県宍粟郡千租町で.こ
の村の北部の大茅から東方に谷vcそうで息な山道で約 tD0O取の峠をこえ約 6Kmでこの町の
木地山の姫落vc連することができるo県外忙けこのように一応どうしても高い障壁をこえなけ
ればならないが .県内では膏野川托そ うて下れば .少 くともここよbは水田のひらけた平坦地
の広くみられるところにでられるOすなわち光に茶菓倉柑 (面相 2aO4平方Km),南忙大原
町(面･flL54･91平方Km).また西に)勝田郡の勝田町(面杓 8占.06平方Km)が地つづ きvcこ
の村を聞んでいる｡
さてではこの村か腺の中心部市岡山市とどんな他珪幽係yEあるか ,それを単に距雌的忙たけ し
ぼって考えてみることにしたらどう1･あろうかQまずバス通路を利用するとなれば.帆山市か
ら西米倉のせんなかまで林野経由で約 90KJqあるOそうすると開山からこの触こゆくvEは .ど
')してもゆ')作5時間を襲することycなるO
･-2-
このようvc5時間もかかるという2地点を結ぶ交通織鮒はバスだけvcた上るとすれば .1日
に何回も便がをい｡特vCこの地は既に述べたように交通任からいえばゆきづまりのところであ
るから,岡山IT乗車 した客 も次前作へって .終点vcつ くまでvt拙いなくなってしまうような有
様であるoそんなわけITここから岡山-rL)1日牲gFということはほとんど不可能にちかレも わ
･^′■
れわれがこんな不便な交igi庫のところへあえてゆこうとする功合vEは .山陽線で兵庫県例の上
ご与b
I 郡tでゆき.ここから大崎行のバスYC乗 って,乗 りつきでここまではい9こむのが普通71あるo
多くの脱IT'バス交通は便利になって重たが .腺をつないで{)連絡交通というものはまた汽車ほ
どI77はなく,バス会社も県単位に営業し,それが県の中心都市から放射状(I-過行しているのか
一般のすがたIT'あるよう1･ある｡そのようなとき.ミス掛 iこ9)中心都市忙ちかいほど使利で回
教が多 く'中心都市を中心にして同心円状に外方ycむかって不便で回数が少 くなるものである｡
そうしたこと各考えた場合に.仰山腺の上う忙四角形の倫恥をした搬IT'I.A:,この日角形のかど
にあたるところ(･i,同心円の円周からはずされた位虻veならざるをえないのIT'ある｡それがiL
部の山奴地方となれば自然ycそ うなるといえそうである｡
さらvC考えなければならないことbTt.軸 ヒ方向の-だfLbと,地形的とのか らみあいであるO
との地が榊山腹でももっとも北vcよっているということと.岡山船の地形の磯城が北vr漸次高
く雨vc漸次庇い .その北の一番論いところとその軸斜面をうけてLへるといシことであるOとの
ことはいせまで述べたことの夜かvCも朗係は していたのではあるが ,このことをそれより別f3:
麻から考えてみなければならない｡その別fE面というのけ,気仮がちが うということ1'みる｡
触 ycついては別に項を設けて詳説される灯すであるが .ここT･拭単yc位鑑 と気候の耗ひっけ
だけをのべ ることVこ止りる.
岡山凡で一般忙いえることは .北にゆくほど気温はだんだんとさが9.降水止は反対V(Cだんた
んとふえるということである｡ このことを盾vcとってVlうならqjl:.西粟倉は仰山鵬で(ri平均気
温の-葡低いところであ り.また降水ilは 反対に一番多いところV'Cあたるといってさしつかえ
fL･いのであるoTfた中国JL.方の南北帳からいって ,分水牌があまりvcも北忙かたLっているた
めに,息衝侭の舶北編 に比 して,岨山県の南北鴨は著 しく大きく,そのためvC瀬戸内式の気候
はここまで47_i及ばず ,かえって日本海側すなわち山陰の気候に影響されることが大 きいのであ
る｡棚 されると仕いっても.E7uS'沸所走する中風の耗vb敵瀞の*_め.冬の季節風にとっては
風下であLという点は ,この山脈の北側yc捷する地域 とは全 く対し1う的である.だから曽vC
見舞れるといっても北側の谷ほどではlrvb そんなことはこの地方vcとってせめてものをぐさ
みであるといえよう｡
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こんな ことがあ1てかどうか ,この九峨 比山i:こえたす (-の山陰側 上川 ･いくらか健位の感
仰 ･CかられていろT'1Fあるoだから縁組など1･Ll｣即 妙 らここvC扱い1･くるものはいせも少 く
-jlいようである｡勿論山陰側だけについて考えたならば ･北例のLL肘 からは ･さらIh=北の日本
摘草地方にゆきたいところであるが･それについではこのをたりがまたまたいいところとい F)
気持らしい｡
僻地ということばがある｡僻地教育とか･僻地踊発 などとよくつかわかるo このことCJlKつい
て考えてみると,この項でえらんだ辺組といくらかちがクエうな気力す るo辺蹄の方は多分に
l..rL^ l
拒幽杓な塩味があ),1が,僻地の方は必ず しもそうでQItなく,よくいわれるA虜の田針 も僻地
的TE意味ももっているの-T,比たかろうかっ よくV･われる僻遠の地となれば辺齢と似かよったも
のにはなるが,僻地 と僻遵 とを同一視するの忙摺 らないとお もう01･は僻地 とはどんなところTf
trJ.I:.うかoこれについて稚-%相次のようL{解釈するのがだ当では ないか と思うoすなわち僻地
き L->
とは他地域 と文化的交流をたった封鎖的地域7暮あろo こう考えると桟敷つんほのJ:うそ状始vTL
たれtlつ,とこでも僻地になりうる,I)やあるot･三から僻地 というIL)は自然条件 よbもむしろ社会
条件 といえそう1･める｡勿論そのようた社会条件か･13･きやすい自然条件け ちり{)るO
日本という土地抑 毎梓だけ-ほ bついたようにわずかばかりの平野がある7とけT''山がちの
土地であり.そしてこの山地vcくいこんで多 くの谷が発達してお り'こ現 車はいさ･1,-.い盆地々
形をつくってれ も｡人の居住はだから大女D小 なりかかる魚地 ととにグループを';r･fしていると
i,-.えろ｡文化のあせり発達しない時代はかかる免仙とと,D生活空rHl.K脹 られていた卜げ で,か
かる生活がながく続けL',I. ここに盈地根性が生れるものであるoこの盆地根性は 自衛的V(-一拙これ
i･てづく教役立 ってきたが .それがだんだんゆるさわなレ嘲 代のよう-fLl社会仲野に た -てくると.
抑 出的vTLなi),封建的をものとなってくるO現今の町村合併 などで地方自治体UIJ地城1J･拡大 し
てくると,そういう慾情はなくなっていいようyt思われるか ,かえってそfl-が全く反机/こ,Lみ
かえるかl′こみえるのであるOたとえば地方誌日払噸挙vcあた1て,どうしても各部港 ,あるい
相月町村単位にそれを速出 しようとするのであZJO
それ1･出てきた講貝というのはだから各往 ,または各盆地の利茶代-衣のものたち7.ある.,そう
-/Lると小さく考えると議案yTLしても議員遊出地域 ことに利害かあい反するということが多く,
なかなかせ7Eい紳域 社会･T･も利がたもたれか′･とい う結果になるoそ うしたことを考えてみる
と.この村()ととく.粒近の合併かかこたわれ攻か1た村は-まだまだ昔をがらr)平和がたもた
れていて.突vcLあわせであるといへ ようo IJはいつ-1でもこの村だけのことを考えてガ･ソチ
リやって.かわはこれにこしたことは Trいとも･もわIL/L:.か も知れIjkいが ,実はそれがゆるされた
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レ､現今である｡だれかがいっているようyTL,みん なが しあわせにな【たとき本当のしあわせが
あるのIT'けなかろうかO もしそ うとすilけ広城行数を丁すめること･'d:･せま噸 にとじこもる
ことをだんだんとなくす,5ことができ.いわゆる畔地的 を性格がうすらい1-ゆくことになりは
し禄い1Lあろうか. もしも行政区所がどうしてもとbZ)け らかたいとすれば.次第vt周長地域
と協定 していままT'い-,た ような欠点なとりのそきやすいような施策をお こなうべきであろう.
これには7j:んといってもそ E,地域の 1人 1人か小をすてて大vrつくようyE努力 したけれELi.'走ら
ないT'あろうOいくら交也を倣vcして くれ と陳情した,からも,わが地所がたとえわずかでも果
いあげられ 工うとい うことt/こたると.美向から反対をとなえるというの1‥,いつ171たった
って僻地の汚名からのかyLることはできか ･､Tr一与ろう｡いせ･Dところこの村は辺純の地でもb
僻地 T'あるとい1た感がふかいO (宗田)
第 2節 地形 と地 yl
a'異食村は中国山地の井部に存在 してお9,村の-1番北側を中国山脈の分水嶺 .す 表わち梁
妙か某所rL走 ,h.その分水桝が鳥取 張智田町と西粟倉封の界 となっているQそして村の東部は
中国山地の背楽から枝分れした小さた架線が軒 FLで氷島山 ,駒の丘 ,-LLつV(I.は行蕃山へとい
た一,てLnるoド･-]じように村の西側に も中国山地の背東から枝分れした小 さな脊梁が南下 してV,
ろO従ってこ仁林fは北伊.:を中岡山地の音lRvCよって .東西をそ.11から分枝 した小背梁vcよって
かこすれたせ-まくて細長lハ盆地状の地形 とff-･,てかij,その 南北Vこ細長レ†盆地の中央を吉野川
か南V(中風山地の山坂付近の水を批めて打 卜してい,7.｡その吉野川がこの村 とこの村の南蔽 b
'j)大蛇町 との界の付近てJ･ある筏称ITtは卿西C)山丁そがたがいVC撒近 しせ青い水狭張をつ くって
かD,船 に東洋で壮ここに果昧をかひた堕岩があみ出 してLへる.すたわち危地は一応ここで終 っ
ているのであるoこの後地象･上か ら見ると.TI資柵たい容器1°ようた ものが化から南の方vCか
たむき,その-都民い南q)端か ら水か流れJlhでLへるようvC見えるであろうO こilは村の中央部
で谷がひ らいて南部でせはま1ているからIT'あるが .なぜこのような地形になったか .その牧
田を池野 との蛸係71考えてみ J:うO
村 内の東側を除vlての大半(･ilE髄岩でT･きでか _h (ここL!T'i掘出してL^ろ花餅掛 i石英 '長
石 ,避母からなる普通の花尉岩 と少し異.D,柱状f)結晶をした角閃石 も含む .倒糊E蜘岩であ
る｡ )この岩石は造岩鉱物の粒が火山岩芋 とちがって大 きく ,そのため気風の変化に対する各
鉱物の脱酸がおとりやす く.又長石は水が くわT3って粘土vcなbやすい鞍 .きわめて風化しやす
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い岩石である｡そのためこのイヒ尉岩177できている場所総花kJl岩以外の岩石でできている場所に
比擬 して風化かかなり早く進んだ鮎娘山がくずれてよ9谷を･広 くしているのであるO ところが
筏坪の付近たけは花餅岩とちがい ,風化 ,侵蝕忙きわめて軟い ･ホルン7-′レスという非常vT-
かたい熊紫の変成岩でできていて.V,わゆる差別役食がおこなわれたものといえるo
こ このホルン/ーェノしスはかって古生代vC雅VE堆和 した水成岩が地圧忙上って粘片岩となり･そ
れが中生代にi'-･ける中国地方一円の/7E払岩の犬打人の際の勅に よって変IiTしたもの1'あるOこ
の岩石は扱蹄の付近だけ7.はなくミソギ峠か ら南方駒の丘のあたbま1'広く分布しているO従
ってこの村の-bk例の山の中版 より上の方はほとんどこの岩石よJhなっているOそして駒の丘か
ら･さらに西に向って帯状vt見出してお9,枚津のところで富野Jll%横切ってその西方にものひ ･■
ているOそしてこのホル/フェルスの姑出している域 の北側はすべて花梅岩の数日となって
いろ.牧津のところで吉野川が水狭除となっているのはこのためであるQをLl駒の丘の少 し北
7,i,Cは郷岐山と同じようを安山岩も見られているoこのほかよく辞意 してみると筏津の付近の
僻 で一部分ではあるがホル/フェルスのすぐ北側に耗紋岩の取出がみられるo ここの流紋岩
(rn 色に近いもので.化御名 と棲 している邪 卦では流 親告は敵剛 こ且つ変質 しているところ
も見ると.花樹岩よりも流紋磐の方が早くあらわれ,批統轄のあるところにマグマが付入 Lて･
そa)マグマがかたま1て花梅岩になるときの掛 ⊂よって姑変質を受けたものと言えようO なか
志戸坂峠を南vr下 少て小才田の方･P:曲った道の例の掛 こ粘版岩 .氷晶山の付近に玄武岩の#出
か見られてVlる｡なかこれ等の岩石は河原の陳の中vr-も見出されるがイE催店 の陰に比較すると
その政 '/i少 か(.な.かこの村の地質は大部分化尚宕であるということは後述する ｢針穴地形｣
I,るいは皮装vc触係がある｡
Fl提ItLI地は吸飲の梅迫からい1て壮年期V'CあたるO昔 このあたDの土地がしだいに旺起 して 一
そのために川の下刻作用が始発となって,川はその日陳 をけすb祈ってしだいに谷 を疎くし.
土地･がUL乙L'/.'lれたような幼年肋となり.平鮎なlLJ頂と谷,●急な谷 とが形成され .そ して谷の川
仁上F刻作Jflを止h･)て ;I,こyCは谷を広くする作用vc移 9,とがった山頂 と.なだらかなすそFFと.
そvjようfL山Vこ.ilて虻させれた広い谷 とからなる壮年胸a)地形となるのである｡中Lji]山地に
あろ こT,村の地形も当然壮iFlylの地形とたるのであるが .この付近の山の形を見るとあ19高
いともP.-えず,-fJの様vc山原がとがってはいないO山頂のほとんど(ri'円味な持ち,ミノギ峠の
楠で仙LJ頂(,i平坦vCさえなってvlる｡中国山地が壮年期1.あb夜から,なぜこの村の地形は山
頂かまるかったり ,i他 1･あったDして壮年期の特徴をはっきりと持っていないかということ
T･,Ir･ろが ,それ(riこの付近の地形がいわゆる弼壮年畑では売:くて早壮年朗であろために幼年朋
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の名と少として山頂vT-平坦部を残 しているのれ あるいはもう沸壮年朝をすぎて老壮年期とを
9･かってとがっていたLLI同比風雨K よってけずられて円味をかびた9,iF.il.化せ7･な-,fc.と
いうことyCIL･るoこZ)村がほとんど風 化しやすい花樹岩からなっているところを考えれ6-r.と
がるべき山頂が風化 しやすい花樹岩の故lてくずれて老壮年期の地形を示 していると考えても考
えらかないことけなvlo Lかし谷 .山稚 .L膿 pl百を移 Lてみると,奥津等LIC見られる壮年期
の地形独得の広い谷 .なだらかにひろがってのLTiZ,すそ野草ttここ7'は見られたい｡ ここの谷
'竺個は沸 ,老壮年期 の谷としてはせ1く,そして谷の斜面の傾斜拙Il原付近から山鹿 まで平均
して息-F,中腹 と山赴T･もほとん L'変っていか ｢｡すなわち谷の傾斜由比山頂付近からその角
度むあせb架えることたく息角唯で谷底平野に席ちているo こ.hを模式的に図示すると左図の
′へJi
---ー _-_一一/
二 旨壮 年 胸 c･谷
liZS
＼＼＼ノ /
こ D Hの谷
∫/
ようたこと一,CIJとbその形 :
の特徴がよくわかると思
うoすなわち吉野川id'ま
たあま9谷をひろげろ作
用をしてからず .従 って
谷は幼年り桝の名残 l)とし
てJJ･,急傾斜 とせせJさを保
ってVlると言1た方が妥当と思 うO従って山頂の円床,平坦さは幼年期の名残Dと考える方が
よく,こa)平il面は前述 し.たホJL,ンフェル‥くよ()ころミソギ峠の南方にかいて見 られ .ここ:･,+
山頂付妃がホJL,ンフItルスーのため差別便蝕に上,て平坦lliとして残っているのでもろ｡以上の
ことから{_()付jFiの地形は早仕年期の地形と考え(っチl_るC.この付近の山の形 としてなだらか な
すそ即がrJ.いということは谷底平野がち7tbに くないこDi地先の必英lてとって好-ましいことで
はなかろ')ol｣の斜BTnが急内積vTL谷底平野y(T寓ちているために加地 として利用する土地triはと
んとないQ との村のせヰい谷底平野の全王伽【水田とLて利用されている｡中国山地では批地の
多V･吉備耗姉と比較 して九･般vr-Lftb利和の.IrPLr水mの串rj･祇い方であrJ-/',この対地削･iど加
地D見られないむliiL'･)tヱらしいことと.yう｡こLTJ柑-Pはほんのわずかの自給用を除V.･て鮒作物
の栽培rLt皆撫と言ってよい.他の土地か らここへ赴任する学校の先生綻魚よりも野弛 ,こイこ自由
するのではたいかと思える('らV,T･あるO この上)を地形は放牧地 ,牧草地としての利用 も困
･#であり,酪曲が行なわれているこの村rCとって牡 ,自然(･iち1bめぐまれてVlないとL.p言え 上
う｡
すそ野がほとんと'なvlということはjF.忙自然たけに掠囚 したものといえない面も多少ではあ
q 7--
るが考えていいよう-rtあるo地形かせだ苦いからといっても･山#･7'は上から化鰍岩の風化物
がくすれ括ち{下にたまって焼.mかかなり形成され畑 土たらl･1/(まず77.をb･それ-/J呪 られたい
去 ってしまったもの と思えるOそれは昔この地峡に栄えてた ｢たたら｣ と言われる製鉄裳のた
め1]あろうO｢たたら｣では花梅岩の風化物か ら磁鉄鉱の砂鉄を採即 して.それを一腹料として
鉄の生薙i･していたものである｡砂鉄を採粥する方法は風化 L.てほろほろに-/･った化掛野モ '
それがくずれて砂のように夜1たものをくわたどでけずり,それ'Ai･水臥 して誰い磁鉄鉱を分け
カンナ
ち,a-(･あるDこれ･.i｢鉄穴流し｣と言ってV,るO密するに鉄穴は砂鉄 と採取する場所のこと1'
あるQ肯けこの砂鉄互LJkLl･熔 して鉄 を製造 したもの7;lあるo鉄穴 を稼行すると･山は風化 した
やわらかいところたけ人工的にけず b取 られ .風化ajか くれたかたい岩石の部分krけず られす
忙残されろため非常l′こ凸凹 した不自然な姿となってしまうo これが靴尺地形であるが,この地
形か,仁.比帖'(JE雨の多い .化軸岩の広くp買出するq咽 山地にはいたるところ77見られ .見雌わた
人で･あれは一見 してすぐそれと気付くものである｡この村内Tc'Vi段 ,新田部落の北側yTLげっき
りとした鉄穴地形が残されて.･Btり,そのほか ,村の北部ではこの地形と見られる山の形が敏か
所在在LているoLm述 したこの谷底平射y(.は摺錐の発達が見られ75:いGL)はこの鉄穴を･穣行 した
解き托,けナ 卯較i) すV,輔錐の全緋をけすケ頼って川に推 してま1[(ものであろう｡従ってこ
この地形としてfLlナそが見 られない拐個 の 1つとして人=的なものも考えられるわけである,.I
｢鉄尺地形｣ Z)見られるすぐT,r:lrよく棚田か見受けられるo この紡穴1班壬の-F忙見られる
棚tflQi皆通の概斜地Id_段々にけずって石狩 をきづいてつくった ものと･#･少,脚 に右左C1.むきす
いてふいて鉄穴から沫れて くる多冊の紗をこの中忙たがしこん~F平らな土地をつ くった_もむ1'
圭一るOこ,Dよう'/E榔刑を rbl己しこみ田｣ と言ってil:り,これは夏vtは普通水田として利Jf=ノて
いるが何分抑 しこみ相の土打鍵いところまで砂ばか りなので棚田Z)水はその砂i･池 i;こして石
垣9:)すき帆からTのEBに落ちてしまうのIT;あるOこのため ｢流 しこみ田｣は水持ちが無 く.舵
料も多く必紫7あ9.しかも稲は秋落ちす/1とい')/j点があるの-P水田としての利別に蛇的灘
か多い上うた｡ しかし ｢流 しこみ馴｣がつくられている組成rJ_一般化排他か不足 しているとこ
ろが多 く ,そZ)ため ｢流 しこみftl｣/Jほ とんど/ML(田として利用されるの1･あろうo村内でkt
この｢流しこみrl｣ と見られる棚BJが小才凹から段化かけてかな9見受け られる｡
申E3il山地を流れている河川のほとんどは河岸段丘を形成している. これは地場が降起 したた
めVC川味の-部が川の下刻作用に上ってけずられて,そこの部分だけが低くなってもとの川味
の一一部 か-段と水面よb高い位虻に残されたものであるOこの河も圭段丘がこの村でも(-i-,き9
- P.-
と見られる｡吉野川は旧川東の谷底平野の-部を下vC侵蝕 して平野よりも一段 と庇いところを
流れている｡ この村の谷底平野全休が旧川禾-T'あったことを知 るVCは耕地の喪土を少 しはがし
てみれば よいo川の伽が多牡に出てくるところから .そこがかっての川蘇･Tl川が流れていたこ
とがわかる｡段丘上は砂や録か多 くて耕 しに くく,しかも排水が良いため一般には畑加 として
利用され .あまb耕す ことの必嬰とされない樹木作物などの栽培が行なわれるのか普通TIある
が .ここでは段丘面は全部水田化されている｡従1てここZ)水田の表土は｢股の氾濃原の場合
とR.9,きわめて洩 く20chl程~欄 所に上ると手半分の深さ , 10cJR余bLかないところもあ
も そ してその表土のす ぐ下は砂 .軌とな1ているため水Ef)としての利用は･内藤が多いものと
考えられるo段丘面を水田として利用 した場合には-殻の把握原の場合と比較 して耕 しにくく
水持ちが悲いため肥料も多く必零で稲は ｢流 しこ丸田｣の吻合 と同様秋落ちするとい う欠点が
あるo Lかしこの欠点も山刈 b草を投入され ることL,I(上ってかな9土地改良されるものである｡
ここの段丘敵の川の水面からの高さは 2- 4孤で旭川.高梁川の上流に見られる50- 50
九に逮する高い ものは月 られ溌いO一姫忙吉井川水系L/Cは応い段丘は見 られず .阿山鵬の三大
P.TJHの水系のうち,西方vCあるlfR‖lIE･'it'高い段丘が見 られ .東部の鼓丘は低 く.その数 も少い｡
吉井川水系忙なる東部の地形は一般ycか とtJしく日の侵蝕力I.i西部の高梁川繁忙比較して翁々
しい感じを受けるO これは妨I:東部の地盤の隆起廿か内部化 くらべて少食かっ′こものと思えろ｡
だから昔井川の支流KVl戚瀬川vc見られる幼年地形 ,新庄川に見 られるはっきりした河岸段丘
-Sは見られtEVIQ一班に川のけ じめころ川休は凸凹が多 く水は.%流 となって .いたるところ滝
や楯を生 じ.その地食の凸凹をけず1て川床を下方yt床めてゆ くこ こJLな状旗 も侵食の神助で.
この凸凹の川床がためらかvC-つの曲船の よう･Kなる7E-7'凸部拭けすられ .凹部は若干 うめら
れるまで忙なることがあり.かかる川lTtlr1位允や逆薮は.-1時倦止されるOこんな川で水はすべ
るが如 く流れ .連破 も単に水力だけ1･なく斜融の上をころかるvT_ひとしくなる0台lTflLLがほほ
この平衡状態にあるo･また割 与川lの流域 ,特にその上流地域忙あたるこの村の段丘 が非常vt低
いとい うこと,言いかえれば川東が浅いというととは若干人為的な原因 も考えlれるOそれは
r鉄穴流 し｣r⊂よって川谷に多;,tの砂が統しこま]して茂 くたった とい うこと1'あるo
Lかしこれけ川の侵蝕力の弱きということに比べ書lは川の淡い雌 としては小 さいもの'T'あるo
段丘融が低か1たということ.川がほ とんどまっす ぐに流れてお りそれが 戸板状態にあった
こと.言いかえれば書軒川が捷助力の点-T'_tLとモしい川であ1た ということは昭和 58年 7月
F の集中鼓雨忙よる水害を大 きくした般大の職 でもろと言えようo水音のあ とを見るとつきの
ことがわかる0
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① 川の傾斜が50 ぐらいの急 なところでは川捕托せせくても7kI-cft'-はなく･反対にIJle)悼斜
が 10 ぐらvlのゆるやかた流れの場所-T'はJl14割.t広 くとも大きな害を受けていろo
cZ) 川の攻堪斜軸p,Cあたる段丘鮎の部分はほとんど侵蝕をはげ しく受けてこわされているo
Q) 川の琉斜が急でなvl部分rLおいて轄攻 撃斜面たけ1･なく段丘面vtIかいて広いところでは
幅 1DD九にわたって水音を受け .中土居では,あらた忙ITきた川は:旧段斤面を奔流する
ととvtたったO
そ もそもr,I-1岸段丘は一般の氾濫比と具わ,侵蝕地形17'あ1て.段丘上を氷水vEよ･1て洗 れる
こと(.･iないはずで -)るolnT梓段丘 としては例外に摘するものと言えよう｡ このように水音が大
きくZ;1ったのは曹野川が庇櫛的Tt平衡状態の川IT'あるため,一一度に多巌の繭が障ると流水のス
ピー ドけいぐが上Vこもヰして .少しでも川の曲っている部分~P仇大きな醤-,i受けることになる0
-1た7'-i岸段斤.が低かったということも,その段丘上を触られる鹿央 と在ったOすなわち吉野川
の樫他力か弱-/ul たためV:今度のようを場合に大き,3:水着とな-たと首えEtうO ここは中国山
地てあるため忙水村沖棚平野のよう1E世相作Jnはせず .反対V-C段丘上の太珊の発土を旅 し去っ
てし-宏一,たのrあるoこ の上うな地域 77は黄土をHl'.された毛B/L叶を元ej水田vC在かすためには .
大変 な ことと思わi･LるOたとえ元の姿にたったとしても相当丘の堆肥でも吸入しか(かきり反
当収iiは多 くなトIVlであろう｡
尊するt,･1,急を洗いLhにかこまれたこの村は .一般に想像される上うな,間曲から純れこんで推称
称するような盆地ではたく,ilt水で掘 られ運ばれるようなものはみんな触られ運ばれてこの後
tg.1外･,/-C失われてし-iって.この猛地底にみられるものとL^えば .とろとろした飴とこれに括接
Dっていろうすい腐噂･,i-L'けたといえそうである｡去る集中穀雨であらわれた山くずれで松林が
純色の岩肌をいたるところみせたが ,誠vl_R士は木の根を板のよう忙はらせていたO
(角南)
第3如 気 候
窮 1二度は岡山市 と大柳 '古町の日平均気温 と日原高男温 ,日射低気温 ,降水Ji.i.を示 したもの
であるo
これ忙よって瀬戸内気供と腺北部の気供地域差を比較 してみよう.(注西粟倉の軒料がたいの
-Ts･位選的忙大差gL)ない古町を選定)日平均気温を比較 してみると11月 .12月 .1月 .2
月に爪北粗ま2- 50c底vlの!-1内陸にあるためだ｡
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第1我 気 温.降 水 駄 (絹和59年) 岡山地方気象台
岡 山 古 町
日平蝋温一議三転義丁硬 焼栖 E平均気温 日軸-高貴温 瑚量低劣温 T冊水止犯480 1.,o o.1Bl 70 5.10 7.50hL -1.50 1205.0 7.8 . -1., r 75 15 5.1 -2.5 99占.d112,5 l14 51 5.0 10.1 0 1占4
17.1 22.a 12.5 142 16.0 21.5 1〔18 229lB.l 25.5 1乙2 49 17.5 247 9.9 7121.2 2占.5 1占.占 171 2〔15 25,7 149 2占827.0 5一.8 22.9 156 26.2 50.8 1 22.a 24占
282 55.6 24,1 8lI 27.1 I 52.4 21.? 180
25.5 2a1 19.5 175 22_1 26.Lt 17.A 5CJU
ld,510.1 22_U 116 1C2 15.2 2CL4 1n1 18517.n 4 I5〔ー 84 141 2.8 7
古町.lcせ いて1- 2月には鞍下以下Z)日かかたりもろE.とは日舟塩気脱化よってでも明らかV-C
出来よう｡一方夏の気侭は大差はたいO例えは柵 作で阻抑えは6月初旬とあ:･至り早く夜く,Li]Q
廟の点でも早稲の紬 -Jあ7tb多 くをく13廊 22号か圭休 となっている｡ しかし収止抹館士が
伐いこと,繭水が多いこと,日照時間が少 い ( 山が編いため)良:I.1少か J気泡に1,1ハて比冬
期やや底いだけで大義はTFい｡
しかし繭比･,{かいてkiかなりJ)地域差か見られるO刑山IT経年雨鬼 1100nEA2古町一rLけ1和Cb
と約80001.mの葦が見 られろ｡この雨敬が大-L4あるということは県北-槽の諌林地滞 奇形臥ゼ
しめ.ろ大きな重囲 vcなっている｡今日.珍 .楕ill-I:朴がそそ りたち.西粟倉は もとよ.b搬北の
町村の~^;きTE財源となってt.｢るO-般V-C杉作歌上rJ縫い水分Z)多V･山 艶付近rL,精(riそれよb
も安土74-Lf卦ハ所vc多いQ
さて月別に雨心を比較してみるVr_各月ともIra-nLlfb将1Lr的に大となっているが特徴的 なの'd古
町にかいて9月に 5COwblか降水且があることでちるOこれ(･i台風vcよって･i個 Lll脈付近vE多
く〇滴を降らせるから7'あるO-･方冬期に多いLD仕雪のためであろう｡坂根付近の艇家では雪
i)ため屋根の上忙石を泣いて防雪対策をはとこしている.こむ様 に雨鴇が多 く間牌Z)山々か高
いため日照特rilも短いのTJあるo附LIpJ地方のからぷ垂の尾根で結球気が多 くいるコケ軸が仕え
ることはあIii)見あたらかへが .西粟倉では児 ,和向きの盤根ま'r'はえているt.とからでもう
かがえるOつまり瀬戸内海沿岸 と忙気温にはあで少JR化はみられないが雨償 8 00才mも多いと
いf)ところに特色があろう｡ 塩 田 一 弥
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以上あげた気象昏料は大原の町のものを根拠にあげられたものであ1て .いくらか補正の必要
があるかと思う｡気温にしても牧津の狭陰部から北部は体感的 '霜雪 などです ･,と寒いといわ
れてレ､るO
また降水鹿は県北旗紗を鹿西vc2.000802の等降水放線が走っているから.この地方の降水丑
もこれに.tらねはfJ.･るまい｡ もっともとの降水健には多雪が大きくひびいているもZ)であろ う｡
多雪 とい1たが深雪では上斎原で年に上って27nもあることがあるがここ1'は 102VC及ぶこと
は滅多になく.せいぜい50Cれ内外であるというOけれども根雪 となって年をこす ものは 'iLJl一
北の特故で ,ここ･T'･5月上旬に及ぶ｡そ してふ りはじまりは .吉備高位地区より約 1月早 く,
この点ま1たく山陰なみであるOかなじく冷気 と梱係する降諭では .初端が 10月中旬 ●暁t.a
か 4月中旬1･あるというO してみれば敗博 よi)1週間前後早くふ 9.かそ くまでふるようであ
るo
なお嬢LA=ついては盆地々形1･あることと,聞用の山地が高いことなど177,移動性高気圧の通過
す,'3春秋の鮫vc銀著である｡
風 I,こついては北から山をこえてこの鉄也に吹きこむ北風はかな9日立つか ,いわゆるフェンと
よJ{jナ1るほどこ7Jもの1･はたく,なか台風が日本南部をとかbすぎても広戸風化にた風は吹か希
いOそんたわけ7'那故山鮭にみられるような防風林はここ7'みるととが干さないO
かかる地域でq1.#,物Z)坐鋲を指接とする生物気候を･丹念忙 しらべることは.大変に意耗ある こ
とと臥われるも.十分なききと9倍料がえられなかったが,つばめ飛来は県最南部 よb約 1燭
聞か くれ ,4月D中旬をすぎたころからであるという. またtpl水は高い山地からしみ1'るもD
であるためか,つめたく大さん しょう魚 とヤ7Eめが樺息 しているほどである｡ しかしかかる冷
水を.J船旺vr利用しなければならん水卜1は辛蕃 こそなvlが ,vlろんを点で配健がなされわげ怒ら
め ｡
気簸災害T･結これまで目立ったものはたかったが.58年の梅雨あけのji_t中穀雨で水田の求土
が流亡 し,道路を決放したC,
しかしこれは,気強条件よりはむしろ地形におうものとい,V,たいO
要するにこの地は親族は仙形制約からくる冷涼と多雨 ･多雪という括論になるとおもうO
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第 4肺 集 落
t 熊藩の地形的位凝
この地域の侵食輪廻は壮年柳の地形を皇し,1日は尖り,その間を狭い谷が走っているQ集
落はこの様な谷に立地 し.谷 に平行vc走る道路にそ1て.列状村vcなってvlる｡塩谷新田.
引谷新田.知社がこれであるO板横 .影石 .別府 .技津では河川の局閏 に .1- 5Jiの河岸
段丘か認められ.封璃:綻山敵と平野の接する地点 .河岸段丘に立地 しているO大井部落は息
な谷壁の斜面に塊村状に立地 している｡
朱落立地に巌も重要な聾素となるのは水7.あるが .ここでH全て抑IL;-･沿った立地である
ので ,飲料水 .淋裁用水 .ともに水の;,Ji･は助渡である O
日当りについては .四方を商い山で捕まれているため,t]射止拭十分とはいえないQ谷壁
Ir忙繭向斜融が日向いT･家が並び,北向斜耐(ri口陰7=･残されている｡
2. 村 塔 の 形 態
村 落 の 平 面 形 凄
村港の形態はこれを摘成する民族の特性や生活如式の相通 ,あるい&:1他部的早場や歴史的 .
社会的条件の差異 Tu:どか反映してさまざま1L･.fi)る｡
村渚の平面形態Kはいろいろな?イブ1,.･み られるが ,ここ1,`Tt村渚の :C木的形態 として
｢鉱村｣と ｢散村｣の2類型i,こ大別し.外相のうち.山絶fL･とにrFltって.細長 く続 く鰍 の
村落や規則正しい村渚を形成しているもa)釧 】｢列状村渚｣ とし,ここ._I)うち,横路にそった
出家の群によって形成された線状の村落をral｢格付｣とし,路村に畑似 しているか .主とし
て大きな街道にKF]'って氏家がコを9-1ル てできた弘村をtb]｢腐村｣とし.不規則た塊状の村落･色･
形l71.1しているものを【a]｢塊村｣とし.これを(dr感状塊村｣と(bJ｢塊状鵠村｣と忙類型する(,
-iた ,Ⅱ｢散村｣Z)うち1･.全く 1戸ずつの家鍵か敢ら(,jっている村落を(tOr散布｣とし.
赦戸づつまとま1ている村落-k･(I)｢ノ｣､村落 ｣とL,さらVC的h'として,小村落から集村へ3)
■
移行)-iAとして ｢小列状村落｣,｢小鬼村｣などに瀕艶して考察すると次の･-iL･のどとくて･あるO
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村 落 の平 面形 感 分 野
I
(H 列状村溝
(a) 路 村 触谷新田.塩谷 .引谷新田,知社
仙 碗 村 坂根 ,猪之部 ,関屋
rn)塊 村 '
(a)廉状塊村 丁 大井新円 I
佃 塊状路村 筏沖
∫
【11 散 村
(ti) 散 布 中土居 ,谷 口 ,別府
t'b) 小 村落 .
hl】小村落-恥村
(由 小列状村瀬
(t) 小 JjR相 投 .小才田
5. 牡 落 景 観
この村のql･落鰯 を′樺色すけているもr)Tuしっに,-iず屋根か上げ ら･Ilる｡
(尾根の材料)
(I) 杉 の皮で発き.その上に小石 を乗せているもZ)O '
小石は杉皮がヒソとはねて曲らないようにする為にのせてあるO灯Fの南部地方が小
糞わらで屋根を濃 くように ･こ こではぜ溜 な杉皮を利用 してvlる0枚下では西粟倉村Z)
i
- 1Jl-
中土居 .坂根vc若干見られるたけである｡
(2ト かや茸き
この村の屋根の大半はこれ-r･あるO神命総 20年～50年で ,雪が探いため相当撒 く
背いてあるO
(37石見瓦で発いているもの
くすんだ茶色のかや焚きの中で ,こD赤茶色D明るい色調は紫落景観を析 く印簸すけ
るo影石 '胸匿 ,谷口たどが P坦部vc多く見 られ .山間1･拭瓦の輸送が困難である-方
かやは入手 しやすし1ためか ,余L)みらtTi+･Lrb こZ)瓦q:i18 Clj.頃 ,石見rL)瓦職人大
鵬の栄治が ,赤瓦誕造技術を伝え .南部海 成幸部落~T'.製造懲は じめて以来Jg及 していっ
た｡これは赤瓦か耐寒耐湿性破 く.そ bも軽く,排水に政利!tったので .束部山陰風土
に適応し.たわけて･ある,今1W かや発きか次軒忙石見瓦I,E,変 りつつある｡
(屋根の形 )
古い居住横式を伝 える革屋根の形辞 につき鑑軽すると .ここで仕因幡中心の入母屋.角
肝 木Jiliか卓越している.石見瓦の屋根Z)形は寄棟 .小m'_出 し屋根が殆んどあるO尾根勾
批 雪が多い為かな旭 .I.孟 宗 Oで車,ろo
角 材千木 塾
メ ワ ラ ギ＼上 J一- -- - I-- -
小煙 出 し虚 根哩
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(間野 9)
鹿家の間取 りは因幡 .作州型を通じて田の字_･Bがふっ)であるO鳥聯県の影背を受けた
因幡避妊小さく.山舶地方 .兵庫鵜の影背を受けた作州型は大きvb
凶 雌 型
作 州 型
I
因鵬にも-けるデイ(奥榛教 )はLig東 ,伊豆など忙も分布するか中国地方1･は珍 しい.
家屋柵造の特色はlうちまや 'lTtあることで,母屋入口,土閲の一部 に 1- 2佃Z)牛缶が
設味られていちもの7',冬期Z)長い積雪期間中 ,飼料供給の俵 と中の傑組Dために設けら
れたもZ)1･あるOふろばEt崖入口横にLlbf).便所は母屋とけ少 しHql=わでも.b,ふろの水が
ここへ流れるようになっていろO土成は風当りの疎い北西方向忙建てられているかが沓通
1･ある.扱津 .中土居では二僻にな1た杏蚕室も見られたO
塩谷新出では冬季になると北西卓越風が放 く,いわゆる"たつみ風 'T･ある｡家の西側
化経木の防風林が抑えてある｡引谷新田もやはb西側に杉の防此休がみられた.
N
山 地
ー J前 ｢正 博 "
たつみ風
山地
谷口,中土居 .別府の氾濃原忙立地 している家は ,洪水に家をさらわれないよう･lC,北
西側忙竹やぶや雑木を植えてある｡防風林 も難わている.
- i.ql‥
▲ 集落の発達
川 中他以前Z)集蕗
別府から出土 した石のキネや ,岩倉専土の山中 .tり出土 したかめVC収めた銅鏡の逝物 よ
り考えれば 'すでに石器時代 より人がこの地に佳んでいたと考えられ るO出土 した場所が .
いずれも山経線からすれば .この時代の隼薪は .吉野川の氾樫原D穀上部/iの山猫vlに分
布 した もの1-あろうo
岩倉寺は役行者の開基で ,奈 良時代に確立されたものであるO奈良時代の萄境の建立rt
戯耕社会の内部に瀞柑された'Li'と権力の,tj坤 的一夜現 とみられ ,ここで もH.耕 社会か発達 し
ていたと考 えられるo
t2) 中神･の#J=落
長尾に別府とい う地名が示 す棟,lc.ここに錬舟時 代rL一公文所が超かれていた｡
別府 とは ,往古国府 を諸鼠にriめられ し回 bj之に)点り.不班TL榊 にlB司V:1月脚 を必 き,
代理職もLて常せしめた所o
公文所は鎌倉時代力役所の名T･≠J村上bhlかれた公文職か之にい て.寺社領 .叉結院家
の'Djiを差出 して記録し.#府 との適折をしていた所の称である｡
室町他国時代にたると.黒LL威 ,佐淵城 ,7,1石崎か こか地 yC燕TL,戦 さか喋々行れた.
現在は城bJ:としての妙を止めろはか りであ る d
【曳山城 〕
西粟倉村大字鶴 東粟倉村との墳いVICLi)i)春名承伏JlLSの成城 なD0
〔佐淵城 〕
当地の西北川向鳩端vr.あD ,鹿北集群か.茂庄下村爪山城主草刈三郎左衝門並継の茅 特
刈興次郎之に居る ｡
〔紫石城 〕
美作錦に大原郷魚 篭村vTLあ り.正平 1 5年朝敵赤松 執村人適世良 ,1.-1｣綿 肺則痛が兵ど
もこもb居 Lを官律山伊 豆守時代虻蘇 せしこと太平記vc見えたりとあれ
英田郡誌 よlrJ
〔肺 水耕 〕
知社vcあD,康安元年山名時氏の臣ノj､林民部少輔 腐垂居之 .(陶器IZ)破片敵乱 す)
英 田郡誌 よ9
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(3)近世G.壌落
この村は近世,にな1て開かれたところが多く.新田とい!名を持つ所が三カ所ある.又
坂根の宿駅も江戸時代の三轍交代に上9栄えたものであるO(後述)
大茅 にある段の部落は寛永年間紀州から来た毒僧坊忙エi)開かれたといわれ .家屋は谷
壁の斜面上に石垣を集いて増強している｡済地が狭い為であろうか､現在74はこの部落は
鼻薬よ9林業に従市する人の方が多 く･仕申告する為vcは .都合がエVb ここでは飲料水
として.どこの家もかけいを利用して,水を引いている.
筏辞はこの村の府南部に位鑑 している｡近世初期yc5戸ycエ9開拓されたといわれてい
71が .現在では 28戸忙な.I),この部落の式中より.兼-向1て山漁港にそって伸びてい
一,花もr_,7'.あるO戯な長い典齢 ukJ戎している｡用水は象の収を流れ ,飲料水は泉になっ
て湧き出ている.深さ1"l港の洩vlものTrFある0 28声Z)姓Z)うち.健之10 ,江凪 2,押
･J'5･'5,高木5･田野2 1そ0他で,唾之が正博的re多い0
枚津の地名上17･菅し, >_こて攻城 んでF流にWLしていたといういい伝えもあるが .
星号を調べてみると･新坂蛍,新屋.大下･大家 ･中屋 ･玉屋 ･車屋･尾端などで ･技沖
の地名rlは個体がなレも
新 田 集 落
川 新田雑簿の成立
近世にかける新田開発は全国的t.C
行れた画期的な郵業であったZ)7'あ
る｡藤川幕府は国民の聯 生活の基
健IT'ある点薬の振興忙意を用V',女
料Z)牌操をはかる為に荒蕪他Z)開発
vr_力を尽した ,荒蕪地7=d開発 して耕
地 としたところ-新田-と呼び .そ
こ忙成立した典帯を新田集落 とレ､う
絹 水 後 棒 のである.
これ忙よ･1て徳川時代における全塩的夜耕地の増71nと村落故の増加とは著しい現象であっ
7tr･
新田の開発は穂川時代以柵t{も行九,新田という呼称もすでに鎌舟時代に遡って見るこ
とが†きるが.それが全凱 勺な規模のrFvC盛んに爽施されるに至 1たZ)は徳川時代に入っ
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てからTr.あD.とくにその中細以降rか･V,･で著 しいものであった｡
この村では .大茅新田 .塩谷新田.引谷新田が新円という呼称をも1ている.
新 田 開 発 状 況 賢 科
し2) 新田開発Z)類型
新田開発に仕度 ･4･の類型があるが･この村では2つの類型忙よ1たもの と.阿れる｡
(む 切 痕
典民が自分の所有する木田加の地続きを開拓 した場合をいう｡ この摘発型式によるも
のはその地域的樹 が狭 く.小規模のもzjであるo
Q)見立新田･
これは村内Z｡ものか他村のものが新田開発を願い出た場合 .本田蛾の様子や周囲山村
々の状況を舌硬変Lk九 ･これを許 したものTr一あん この様な場合･開塾の難易などを考
えて ｢鍬下年季｣の制を定め .入植後5年乃至 5年の間無税 として ,その垂勲するのを
待ってはじめて斉祖i･仇する定めがあったOこれは全く.新田朗発の保雄助成の筒とし
て行れたものである.
(3J 新田集落の東観
新田集落 というZ)はその大部分が計画的段丘村落として成立 したのr.その形態は多く
は規則正しいものであるが.この村の新田集落は大部分が山間の谷間に成立 しているの,T7
地形的制約をうけ去ことと.他人の降拓に上〔たこととで,さほど整然とした集落形嵐や
土地割は見られないO しかし,近世の開拓村は地形上 ,特yc有利な場所に立地するもa)が
多 く,塩谷新田.引谷新打は山間の谷を過する小臥 こ沿って .山の南向斜面に細長く発達
した列状村落 とい,tる｡大井新田は段 上JP)2払牡れたlLl間に 5戸が一組Tt陶生 した様で ,
家,):-カ所にかたで1ている｡
(4)新田集落の立地
新田集落の発達し*_所は長い間無居住地城 として放曜されていた荒横地であったO
集落立地の根本的条件V;t水-T7あるが,ここで結到る所 ,水に不自由はなvlo しかし,自
然条件として,耕専肋間が長いこと.河川rFIlhZ)田の漏水の激しいこと,日照不足と冷水
による作物の生育阻書等が .容易な間質ではない｡
塩谷新田 ,大茅新田.引谷新田の中1･は大井新田占50mが一膚古 く.今から約 400
年以的にでき7tもZ)といわれる｡ここの祖先は干鐘から永昌山を通9.この大約 こ渚もつ
- 19-
いたものと推定される.当地vcおける旧家V.t基地調査 より萩腺･宮崎 .井上 ･槻田･金出
等があるo大茅部落打,西粟倉村萩原姓の発生地T･あ9,他部篠の萩原姓は .ここから下
bてい-,たものだといわれる｡(中島氏鼓 )
今-(;仕 .家や田をI空いて .この新田を出て行く人がふえ .4号屡が 5戸ほど見られたO
塩谷新田( 4BO茄- 520m)は今から5 00年ほど前に 5戸T,新田が開かれたとい
号oそaj頃の塩谷の戸数は全部7111戸であったo天明 5年 8月9日･うの年の大酢水で
れて ,塩谷rL)庄虚が別にできたの7'あるo
影石 ,分れる蘭までの全部の持高
r 498石9升 5合
110石 1斗 7升8合
ー 4
し残 り彩石 558石 4斗8升
明治初年忙新旧戸数 17- 18戸 .塩谷部落全部で 78戸やあった｡この新田へは .揺
谷山の鉄山から降 bて定番した者はV,ない｡新田へ形石から,258年～ 260年 ぐらい
揃=ti ってきたとV,ういい伝えをもつ家が現在残ってV'るo
引谷 ぐ580m～ 440m})長ほから漸次上へ開拓していったもDで .荷物はもっぱ ら
人軌'Lよ-て避搬せられる急勾配 の林道を上下 しなければならない｡鱗状の小さを畦棚作
の永E日が数限 りなく盛っている.
(5) 新EflirT_おけナる土地利用の帝位
新Elの開発されたJyrは i7km地帯 ,鮒作地借を問わず.一般に土地の生産力が庇かった
ことけ共通の視点であ1た｡
とくに ･人柄Z)当初はとこでも土地の肥沃度が低いために ,踊柘老松しばしば恥窮 とた
たかって摘発vc努力 したのであるが,開拓中如こ也折 して脱博 した例 も少 くなしへQそこで
諸滴では ｢糾下卑 声｣の制を殻(･7て開拓を傑経常r試する施策を講じたのである.
この5つの新田に殊存する換地阪そ7)旭の於料忙ついてみると,保布跡地の品等けさわ
i!)て底く.上地や中秋の存するZ)はまれであって ･大部分灯F触 .下卑収が多 く,さらL,t
野鮒や林鮎 もかなDの面和を占めてい払 これによっても新的vEかける生産力の低位性を
推察することができるであろ う｡
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? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?
??
峠 下 集 落
J大原から智頭に走っていたr-B繍街,Ei-VE-nつて脈唱は宿 ｣易町 として発適 した｡宿場町托女'通路
の走向に従って,通常街付形態をとD,一般梶盲の晴をとる払たこ尾が幣恥するのが常であっ
た. 因 幡 筋 道
? ??
?
?
? ??
?
??
? ?
? ?
? ???
?
牢田郡誌考一席棟 より一
当部 者に因描範童にして.周界まで 10町間
･Hi･1_VJ宿場,2少.往古よりJlH剃yEて,駅乾六両
S/･i)たる伯古=.#Kみえたり 甥州的榊bKは沼
収Iは牛引 州公務物･交代の宿泊所なろ例本陣 と称する所あ
上月㌧ ,懲 郡
5. 木地虚船 客とたた(7雛落
め,大原の古町KVj:有元荘之.幼氏の宅が脚本鞘
で,此間が 1日の行程でちっ+I-の[(Tと古の滞主
での行程が 1日6艶であったことE,IL之をもって
止すろことがで.*るD
不tLn虞は一般に,山間佐井卿 戒の上線DjB木林野化寄生 L. ロク｡iJ,-よわ帆 盆T;t'L7休
器鞄店に当ってVlた漂泊的家円手 工 基音で と もに近江兎小椋村を郷里 L l 惟 鵜税王 を祖神
とするとの連帯慮鼓を持ちつ ,ゝ半定住的乾漆女形蛇 してV,た｡'JIJJ4dJ.1,塩谷の小原,f打,
承平 5年 日 月 9日,近江風発別邸小椋庄筒井暁や師 聯頭として,-t･'.棚 に移住 してきたもの
で, .･竹井公文所の在判党許次 女所持してか つ,近世末7tで,木師職 笥:営んで.IIた｡木地産廃
痛vT原料林 vt逝 く立地 し,下流の典薬集落とれ社会的vt樵偏 した生活 を･.qんでおh.浄助 .iJF.
忙試み.御報山を求めて, 判劃山地を偉効 してvlったo Lか L,木地星輿 省は,陶磁器の博
明,交地網の御蔵,地方陶某の先頒普及による木器の藩摩滅'yKよ わ, 淋帝甲末仰以孫 はそ
の郎 巨を漸次失V,,山間主齢 F工賂塔へ賓移 し,専苛性 を増大 していっ私 ここでは明治切
IFと的 で,木地生産が行れてvlたが,以後, しだvl-K 戯 菜 鶴 遂-接行 していったo硯ltv. こ
の付で小椋姓を名乗るの江,引谷 1 ,梅谷 1,小才Ff11の1つすか5戸のみで 奉る｡
A旭で焚互にふむ
B 満 車
C 鉄の心神
D 4本の軒 の様なものがつV,ているo
E わんVEする巣の木
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た た ら如 膚
中也山地の他の紳方とir-)1じく, ここで も, たたらと称する紗弥抹山薬が行れてvlた,たたら
れ鞄席を偲棄原木林帯 に近 く立地 L,大足の挺純用大炭を燃料 とし,鹿民の採取 した砂鉄を熔
耕 して,銑飾かよび鋼鉄塊を湘造加工するニコア'クチ Jr的工場をV,)QO 立地は山中の場
合が多 く, そこYr･Lli全く点薬的横経を持 たぬ労御者の半定住的山円典宿が形成されてvlko こ
こ永･'3山の軌 LJ(頃高 980m )紘,歴史的忙古代に遡 h, 古和 己化天児屋山 として,天児堤
横命が所方よh永昌山Vl到ったことが.記苦れてあわ,叉, 万･*娘Kもこの鈎山が詠 まれてvlる
7tと. 古くか ら,巾名モ砂秤の軸 であった｡
ここで採収 した紗鍬=.中の背忙迎ば れて山を下 わ,約 15Km触れた塩谷山で棺煉されてvl
た｡ ここPurlyは9かね屋敷〟とVlう仕恥 臣があわ, '^たたらU職人はここyE居住 していたっ
糾｣｣的仁 /^たたらo成人(砂8%-.か ら銑鉄をとる膚)'^か じや /^牧人(銑鉄から鋤を盛るもの )
と/^LU子U(軸旋夫 )を隷域せせて, たたらを経営 したOこれFj-iQ山門J/と称せられた部落を
肺水し,一般良民と托社会的交渉の払vl別個の社会をなしてV'たo Q山円者 /^紘独特 の幣制K
⊥h,特休の社針 帖 恕もってvlltc経営者 なる鞠 LJ師托,彼 らに扶持米と住居を与 1.権刀
的な支配下KかV,てvlた｡
永品山vlつV'て
英Eiポ藷 (沼の鉄山 コよね
西楽府付大字大茅 Kあh, 赤地盛土討入武具が俄 の所な り.当地 は大茅若林官林の西の谷兵
席媒共梨耶千粗 吋赤恥 丘に壕 Ll人里触れ,かつ古米紗跡採晦の碍 ちわしをもって, 桝 rt器
漣の映倫あ わしをもって特化&･定せられしものならん と伝う｡
英即朽詰考 (軌JJ治平よh
市触娼十七士の武器製作 の材料 を勲出せるよh名属 しI当時,大沼 とV,う沼 よh水 を席 し,
そGrJ砂鉄は相鉄されて千位K感はれ,干噂株 と表 わたるものにて,千雅の鉄を以 って凍土の武
器を製作されたるも03である｡ 経年その下流を 15･6町出でたる所 vlおいて,元冶年間以陣は
採維持卸されたるものであるO
新吉T作船籍 7 吉EIp･汚西粟倉正大井村8執山〝よh
当埠櫛主描州宍粟部山崎町伊木谷遥†欠郎蓄蔵 し尿布で鉄砂少なし故に柿州宍粟郡河内村上9軟
鉄紗をF王水)･t)て光を僻 く当時漸 く一年 に三枚鉄を桝 く･Z)み山千智子とも凡二十人計山屈す｡
軌 LJ穣主としては元歳 12年 より
宍歎邸山崎町千種盛瀬兵術 -～
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其 次 伊木犀次郎青
井 吹 鳴 虐
其 次 元冶文久の頃 安 川 某
耳 次 礎応明治初任頃
東粟倉吋木曽太郎左衛門
井 耽 明治 20- 5 ロ鉱頃甚
大原町田中庸三郎
その後･洋鉄輸入jJ:の増大･ および 190 1年八幡 融蝕所の津菜開始vt畔vl,漸次生動 壌
え･和珠の小規模のものq 群鉱の止 むなきK到 ｡･労働者- 散するか,山か ら下りてそこ
rt鋳 するかで,今はた ,ゞ利兵術J-細 跡が約 の477昔 Lを鮎 ,･軸 となってvlるo現屯
布口に轍 抄 ら/蛸 してJjをつくってV,た家が吉光 という地名で残ってvlることか ら, ここの
靴 よほど良J#てらったことがゎか る O ま,･たたら- 埠(/t･-j･;Iしていた人は坂根tlt5人,脚
に 1人 かb･如 ･ 打下(濫慣 ).釜本 (細 ),手槌 (金をふ く)という姓を名乗っているo
? ? ?
? ??? ?
?
?
? ?
?
????
一･25-
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第 2章 歴 史 的 背 景
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第1甜 行政的支配の沿革 ･
1. Jj'･. 始
西粟倉地方化かけるiE跡 ･遺物で今tで忙発見されたもJ比非常vTL少 く･当時の様子を考
察することは睦しいか.引谷付近から石持類が発見され .また .昭和 さ5年忙畳屋兼山艶か
ら4世紀頃のものと.酎il出 番※が発見されていることなどを合せ考えると,かなb古 くエ
b人類の足跡がきざまれでいたことは碓なようである｡ しかしこの時代r'(_ついての詳 しいこ
とは今後の発掘 ･研究などに畑待したい｡
浜 中&,育男Ll戊
2. 古 代
大化改新の後 .その方針に従い全国vc国 ･郡が此かれたが .このときには美作地方⊥帯は
偏的国Zj二部として支配されていたo Lかし,元明天皇の和銅 6年 (715)に別 品前国の
うち占都を割いて新た忙美作国か設hlされた｡このときのd郡 とは英多 ･勝田･苫田.久米
･大庭 ･夷鳩であ9.英多はもと r阿預多｣ と訓じられていた｡そして莫作守には盛年従五
位下津守避退が任命され .西粟倉も当然この国司の支配下忙あ-,たわけであるo国司の補任
vcっいては ,以後史料vcよb明かにすることができるが.しか し.郡内における政治の突棒
は主 として郡司W手中vcあ-1たと考えらかる｡しかし,郡司にはいかなる人物が補任され .
かわらがいかTl･る支配を行なったかについては .残念ながら知 ることができないOただ文徳
天皇の農祥 5年(85a)英多郡司財m祖摩〔昔俳氏臣)那 ,英多川の石D上で ,自他をと
らえ ,献上 し,その功に上って英多郡は当年の柵を免ぜられ .祖唐は従E,位上vE叙せられた
ということが ｢文徳集録｣vc織ってか9,また財田氏の系図などから察すると,彼等はこの
加方をておける土範 として上古以来の伝組的微力を有する人々であ少,律令制機柵におけ る末
端の′gl虎として .その勢力を維持 し.支配に当っていたものと考えられるo 1)なお,奈良
時代紳助の西粟倉は ,2)大仙郷として統治されていたと考えられる.
1)英田郡誌 ,rd.J山腕の膿史 ,参照 一
射出氏系図(英田部落) ､
｢大吉僻 日子命十三代の孫伊加志亦多蘇呂又兵礼出財田の姓を賜ふ,それよb七代の
後財Lfl束人若建玉なるもの孝徳天皇大化二年丙午正月富備沖の脱郡の大憐 となD.糸を崇
l 少て阿焚多の生木原柵水丘忙移る｡それより仁安の頃に至る間連綿十八代中vC柵介或は良
となるものt人他結大底英多の大塊 となり常忙天石門別神社の神主を瀬ねたb･- 云 ｣々
2J英田君臨巨は倭名将 抄に記されているとしている｡
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i 中 世
平氏の隆盛 と共vc莫作地方 もその戦力下に入 b.仁安元年(116り vck珊 盛の知行国
にな･,たが 一一ノ谷の敗北(簿永5年 )後 .源頼朝は在地の掌握を確実にするため ,梶原-Bt
時を播磨 ･美作両国の守誰vt_任 じた｡これは無念時代Z)守轟とは性格を異にするものであっ
たが ■彼が莫作国の最初の守護 となったことは確実である｡その後 .守蘭は正治 2年(12a))
和田氏vc移 .b'鎌斎時代の中期vEは北条氏の待幕僚 (北条氏の家督のこと)とな.,ている｡
地頭について見ると .承久以後の新補地熟として ｢吾著康｣に.元仁元年 (1224)足
利義氏が菓作国新野保以下数ヶ所別易1たことが見えてレ､る｡これは地印唯の補任であった
と考えられ .新野保以下数ヶ所 というfJ:かに,大山保も含まれてVlたことは碓かなようであ
るoこの大原一保は ,その後表獅貞4年 (1258)忙頼朝の凄政子D 15臥豆にあたって .hL･;
i'jLL｣金剛三味瞭 vc大仏殿が確立され .ここに政子か⊥ひ三代符jH来朝のi姓骨が納められた時 .
足利義氏はこの大原保を追善a)輯料としてJUl院に欝進し.以後大原保は長く金剛_=･.味院の主
要を所領と･たlていたOなお寛元 5年 (1245)には .この足利耗氏の所絹のうちから舞
の｣二手を嬢が献上され .将罪の敵対でつつみ忙分せて上手に舞→て ,人々を穂か･LTたという
興味ある講が.｢吾垂簾｣｢古今薪肺炎｣fL･と†･,j己されてV･tる ,
また,r英田郡史考｣に公文所か過剛 こあったL記されているO公文｢とけ公文磯がこれ
忙かb,寺手康貞又は院家の韻を･差配 して白歯 L,g;府との連絡を した所であb.地面戦など
エ少下の役所であった.また ,別府という地名が蝕一,て.1,.i).こ こに別府があ ,ーたと考えら
れるC別桁 とけ ,厨司が諸国に定められたとき .下駄の地忙国司が別府を懐き,代押収た し
て那 Rせしめた所である.2J
I
硬 式中興以後 の美作 の歴史は.ひとLjt:いうならl･1.守談概をめぐる赤松･LLj名両
氏の榊力争いの槻となってVゝたといえるであろう｡押葉倉及びその間辺vuJける土滋たちも.
これら両氏の馴化分鎖 して ,梢力の増強馴 士かっていたようであるO当村に残ってレ､る城批
忙ついて見ると,形石vCある盤促成附 才,悪七兵1柑 紺がこれrL･居D.F'kを年中 .赤松貞範
がこれvC穂1ていたのを ,山名噂氏が廿落し舟といわれている｡ただし.瀬tIJ-なる者が在地
の土寮であ･,たかどうかは確かでなレヽ 亨た.｢美作良｣LFI上ると,紫石坂は r大山榔鶴
村忙あb.正平十五年軸敢赤松集約入道世点 ,1句碑師別所が兵ども細り属 しむ ,官施山名,節
豆守時氏軽落せしこと太平記に見えたD｣ 5) とも9.また.純水桃などの鳩 もあった棟で
ある.これらから察す73Vt,この地方一骨托壌fqも城乱 にまきこまれていたことは明かであ
る0
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第 1表 美作固守硬及ひ守護代
土 肥 架 平
梶 股 1,1 時
～ El& &
小早川 某
赤 松 則 村
赤 松 別 砿
佐 々木 秀 兵
赤 松 貞 'J
山 名 時 氏
山 名 弟 艶
山 名 氏 満
山 名 将 治
赤 松 義 則
赤 松 政 政
赤 松 林 砿
山 名 教 帖
LLl 名 忠 政
山 名 政 楢
山 名 某
赤 松 政 則
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仰 考
捕磨国五･担当
正治二年正月二十五日領邑及び守教職
没収さる
感 保元年五月五日領邑及び守讃改収さ
る
凍久以後小早川氏世 守々誠 とあI)で名
は明かならず
正平iil.年クEす
T
時氏の二男
暗氏r)四男
貝l臓 α)千
一再教政とあり,嵯峨山VT.居城す
敦別の子
岩尾城を築きこれ忙屠る
観山に解きこれに屠る
教師の子
掃部頭~政楯の叔父
(英 田郡史考エ9)
こZ)様か 鞭乱 n中(,こあって '被支配膳鞭たるを民がいかvC玄能されていたかは史料的に明か
にできないが ･彼雫 も上部名主層を中心とする櫛村的判司体 へと.結束 していきつつ奉った
のでけないかと思われる｡
文明三幸卯年 (1471)に .今 までの英多郡のうち7郷を割いて新たVC青野郡が-32かれ
hor東作幕｣によると,この時 .分け られたのは吉野 ･大野 ･漸甘 ･大原 ･薬非 ･広井の
ム郷となってIt,少,7郷とい うの托1つの分郷が参1た7)ではかハかと考えられる4)｡ し
たがって ･西薬餌 大原郷のうち薬倉症として支度されていたわけであるO
拝 1)ILqr山県の歴史
2)英田郡史考 〔押葉倉村長尾の項 )
り 英甜 Ti誌
4)英 tB郡誌
4 近 世:
幽ケ原の相加 廿の黄作は .1舶 丁などとともに .芋各多秀家による支配か行なわれていた｡
苛家は .支線 514年( 1594- 95)頃vc太閤領地IfL･施行 しているが ,こ11VCついての
史料 としては .寺領帳が愉杓に少 し放っているのみで ,美作地方に(rt全然残ってし′､なV'ので .
当村 における具体的[:もの(.t分らないか ,肺 か r皇駕っている寺御坂が･喉 から推察すると,
太捌検地Z)方式か採用され,規範耕作者 〔作ul･下作風所有者)を年貢負超音 として直接支
ij己し,生産高そのもLC)を肥帯せんとする虐図か朗7711ていて,鹿瀬体制への地均しカ叶 分虐
められる1)わけである｡
秀家か舶ケ旅程 Z)5.f灘rluFJと毛･ると.rp_長 5年 C1600) 10月 ,小早川秀秋が亨三作 ･
仙-TJqq'Lij51万石を,i-1'賜されてF'Y',Eill波打入城 したが .在勤地か2年T-,卒去 し.嗣子かないた
め断絶 した｡秀秋t･rLよる支thiがいかなるもDで阜1たかトー ,iJ三割期間か短かかったためあま
りわかってい7:Aい.
この小早川氏の丈弧ry代って ,央作を･相有LJのri,鵜恕政で毛っ7こO′虫政が発作を拝領
したときの吉野.英多同郡の .根端は杓 う万 う千石で奉1た｡忠放くrtこ力他国的気分の漁J斗
Kt.il与っている対地rL対 して .家臣名級鼠九右恥I"l辞 1i美作vc逝わして風土を祝祭せ しめた｡
九右御門irJ倉敦村で民情 ･風土vE詳 しい人物 2人モ盛んで .こかVこきき ,また忠政 自身は富
野下庄村に入 b･平尾九雌兵術Z)家だ錯 したとV･われている2)O
忠政は入Ejijの翌年 (腹長 9年)に総検地を行なっている｡当村に_おVlて ,このj和 也か どD
ように行なわれ .いかなる結果が出たかけ ,検地恨,i=ないので未詳であるか ,一般的な静子
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を見ると･このときの検地条目は不明であるが,rul年 8- 11月頃までに 占尺 9寸竿を用い
て●大且がなされ 一村柄をI上巾Tの五段馴こLf=外し.田毎の地味は応じて石盛をつけたよ')
であるo さて検地帳の名相人を検討すれば 'ほとんどの村で.耗屋敷 5石以下の竿細出が過
半をしめ,対極に故人の大地主が盛められ ,発作地方一般的に存在 した必出主対詠出-(名子
･家来)の由係が取 口し碍 られる｡また ,この座長検地はきわめて粗雑に契施され .かつ苛
酷 にも101 47解の打ち出しをしており,倹地福と r当有米｣〔当米 ･当年有米 ともいう)
との差も大きいo Llcが-1て･この検地に対する戯民の抵枕 も大きく,毘永初年から段免r.
上る課税の適正化が計られ,東応頃から｢地坪｣がなされた 5)0
dtLLJ藩の領主的支配は,郡代 ･君障市 ･郡日付および代官によ1て行なわれ ,村役人忙つ
いてみれば ■寛永 2年 r1占25) 51人の大庄畠が任ぜられ .およそ 5880石の地(何
触々または柵という)を軒招 した｡大庄屋は.滞米 8石を槍せられ.ほとんど世如 勺であっ
たo大庄屋打FvCは .肝前かあ91その下に村方三役である庄屋･年寄 ･百姓代が慮かれ ,
庄屋は世軸性かdt厚であ1た4)a
森氏がいかなる支配を行なったかとvtう詳 しいこと耐也の蘇研究にゆずるが ,その一端は:.
駐 長 11年正月伽 か勺に貯竜出 している次の梯75:｢法度｣からも,うかがうことができるで
皐ろF)0
定
一 ,話役割奉行相触倣旨,背村)h布之は可為曲串
一 ･於同姓走中老,文相 々庄崖 ,宿老 ･百姓並走中老之L*.竪逮札明 ,以井上明 子他称
牧瀬金比抑神社の佃(肘 LQ_)
畔o'J御興忙-なるもの(凶帆 .Ji
JJ-rE多い )
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.t ∴ _I_ _ユ ｣ __ 毎も
発会軒祉 71伽 fitf･:
(愁虎切D)
- -於郡巾在 々･偽中を申併て .百姓迷好之ホ申噴者於一百之は .可成政市
右之粂 堅々申fr竜也
座長十一一年正月十五日 忠 政 御 印 判
此番付伴八郎兵衛所持す と也 5)
忠政虻上述Dととく綾地を施行 し,7Eた元卸 2年( 1619)には鶴山城を完放 し,若弟
と藩政の基経を頗めていたブ･▲.息永 11年 (1a54)に 64歳で卒去 LIlI｡その後 2代鮭
5代長武 '4ft長J'rM 上る支配を受けたが .元線 10咋 (1a97)ム月太序.は危鰍び1'約
･&･子を立てたか容れ られず .辻領VIt没収され森氏は改易 となった0
第 2表 紙 任 侠
+.-
I ]
(英田郡史考 上3))
との田I,貞常Oころ薬倉店 として .東西薬命が ,-･庄であったのが分割 され .ここVC酉巣
食ftiかできたOただ し.この当時 の酉米倉庄打.長尾 ･形石 ･塩谷 ･坂根 ･大井 の 5村であ
わ,知 社及び筏蹄は小股庄L'L,含まれていた〔,
諜氏に代 1て梅山練には ,元穣 11年 C1d7a)正月L,(-松平光長の養子宜苗 (長短 )那
入封 したが .吉野君陳工この中t,L.富まれず天頂 と杏.I.たo幕府はこの天 Iか こ対 して ,同年 5月
付訂所'=英 EEl机倉敷村に直 連 ,竹村惣左御 一q･守瀞 宇次郎 ･純血rl石和門のごり℃官を送って
治めさせたOそ Lて ,さらに9月化は吉野郡市町村)Liひ久 米都坪舛下村vTL代官所TETl'三重 .美
作の料地a･.L5分Lで吉斬 ･英出･妨北235部にt古町代官所に拭するvT_至 った.そ して .草保
17年 (1752)からFは-占町 の陣屋奇書野BrR町に祐 L ,驚似代官かこれを湘任すること
V･:たった.,
ここで当地方も.棚 の直紹AL･として代官ve上る支配が始 y)られたわけITあるか .この代
官 とはいかなるものかとい うと,｢石高か .tそft万石TLIJて普通代官の初椴と し,十万有余
yE上るTL･も･つてIr.t高とし.之TE励左金石ほ拙ili忙し+T｡代官'/1日見己 卜(将Ⅷtc月苛日計許 さ′
一三11 I
れたもの)の士に叙せられ ,布衣の冠服を荊するを縛るの腎臓 )に進められるo代官は百五
給体五･定徹の役高とし,各自世態の多寡tF'C依 り.その過剰なる者相伴疎をもってし･不及の
者に耽戟巾 .定関に逮するの卿 陀 受 く,これを御足茄という07fた ･任地に依 b･鉱山 ･
楓坊 .米盛取扱の如き,常-#以外の副俄を氷れるものは '別vC御役料と梢 し,二三百乃至千
依 ,もしく拭 ,若干の金戒を附給せらるo投料は兼敏の軽正に依 .りて差あ9･各自の他線 忙
馳せず｡代官は ,-1た ,役高投射の外 .支配地の石商に応 じ,蔑入用と梢 し･規辻の米金Iil.
給与せらるo誰入用は ,捕吏の手当金給料その他一切2)公務を所雛するの経机とすq代官の
甜吏忙手附 .丁代 ,13役等ありり ｡｣というわけであるoまた一代官役所の弔軌 i･大き
く地方 ･公巾方に分けられ ,地方は地理 ･租税 ･出納 ･触簿及び一般民政に馳する諸政を堪
9,,Ltさ1万は替察 ･裁判に朋する詩歌を蛮っていた.以上の如き性格をもつ代官が '当村を
も知 己していたわけであるか,いかなる人物がこの任に当ったか次の凄yc示すO
窮 5頚 代官 名及 び煎 任年
代 官 所 及 び 代 官 名 着 任 年
古町代官Jlf
内 山 七 兵 術
近 山 油 右 衝 門
桜 井 孫 兵 術
L和 島 小 左 衛 門
美 顔 部 助 右 術 円
板 本 所 左 術 門
享保 17年下町に移る代官笠岡vr_Ⅰ･,-jじ
但憎生乳 .鴨一所
小 林 孫 四 価
堀 江 油 次 郎
ノト 野 左 太 夫
延撃 4年 美作下町の陣屋を廃す
元 轍 11年
t 宝 永 5年
メ
宝 永 6年
草 保 9年
享 保 1紹F
牟 保 17年
元 文 5年
軽 挙 5年
(岡山県通史 254月)
日 .TI2-
? ?
享保 2年 (1717)の古町代官所についてみると,美作饗鍵 (享保 2年隅板)では代官仕
前島小左禅門 であ9,小左衛門拭 ,娘米 100俵を給されている.留守地域の石高は4dBOl石
9斗 2升 1合であyYl,そのうち西粟倉関係の村々の石高比 .大草 205石9升 ･坂根 1BO石
2升 2合･知社 118石 5斗占升 8合 ･筏砕 210石 8斗 i升 .影石 (塩谷分も含む)498
石9升 5合･長尾 727石 2升 4合で ,合計 t?59石 4斗 5升 7合である.そ して ,これら
の村 々の庄屋としては,大茅村Ir.jI,源右御門 ･坂根村は .安右衡門(草刈氏)･知社村忙
次郎.後棒村は '-与右縦門(建元氏)･ig;石村打 .与三畑(中島氏)･長尾村松,九郎兵術
毎1野氏)･又三郎がそれぞれ任Vc当-,ていた 7)o狙 副 こついては世蛾 的性格が強かったよう
で.たとえば影石村の中島氏について見Jlげ,草保14年頃にはら三兵衛 と称 し,宇和年閲に
吐三郎兵衛 ,文久以後明治 までは与三左律がつととなえIr代 庄々屋であったB).庄屋は殻料と
して年嵩の中からいくらか拾され ,また;,'7刀免許さかた者もいた ようであるQ
LF町代官所に上る支tl]_は,延草元年まで続いた:J5:,起草 2年から5年vc至る2年臥せ,因州
J師 勝於平相模守預衝となD.代官雅音七 ･大口猶五郎の2名が ,f町代官所-出張 して ,支
配に当1たO
延車 4年 (1747)9月吉野 ･勝北 2郡のうし‥ 19,880石余(55ケ村)け苗陸士柵
離(藩主土屋範直)の所鯛 となったOこのときには西濃倉の村々も,この七輔鰭の飛地 として
の支配を受ることになったが,土浦醇は寵政 2年 (1790)に害SIl'･郡のうち,5村 (石高
17 50石 5斗 5升 4合)を残 して .他は .上知 したのて ,大茅･影石･塩谷分 ･後棒 ･知社
の5村は ,再び天領 として,D支配を受け 三.ことL,'CなったO こZ)とき残った5村 とけ ,l占町 ･坂
根･蛾 の各村であD,明治に至るまで土浦藩に上る支配が続いた.
大泊となった大葬･J#,才了･塩谷 ･投紬 ･知社の各村は.下町代官所に代って ,美作の支配に
当うていた.但馬生野代官所の哲西に腐ナることLtを ･.たC,代吉名及び着任年は次攻の如 くで
ある｡
なお ,平和年間ycふける各村の庄屋は ,大芽:ふ目せ.tr,17-四郎(小才r-1j氏)･東根村は .次兵術
(草刈氏).影石村は ,三郎兵術 (ril左丁子氏)･塩谷村hE.四郎兵術 ･長尾村主上,九郎兵衛 ･後
沖村比,伸右術門 (神殿一氏 )･知社村H ,不明であった 9).,
生野代官所vEよる支配は ,寛政2年 (1790)から天保 15年 (1840)まで52年間
組V,たが.天保 15年 1D月描賠明石酵 (藩主松平帝宜)が青野郡のうら9.85 0泉石を債す
ることvcなb,上記5村は ,明石帯ycよる支配を5けることになった.
つき丁に,作勝束須銘(蕗永 7年改版)i(･:上って .村方支配の様子見Lみると.播州明石松平兵
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第 4_-aE 但 席 生 野 代 官
(岡山県通史 256負)
部太輔領分のうう･菅野郡は 44ケ村が含
まれて .下町に陣屋を碓き,ここに出張 し
て菅哩vt当った｡この下町代官の下に .大
庄星として ･川西村の高畑鉄右衛門を任命
しているQそしてその下 vt.庄屋Z)中で有
力をものを補助的な役職につけている｡ こ
のときの各村の庄屋は ,役津村は ,虎太郎
･知社村は .忠兵術 .至巨石本線(1 ,利右平
･治三畑 ･鮭威t塩谷村は.菜之魂 ･有三
郎 ･大井村は .源右'(iTLIlt)であった｡また,
常州土浦土屋/采女正領分では ,近長陣屋を
W rとし･古町村の大任屋の下に.長尾村では ,八郎右術門 ･今治郎の2庄屋 .坂根村では ,
字兵術という庄屋たちが.和 の村々化おいて村政の任に当1ていた10Jo
このようVC蛭雑を支配の粗 的 たど9ながら･大茅 ･鮭石r塩谷 ･知杜 ･改粋の5村は ,
捕即 肺 滞 .坂根及ひ長尾の両村結 ,常陸土浦洋の軸 として .明泡虹新を迎え/tわけである｡
(紋 野 隆 也)
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江 1) 発作の民俗1dal
2)英田郡誌
5) 美作の民俗 16頁
4) 美作の民俗 17頁
5) 岡山脹通史 192頁 8) 英田郡史考
｢頼家先代東銀｣ 9) 英田郡史考
6) 岡山県過度 228万 川) 英田訂ピ託
7) 英田那走
第2節 交 通 ,宿 場 町 と そ の 変 遷
I. 概 況
近似の宿駅制度打 ,今日の遵輯施設とは目的女臭vcしてか9,幕府公用のqr(行省･i鞘勿
の輸送や休泊 ･池 イ己:,'のために設けられたのである｡そのil銀は御覧IF銀か無口であ9,そ
れが宿駅の負担とT=り,7tた助郷のn担となっfr.柄駅1-i.公用(/t関する迎梅と柄胎と吐央
務として課せられていたごつで .凝荷T_.ち,反別k'.･,付として ,勿り蚊や焚付金などKエ lて砲
の存続を計っている｡交通手段や機関の盤脚利発vtよって ,中心地と地方との偶係(rlそれ
に応じで変化していかざるをえfL･Vl｡坂根宿打おいても,bJ上のことはいえるoすなわち
坂根綿壮江戸時代V,(壮田州松平咲参動安代の門緬街道恥nC位燈し,その休憩所として繁栄
した.しかし近fel.rJ_そって三十三曲DC')度怖 ,としで.昭和9年の志戸坂 トンネルの開通
(/r_エ9交通拠点とLての存在価値を失ない ,現在忙ふいて紘交通rn心音にくらべ数百倍に
.hえたが .ilz一棟の艇落K.比廿の栄えたかもかけさえF)かかえす ,次の稲である小原侶(規
大原町 )L'EわずかVl=それをしのぶことができる陀すぎたい小これに坂根と古rJT(小,FlI)3')
噌駅としてG:)役割の絹勅 ､ら生ずるものであらDd畢するに休憩所と宿泊所の利達-こ背な
う速いであら')｡ この甥裁問騒が近世宿駅の剛粘つ中心であ り,そこからさまざまの附魅
が派生した_のである｡
2. 大名･武i一階級の継送 り形態の変遷
(胡 縦送 り駄rlO')変速
坂根宿の位鮭する囚幡街道に山陰迫と山隈-.7Jを結ふ街遭であった｡鳥取の松平相投守
の通行は閃怖.pu.取 一 指風 ･→地須 一 助柑 一 作州坂根 - 小原 → 辻堂 一 幅&1･平
(4盟) (2.# )(2里) (1旦) (5里)
福 → 佐用ときて ,ここで松江の松平出羽勺=山行rDが.聖鶴1TEiVE合流 し,姫路を鮮て江戸
vt向っていた｡宿駅の儲銭性♯府で定めたものでもろが撮初は江戸の町J'F一審であった奈
良座?.甘)右術門と糖噂三四郎の名で通遥され ,;Ti中奉行が改俊されてか らは奉行名で通遠
さilている｡正徳元年 (17 11)rJ規定げその松の基礎とな9これを元貸地とV,った｡
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これエ9複の通指は元ii,銭vc何副,Wという形式i･とっているO#げ寸で定めた双銀は御定'If
践と称せられて-Ttiのrt格を有する公用者か人馬な偵甘 とる時eJ,11鎖であっT,･O参勤交代
の大名も各自の石高vC応じて一定の入時を成定if鎖で供出することが出光たoそれを越え
た分桝 日印 号銭qE上P ,これは誰某に如 ､て(A:啓迫は脚光1号親の二倍であったo駄甥につ
vlて坂根侶つ様子をみると次L'Dようてある｡
大原町不陣布元家父弔い二⊥れhl
覚
人足壱人･坂押駅より小原駅迄
此御足il=j銭 百文
此分jiI当月より六倍f:.1年IJ拙被為仰付此分賃鋲七百五拾文(曲応凶年 )
己三月猶又九倍周妓為仰付此1.号銀嶺Bf文(明治二年)
本鮮 呂疋･此御足賃銭百六拾文
化分六倍五.iEJl婚此ii'蝕 壱 r f 式 日拾文 .此分九倍増此貸脱 炭六百文
軽尻毛疋.此御定賃銭百三拾六文
此分六低五.,ilj増此郊鎌壱n土拾弐文 ,此分九鰭増此賃銭壱封百四的文
とちるoここ い1ている人足とレ､うZ)虻1-LIT日までJjもZ)を避ぶものであ91本馬とい
う2)I.i-駄分で目方がU当拾打までのもZL)て毛D,醗尻は]/k人が乗b五B相 までのものをつ
け人が来らないJB合は二玲rr白･otでは,畦尻であった｡ つぎ忙明治三年十-月D坂根村明
紳帳控によると次のよう忙配されてLへるo｢当村之俵囚伯往来登州 ~楢 ,先的制定八億人
足四人.L:F,四疋 .大嬉駅江適法三型,倒定郊銭人足茂人分百文 ,木馬屯疋百三拾六文 .畔尻
占疋百拾八文二御座候｣
また北条鹿史によるとili銭∵里につき ｢一人三拾弐文 .一馬五拾弐文｣とたってかbこ
こでもまた多少 くいちがっているO今直ちにとitが正 しいか,またはどれもTELくそのREJL
にどんな脚係一･j､あるZ)か方･きめろ ことtl碓 しいO妹末から明治にかけて7)ti銭の射ヒ智み
ていくと出 lf.PJU年公布元岱銀に六倍五:･,lJ増 ,明治二年公布元賃銭九倍増 ,明治三年公布元
1号鋲十 一倍増となり.明治四年公布に上って人馬問屋の名を改めて伝馬所と称す｡五年公
布vc上って ,伝,G所を糠 し.陸i蛤 社を捉き ,粗相の忠地を変更､し.-一過_忙付一人t'ilf史五
庫.一紙拾弐鈍1.受 くとなっている｡Hj]給二十五年の-駄Z)駄ii-仕智頭勧矧と日が四拾八重隻
腕鵜坂根間が二拾凹地 ,坂根小腺W)が姶六城 と-/Lっている｡
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(T,)助郷人馬veついて
齢初vC村の姿からみてみよう｡新訂作防護巷七に記す｡坂根村之記によると.｢村高百
^十石二升二合･戸数四十三軒 ,人数百六十三人 .男九十六人 .女六十七人 ,神職一人 と
なってかb'宿馬六匹あb･因州智頭郡軌絹村 上b当村まで三十二町 ,当村 よb駒場村へ
人馬出でず '所謂片継たりハ｣と記されているo片継とhBのは因州からは駒熔ー坂横-
古町と継いでいくか .美作からは古町一助桶と継いで坂根は通過することである｡ところ
で北条県史や前記村明細峨vcよれば縮脈 ｢常側 .人馬ハ人四人馬四所 卜定▲｣ となってし1
て ,作腸詰の占匹と相逮する｡助郷はこの宿駅常備人馬a)不足を榔なうために設定された
ものでを り■助郷から提供される人馬忙対 しては御定男銭が支払 らわれた｡助郷の遠い所
打数里に及ぶが助郷と橋の間の往鰍 てついてH何ら鑑代償 も与 えられず ,また必菜の繁閑
yCかかわらず不時に徴収されており,近他の島民の負担 となって虚民5･苦 しめたもZ)であ
るo明治二年の小原 ･坂根裾の軟戯苗を･見ろと.
r御領分吉野君l小 原古町村 ･坂木村之蛾 ,#.而御存知披為在通 .人馬継駅均二御座候処 .
是迄助郷併17鉱$lJ増等一切撫御座 .年分駅力価銭辻之内御蔽分 .勝北郡申分少々助銀之
外 ,総和自村高丈ヶニ割合東申候処 .近年諸色砧直二附 .別方既成相帯大二妊渋仕,愈
々御上横江御歎輔車中上侯処 .度 郎々御手当被仰附 .漸相凌雌有癌rJr侯｡井上咋辰年四
月以来駅並御役所分 .厚御仁也 7以人馬御足月蝕六倍五判増 .被為仰附誠以雄有仕合奏
斥候C革ル処当御辱範柄二而 ,剛 M株和洋中御多勢様 ,頼々甜時御操出 tJ,魂外諸家棟
而高直 ,諸色茂同様高直二而 ,欣銀年月日粒 絹成,菜以穣誰 酪仕出も相続相成兼侯問 ,刀
今之折柄恐多御軌二御鯉候禍共 .前段之始末軒告被為分 ,御出梅御燐懲ヲ以 ,何卒京都
駅逓御役所江御軟節白板差成下 ,滋秘村 江々入鹿助郷之t'夷.枚為仰肘僚横車殿_上候｡尤昨
年来助郷之儀.御巷助ヲ以 ,御規則御立紗為遊候睦 .奉恐承 .搬有車存居候碍共 .差当
･)凌方二殆甚支甚苦心仕候間 .御慈 ヲ以長和al_q用研被為成下倣,､バ.駅方永続仕 .御用
向相勤 ,鹿 雌々有仕合二番蒔絵｡依之乍恐迎印以替附 .m･T欺顧奉中上侯以上
吉野郡坂根駅
間 崖 源 凹 郎
明治二年 百 姓 代 辰 之 助
己 二 月 年 寄 省 三 雌
庄 屋 仮 役 甚 韮 LjS
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同 断 栄 治 郎
小 原 古 町 村
問 屋 利 兵 衛
百姓代 而 石 工門 .
年 寄 峯 石工門
' 近 長 御 役 断
(有元家文汚)
と記されてい ,i
こナ日でよって.この筋道には明治二年 苦では助郷人偏が制定されていなかったことが判明す
るOまた駆応凶年a)飲助ifでyj:助切人膚比をく嫡軸近村御他領村々エb人馬共 ,雇い入れて '
継立仕D.依鉄は版北部御領村々.fり少々の助銀があるほかはすべて吋高割であったことがわ
かるoまた,有元家文節の粛永四年亥十二月の壊恨小原上小野から馴H額壌 判-の軟鶴野を見
てみると.｢当三駅は元蒐粘姥の小爪であり.1約定人馬も伺奄 もをく多数の人膚が必要な時結
他所〇ノ､属･,{相速さねはならず .釣用の鮫立もiんところなく遅れて申しわけがない.そして .
御船強頂舵仕儀而モ他所人膚之者-胡 粉 故駅方之益分三相成不串といって ,掛金弐千両御
充分袷ヶ年御返軌 ,卿拝借嗣焚付被為成下L催涙′､バ,兵御金之怨分を政年々依銑 二相廻し.御
月妹淵堪真相肋中皮倫｣をL'とちり,大名から御手当金をいたか へていたこともあ17,それに
.r1て宿の存続を図っているQこT)ようを巧について北条県史㌢こよると ｢旧鳥板藩主ノ通行ノ
節ハ.人足二十五人 ..喝二十五節ワ出_7'ヲ定Jトス故こ.寛政年槻 j, I) .海歳銀二百二十五匁
ヲ鳥取離 d リ,本駅三給与し.女 ノ他ノ損失ハ.村費 ワ以利 江ス｣
となlてなり,従t銭 に各駅 とも鍔碑 していたことがうかがえる｡以上によって ,坂根研ycは
明治二年までは助秘はなく展い入れ人周で参ったtIとが判明した｡
i 三十三曲りから,トンネ ルへの意戸堀越え
新訂作船髄奄七D東根村之記vcよると,｢志戸坂峠はn･lLn界にして往来をD｡坂根村 より
匡】界まで九町Z)聞 ,岐路化して輸√3:ijp,圃界上b因州智窮郡駒婦村まで卜九町 ,大雪の時牛
馬不通｣と記してある.古文苛にも,なだれaj時は村Z)人々が皆出て改修=邸をすることが
紀されているQ坂根村の人は姓井はあずbせず.ほとんどが往米する礁人を相手の仕郡をし
ていたO明海になってからも.人力車にはなび'-き.後おしをつけて志戸坂の上までひき上げ
ろ仕串などがあ9.その甥銭は一回七～八鎖であった｡ この志戸坂峠はLlJ貧山陽zj境になっ
ている峠で .この坂は ｢三十三曲b｣ といわれていた｡
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土は水にあらわれて石が多 く.冬は雪 も深 く昔から難所とさilていたo Lか し･山陰 とくvC
尾野方面から大阪方血Y･C出るには幹線道路忙あた ,てしへたので.音か ら旅人が多 く,鳥帝松
平侯 も参勤交代にさいしては .ここをこえてVl九｡ この峠を通行vt便利を棟に山を切 bさげ
は じめたの比近世に入 って明治十八年のことであったO以下 この峠の交通難克服Z)歴史を ,
峠の頂上にある碑の文によってみると.こr)明治十八年の工事は一年半を額 し,くわとモッ
コで二己成させ .総XrL･LL汗 三百八十五円であった｡そ;D後今の様を堕道がつ くられて .通行
は大変匪利忙なったが,この トンネルの建敵がktじまったZ)は昭和八年二月のことで ,完成
したZjは翌年 の九月でか ,たO これによって恥抜上こ百八 十一メー トルのLr/1作二,長さTl百六十
五 メー トル ,幅 (有美榊高良)iTメー トル半 ,高音蛸 メ- トル七十五 七}/チD トンネルが総=
邸鞘十八万六千円で完成した公であ り,この罪S･.托よ t)交通E･i大袋進展 したo今では 卜/ネ
ルに上って存在価値を失たっている三十三曲射,こ入-､て入ると,い攻ではか･つての道はとこ
ろどこ,I,rC蛾 ,そして大部分Lt･革iLHJU(-A,てお 力,上 73万(,ユ植林75-'PJ:されていて ,昔の面
影は道端の右肩Ti･Dそいてはほとん どない Dう1 L･進入てい (と,私流の古老D語った牛馬
に炎をすえていたらしい場所は見当ったか･t-'DTこめL/jLL:什Bt一に7IJ.かったOそしL~,77Lも▲准ん
rlいくと.志戸枝開怒碑がギ(Z)Lrli.'C鯨か･,{t-TAてらiLこきり一丁 ぐとな AHこ出店羊JTがひっそD
と軌解していたO ここに立つとト),才/Vからr咋1えて くるi._比頓首が古)_.ノた石垣(,C静か忙吸
いこ1まれていくのたった｡三十二曲 ,bけ名;I)ltrlく姓や(ねってLLt),その道JTためL'D石垣は
p-yf々 くずれていたか ,かな 9丈夫に轟かわたもDCJ_jであったo交通の発達L,Ci:9古し-･も
のは忘れ去 られようとしているO梓幣の発尿良附に応 じて安通 もまた発展 してい-,てV,,ち｡
最終F'(峠にたつ今拭yJLれろ人 もない ｢志戸坂閑宅蹄｣,?_)碑文を記してか くO
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4 枚相宿の交通機軸の変遜
坂根Z)所蔵文沓Z)明治十二年六月付 .吉野那役折へD願によると坂根vcは当時壱人乗で税
金五十銭を払1ていた人力並が次の九名記されている｡
H 人力車 壱人乗 河 野 彦 太 雌
トう 同 断 同 断 河 野 唐 太 郎
H 同 断 同 断 草 刈 伊 作
トう 向 断 同 断 田 中 剰 七
H 同 断 Ii-.] 断 安 姓 虎 之 助
H 同 断 同 断 河 野 団 吉
H 同 断 同 断 内 帝 政 治 郎
H 同 断 同 断 栗 源 兵 衛
H 同 断 同 断 金 子 忠石工Pl
壱 人 兼 九 拝
H バ ス ー
パスD開通は'昭和七年に播兼-スが菅野 ･大原'D間を十人乗で勧塊二往復 したZ)を澱
初 とし'こZ)バスrt三十三曲りを越 していたD現在にかいては日之丸バスと神姫バスとが
大原町駅を中心にして .普通便が四往律(日ノ丸バスの場合 )しているo鳥板大原向は日
ノ丸バスが .姫路大原間は神姫バスが各々運行している｡
しか し急行便は各 鳥々取姫路間であり.三往3 してか 少,乗者券も同一であるo
(⊃ トラ･ソク
定籾優としては .県貨物が名古屋 ･大阪 ･京都 ･山陰を.昼は一往後 .夜は鳥坂大阪間
五･四在役 .鳥取岡山間を二往律 している｡
不定期便としては .日ノ丸 .日通 .目迎 ,食言貨物等があi).通行丑は冬夜間で ,三百-
四百台で,夏夜間で五百台位であるO-倫送物腎としては鹿野方面よb材木 ･ナシ･スイカ
･日本海の魚などであ91開山姫路方面よb日用雑貨 .性格敷島などであるo
(ヰ上択一氏談 )
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〔∃ その他のもの
現在村内にあるガノリ/使用の車輪はつぎZ)ととくである｡
種 別 l 赦 税 金
5 0 c c未満 占 9 台 5 0 0未満
5 0c c 占 1 台 50 0-
8 0 c c 2 8 台 8 0 0 -
12 5c c d 5 台 10 8 0-
ゼ ッ ト 1 5 台 2 0 0 0 -
(昭和 5占年度塵 自動輩税主計簿)
そして,役喝el)滑水氏VE.【れば ,自転凍結各戸平均 1台で .荷並yj:5戸vc1台位であろ
うとのことであ1たQ交通戯鮒もトン耳,L-の榊通で一挙vc増大 している｡
5. 坂根宿の旅穂 ･小売商
坂根の所収文雷の明治十二年六月二十六日の願むによると,
三等旅禰屋 丑 数 拾 八 枚 内 海 金 治 郎
r･L-.l 断 鉦 数 拾 枚 安 来 栄 太 郎
同 断 丑 赦 拾 四 枚 河 野 栄 治 郎
同 断 盤 教 冷 七 枚 河 野 彦 太 郎
三等JjR'箱とい うZ)は客席数教か拾九枚以下で二十枚エb三十九枚 までか二等派租 という規 .
定であった｡
これは明治十二年t･月十三日の営巣鑑札下渡願でみると.
二等派稲尾 盈 数 三治四枚 内 海 金 治 郎
三等旅絹虚 位 数 拾 四 枚 荻 原 願 治 郎
同 断 皿 数 拾 四 枚 河 野 八 百 治 郎
同 断 丑 数 拾 七 枚 河 野 彦 太 郎
右営巣仕度成規之税金相納倣粂鑑札御下渡波下値度健也｡
とあb･占月のは税金を範誉くするため農政を淑じていたが ,7月に実数をあげて軌出たとみ
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られる｡
この願符は吉野郡長であ1た岡本腕 .坂根村の戸長であった河野繋治郎が届出したもので.
税金は三等旅船で 50卓雀であったのであるo
小売商としてZ)新巻は .金子伊平 ,河野音兼の二名か.白米ノJ､允商として戸長経由吉野郡長
咋鮭出している｡ この場合は無税と在っているO金子忠次郎氏の話では .この他vr_小売商とし
て結束源兵術が明治の終 _bとろまで池屋であ ,ーたということであるか.それはこの願の出され
た明治 12年以後の開桑であろう｡
その外旧宿駅の機能 として大切を通過会社Z)願かあるO これ仙可野太一郎 ,河野繁治郎 ,荻原
傭漁雌Z)三名が月番勤めで営巣したもので.税金は三円であったO以上の各挿 営業の柵 とそ
I)許可証の例を河野窟蔵のもZ)L7'_ついて見てみよう()
雑 菌 御 願
吉y!f郡坂根村四百五拾七番虚数居住 平 民
営 業 人 河 utf 窟 戚
H 雑 商
右之老雄商営業仕度御規則之税金上納仕儀尚 .御免許制鑑札御｢F渡綬蚊 F'度此段尊
敬上蔭以上 右 河 野 女 帝
戸 兵 7-17 野 繁 治 郎
明治十二年五月十三日
吉野郡長 脚 本 扱 挺
野面願｣二瀞 司届 ,鑑札下渡候集.成規之税金_上納可致額
明治十二年五月十五日
富野郡長 岡 本 扱
となっておD.成規の税金を納めることj=d_もって.弛めら才一ていろ｡雄編の販売商品の眺入先や
唖胡値段がkllき少とわか らなV･Z)が残念であった｡金子氏の'訂.･で山大休日借用品はあったら
しく,特別なもDは大原まで徒歩か牛侶車でし-･1ていた∩
6.物軒の流通
北条県史によると西粟倉の産業と交通の幽係について次の様vl{記されている｡
｢吉野郡ハ国ノ東北ニ7リ｡東ハ播磨 ,西ハ勝北郡 .南ハ英E]郡 .北 ′＼酬 轟三味ル｡凡 ソ
北辺 ノ村落ハ稚雪丈余二及70故二郎ノ中央以南ニ7ラザレ-綿変 ヲ生セスO郡北ノ地樹
木群をスレトモ過輪不便 ニチ横側成ハ岩 二心ス｡山聞ノ地麻苧二通ス｡瀬戸臓チ生計 ノ幾
- 45-
分ヲ助タ.宙町･辻堂 ノ二村,也 -IT梅津ノ地 トナス｣と.しか し坂根で扱った流通物缶
としては明治四十二年一月の所点間屋離籍vcよれば .流通丑は一 日づつ合計をだしている
ので確かであるが ,比較的皿の多いもZ)を出 してみると,顔 .傘柄 .樫板 ,朴板等で ,臥
故で示すと
四 日 計 三 駄 七 分
五 日 計 十 四 駄
六日 計 十 四 駄 二 分
七 日 計 十 五 蚊 二 分
八 日 計 十 六 駄 三 分
九 日 計 十 六 駄
十 日 計 十 三 駄 七 分
十 三 日計 七 駄 三 分
十 六 日計 八 駄 五 分
とあ 9 ,-日平均十駄前後であるが ,そZ)生産地や流通範囲が判明せず ,姓村における商
品生産の発展度 .経済の進展度がはっきDLをho頚城ではこの腎料から傘柄の賃島.だけ
が判明するo傘柄-ケが三銭五厘である｡ しか し.こZト ケZ)梱Z)大きさはは.,きりしな
レヽo
rqdJ4AIJ iF**lJ凶
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iI
坂根駅 上L),ト原駅へ阿州侯通行の
ことを告げた党フ王:
鰭 な ど の 荷 札
志 戸 坂 峠 の 碑
,Iit戸坂帖の三十三的_bvC建てF)わている｡
今では志戸坂 トンネルの開通により,三十二
曲如{L畑や雑草地やfFI'林地 と7tっていろ｡
時代uJが汁IVC逆 らわす静かにIL1-lPに立 1てい
た｡
小 原 宿 の 布 陣
有 不 家
旧阿柿街道坂根の道 ,現在では新ら
しい 雌迫vCその抽能は移 ってV,ら
･- 45-
三十-=曲りの関空碑の少 し北方Vこ
建てらflてV,る｡今で壮卦とずれ
る人もTJV'ので し_tう雑耳の甲に
<L-I,ていた｡
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II｣J頂の国境 より坂根村を見下ろ
す｡ この臣の洪水の後がみられ
る｡
三十三曲りのrPで今で結締林されて
いる所0
両T恥てはぜだ石涯が盛 ってV,た｡
林道大茅線の観点を示す標臥
この道を進んでV,くと山の稚林が大変
立派である｡梅林姓との村の生命を左
右するものとなってV'る｡
志戸餅 の トンネル 昭和 9年完乱
滞抜 580nZ
長さ 5ム57n
桁 5.52n
陸上交通の拠点 ,神姫バスの大原
営茶所｡
坂根 の 古地 図
因幡街道一里松 と思われる｡
(荻野隆 也 )
ト ･〕 概 況
坂根桶の関係する街道の宿駅配艦 ,およ
びこの街道と ,他の街道との連絡関係 を図
示すると.次のととくである｡
すなわち ,因幡衝追及ひ出雲街道は ,陰
蘭を括ぶ衝過 として重贋な依懸を占め ,こ
と(,{感動往.yuてげその紗那とともに ,賑わ
った,:)である｡ここで幕永頃の鳥取帝主池
田偉容勤往来Ii･通 じて ,大名側と不陣 ･敏
郎陣側との接渉を中心にその楕泊地 ,ある
いけ休憩地である古町 (大原 )楢と,坂根
宿とV･=ついて調べること忙するD
掴駅の規模 ･形嶺を『新訂作戦L誌七』の坂
根椙 ,古町描かt亡び辻堂楢に記すところか
らみるとつぎのどときである｡
坂 根楢
村高- ･百八十石二升二合 戸数･-･四十三軒 人数--四百六十三人
方界--東内二町半 ,而北十九町 石橋--右大茅近 ,左凶幡道
快打-･･]個 州知頭郡駒仙村一里 間盤･･-庄煙柴之 E屋‥-草刈氏次兵衛
宿場六~匹もり差足如左
･当村 より-古町迄三里
木罵百三十六文 ,蜂尻百十八文 ,人足百八文
･因州知頭君牌 帰村より当村7tで三十二町
不馬五十六又 ,唾尻四十八文 ,人足二十八文
当村よb駒帰村-入時不出所郡片継 なり｡
古 町 宿
･村高-･･八首Pq十三石一斗八合 戸教--九十七軒 人数--四百九十四人
因幡街道- ･長十七町三十問,巾凡二間 昧村-･･帝辻堂村十町
陣屋跡目-元練十年より享保十八年迄
駅罵-･.因伯ニケ園通鹿の宿舎なb,積層四匹 ,午
･播州平福駅へ三重八町
不屈百三十六文 .唾尻首十六文 ,人足百十六文
･吉野郡坂根村へ≡里
不馬首≡十六才 ,樫尻首十八文 .人足百八文
不陣-･･有元新兵術 ,八幡屋と拙す｡
軌 11侯並因支俵の宿舎をb,領主土浦侯 J:b苗字帯刀免許
問屋- ･札機屋平兵術
辻 堂 宿
村高-･.二百石五斗三升三合 戸数- .三十三軒 ,外に観音堂一軒
人数･･--5四十五人 EE尾･.･･酒屋弟右裾門 間恩-･･崩右衛門 ,百姓新兵術
囚州往来の入鹿下りの時は:比邑忙て継立ち,上狛は古町にて継(●なD｡
(hJ上『新訂作戦転』よb)
大名宿泊は古町福においてであり,坂根宿の場合は大名の継ぎ送Dのみである｡
【二 〕 古町箱 ,坂根痛にかける因州供を助在来の楕泊 ,休憩
(小 舌町宿に右･ける宿泊
#府の役人や大名等が旅行する場合 ,あらか じめ先触状をもって宿泊地や休憩地と,その日
付けを宿駅vE知せておき,宿場で比それに従がって人鴨の用意をするのである｡
染料を眺めをがら俊借をたどっていくと,ます先触状と諸苛であるが .先触状吐数ヶ月,ある
V,はiJl年前vc発せられるものである｡つぎに示すのは鹿永七年因州侯帰国に当っての先蝕 と緒
-48-
即.Jの.Llでもるo
拡永七年寅二月二日夕 .因州御引綱 蟻坂#L=1威厳江戸より帰FE]働 .辻堂問屋丈兵衛矧可逆二
而被見卸泊之轟相散有之 .%･御紬阿左之通題H申候御手当等之義者追而両射 1談之上野計
(-'lLl軌)江戸郷発鵜十九日.穀一一日.廿凶日,土日之内也 .
御 所 捗
- ..TL月八日
.何 十 E]
･- .lul十三日
右省
太守棟当寅相月御帰国被遊候二付 ,平相蓉当駅御止楢被為仰付錐有仕合車存僻 ,然ル処
･1l-伽E川FaJn')之御差支も御塵撫雄有碑は車中上 院 .,
依之御許粕一札車卓上侯以上
寅二月二 日
小原駅
御本陣 有元八石神r門
Pj州棟御 内
尾 坂 岩 蔵 殿
(大原町有串本降文花 )
こb上り合5C)先蝕は三ケ月前 に為されているoそOLfj零kt.或永七年二月二Ejの夕に掛 目侯の飛
桝である尾坂岩戒が ●江戸よDの帰国の途中 ,止豊村の問屋丈兵術i_･伴在って見え ,因州侯格
伯b小について相談した9.諸点をどう云う-A合にするかを決めたこと,更に手当金なL'の部
については '後ほど辻堂宿と古町宿両駅の相成の上で帝計うことを定めて ,穀後vc矧+t侯が何
時江戸i･たつかと云うことi･知らせているo次忙紬再では五月八日.十 日.十三 日の三日5 _･ 一
応宿泊予定日として.その日にRPb何の差しつかえもなく.有難か言招けすると云う意の邸i･-
相でしたためてレーるO謂iSはこの他 ｢御講耕一一札之堺｣.｢奉差上御硝瞥之柿｣,｢御細 之
:り t=どと時忙上i)費額は趨うが内容壮大卜ijJ､輿であるo寄永五年正月二十 日の止宿諸宙をみ
てみると,,
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次に本陣木元家が因幡侯の宿泊へ叫抱の模様 .あるいは予備品白を出した缶料を追 1てみるo
?
?????????? ???? ? ????????????? ? ????? ?
?????????????
?
??
??
?
?
? ? ?
??
?
? ?
? ? ?
?
???
T■市∩
士IB;uの如 く宿割帳 ･大名 ･家臣の本&･宿 ･旅組 .それに丁場旅簡 ･全相場 ･本枠へD人数 .そ
れに必要な鵜報 ,油紙等の埠備がされてレーる上うであるO
これは宿割鵬である｡者永年間
に小原宿でLlTIためた棉測候で ,
相当分腔いも;()である｡
左端は人馬相宿帳O
これは辻堂宿でのEB.)H供止宿t取
調帳 (万延二年 )と^ .し!;砲術艇で
ある｡
これは宿割の一部である√,
本陣を中心とLTc宿a)配牡
と宿割が記載されているの
であるO
稽割帳についてヰると,どのように宿泊したかがわかる0第永 5年のものをみると,
r業永五年子年圃二月十凹日夕
松平相模守棟御宿御下宿落調傾
御本特有元八右衛門
御宿劇 佐々木常之丞梯
岩田利敵太 様
波多野伊兵衛様
松平相模守 様
小原駅
御 本 W.
有元八右術門
御衣陣附六拾四人棟
内
上派頒 弐拾弐入 代 五/九百凹十八文
下旅取 捨三人 代 三/三百七十八丈
直 弘 弐拾三人 代 四/三百出十八文
但 八人 U_当百文
十正人 百八十文
丁場払 六人 代 九宙七捨凶支
給四見六百七十岨文
外 に六人斗卸台所方Z)内
郷宇賄い
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垂細別帳に付官有之為に略す｡
御人数′七拾人
外忙御判瑚人足
御用意人足共
｢新二膳
弐稔四パ 酒 蔵
J二 惰
合Ti尖払
九十凹人
荒 尾 敬 河 棟 下小原影行尾脚三郎
十人
H 上 九人 代弐′四百三十二支
H 下 一一人 代弐百五十八丈
′弐′六百九十文
H 卸茶代弐百疋 献上 石井茶 釜上候
外に御台所三人称 内層人 宿割 .無料入レ
弐人
御家臣
居石徳左術門梯 上下八人 永田屋快治
十五人
目 上 三人 代 八百二十二文
H 下 IfL^ 代 誓 悪 文
H LF 敬七人 代 -/百三十六文
/≡/四百凹拾八文
潮差出三百文下サJt･
御用人服部様 鴨居屋 弥富
七人
(以下省略 )
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石器
上腕拍 百七十一人
宿料四十六耳二百九十二支
下廉価 四百十一人
宿料八十tl九百五十八文
丁 槻 五百六十七人
宿料九十二見八十文
卸本陣直弘二十三人
宿料四Er三百扮十八文
/千七百七十二人
弧鴨 /二十七疋
宿料十三封九百三十二文
御伝馬 /三十九疋
宿料二十五/三百五十文
/二百六十二貰九百七十二文
代金 IJ_q十⊥両
鎖五百七十二文
外二御福料御手当有之
御茶代
尤御地差出 .駒瀞機 転と分も布之可心碑
(有元本陣文番 )
以上が宿割帳D内容･T)一部であるが ,最後vc紹介した等の部分で大体の宿泊人数 .受用などZ)
見当もつけられるO次にその松平相投守の宿泊模様を教科に上1て追ってみよう.
虜永五年壬子閏二月十四日夕 ,因伯御太守松平相模棟 ,而御泊被為仰付 ,当駅辻堂小河共勅
談之上 一御楕相勅御殿梯其外御-統棟御機鉢よく何部も無之一同大屋仕儀軒御座候.委汲む附
月願 認メ有之候 ,木戸枝也御入被遊候五郎丸梯被仰御者殿様 .今般松平相模守棟恥女御入被遊
倣 ,御年十六才二被為成候由凍b申倣 . 献上 玉子五十
石井茶
迫々者--品-致シ可申旨簡仰出催 .当年都 白J而之萌,-付相助t･申倣,右二付金首疋頂舷仕儀 ,
御宿ゐ弥手当1 .
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銀五枚披為下盤頂戴仕恢 ･井上御本PlJ'･ハ飼日見被為仰付雛市布 二重存仮】
右和泊之働 ,御通勢御人数家散文外逸 別々凝 帳面認ノ有之侯 .僻泊二村雨晴へ為御手当斜,J]拾
両社為下僚柄二割渡村内'lcも少々宛配当敦中食 .右蛸捨両之金子御本陣-者少しも頂戴不在 .
両駅小河川西-艶 一割渡申俵)｣
上記の文は ･嘉永五年即日候過行郡等のものであるが ,内容は松平相模守の一行の宿を,古町
と小河 (辻重柄 )の宿代･-&者が熟談してつとめ ,その役を無申yE果たしたことを大事びしたと
したため 一十六才の若殿様に玉子五十 と茶を献上して金百疋をもらったとしていろ07tた宿の
手当として ,銀五枚を頂搬し.更vc拝顔の架忙浴したことを誇 bvC思っているO-行の過勢な
ど朋 り紙にひかえている.古町桝と辻堂小河柄へ手当金日給両頂成'し ,各梢に'.fU渡し.村伽こ
少 宛々配当した｡その四十両は本陣は少しも頂敗していないとしるされている｡
次作･%'･永六年因州家老過行のむ料を峨せてみる.
｢窟 永六年九月七日夕 .因小目御番勤 口座丹下細 二戸攻へ御登 .当家へ御私 相成｡先例之通御
株税額祢陣御泊 ･,者頂礼 Tf仕候.六拾人之通勢二凱座恢O当家-拾八人御泊 り,其余下招凹軒
二両相勅申候o (布元家文む ) ｣
これはk-&永六年九月七日夕K.因州家老加藤丹下が江戸衣への途中 .古町の本陣へ拾八人(白
').残bLZj者は下祈凶軒に泊った｡総勢六十人であった｡先例の通力御旅組,不.軒書三1少は血 く
ものを芸文しっていない｡としるしているO
次yC寮永六年因州侯参勤途上小原宿で宿町の氏神に参拝している.すなわち富永六発n年春
三月八日因州侯江戸表-称参勧御交代御東上之勘 ,常之通り御本陣二筋着為遊 '当地氏神明日
富山王宮 へ牌 旨被成 ,金弐百疋御車進 .一路朋平安 .御上首尾御帰城 ,武迎長久 .話中円満
之御祈耐御申附 二相成･J.社勢三星神主-御賜物有之 .皿年 御々祭礼え節Tlrf白ハ併進納之旨御
イ他 サレ候 ,今年従江戸城往来本P梱 伯 ･)被成W Tニハ必メ直二御参吾旨.叉ハ代参故成俵中 二
相成面白之至 LJ恢也｡ (宥元本雑文む )
参勤交代で江戸へ登7,途中 ,小原宿の氏神vL'番菅旨L,金弐百疋奇癖進されて ,道中の燕串安寮
武迎長久 .謙串が円満vcゆくよう神主刷偽物を与えて祈伸させているO更 に この御参詣が参勤
往来の折には.必ず氏神を11:としIL一行なわれる上う忙なったことを大いVE諮少Vこして柄側でV,i
記録している｡
次に伽11侯の産休れ蝿=-S終了して油行したとの報皆の坊料を:紹介してみる｡
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日計トl侯が魅休みされたこと智者び ,御買1げの晶はじめすべての払いZ)方が鞘b′たく済み .失
念の物や紛失品もなく,機嫌 よく発鞄された旨をEJ州債の役人vC対し認めている｡双方後に残
る閉魔のをいことを証明する一札である｡
次に手当金忙幽する菅科であるが .f記や料は宿泊の日が決定する7tで下げ渡された下宿御
手当金門間竜歩弐朱を預ると云 うことIJ=T,川西村の役人代理が盲町村の布施 陣に通告したもの
である｡
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覚- 金四両i昌歩弐朱也
此札弐百九拾弐匁弐分五度
右省此度従
Bj･Jll様御下渡被為rFl暦候下府御手当金之内御宿 り御定日相棒 ･)仮題鮭二預 L)申候
以上
Elf永五年
千二月九日
jll西村
役人
不参 二附
古 町 村 御 本 陣 作右工門代印 (つ
大 庄 屋 断
(有元本鞄文花 )
その他軒料には .酬+t保か止宿仰付けたVこもかかわらず ,数日延 日TJ上準備不用と在ったLO
で,辻堂 ,古町宿の問屋･年寄 ･庄屋 ･-本陣か迎-Bして補促誠求した口上蓄 とか .因州侯よ
9八拾軒のつもDで下し威かれた手当金凹捨両凸うち.御足目上b十 日以前t,E済んだなら,
その');'lj合分たけ返金すると言う題永五年の関屋･庄畠などLD連署した御請苔 とか .同時t,ト一
軒につき弐歩宛のつもi)で八拾軒分仰一十両下し接された幻で貧駅ではあるが万事不都合のな
い1う大切vc勤めると言うことを辻堂宿 .古町咽2)庄屋 ･閉尿･年寄などの連署した口上宙
があるが .ここでは省 くことLA=する｡
1+夷は盲即柏の不陣屋敬であ
る有充Idを掘ってものである｡
苗 町 不陣 屋 鼎
(和元 )
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土浦洋札の有元家の手札
(･コ)坂根猶 における休憩
坂棉得は盲町棉zL)上うに,大名が宿lr)する場所で忙なくて ,道中に休憩する場所 とし
て存在していたのである｡これは大名等忙関するPE.Dのことで ,一般には宿場町 として
認 めらilるO幣料として次にあげるのは掛 目侵蝕卿 腹板帝7;C通行したことを坂恨庄屋が
届けたものであるO
すなわち坂根の庄屋字兵術が小原駅の大庄監忙
托した‡.tで ,内容虻田州債が幼旅よく今当駅を
拘行されたと言うもので獲)るo
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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志戸坂峠山頂より坂根部落
_ 58- 'J:aのぞむ
左 大-第iEi,右L)l祁'T4J.L 志F･-･t､u/;のJ;卜 li,守-1A.( 二r L･.H ILl-(り)き√1)Zはl戊
岬でUJl._I).1'が 哉I_･j I ㌔7/,
坂根部落の人打 ,ZI戸時代 上9ほとん～鹿井7d:せず旅人佃手e)化!;tを専らとして ,明治Kを っ
てかr,も人))車 VEけなひき,後押 しをつけて志戸坂峠 までひきあける仕串などもあ9,そのGJl
金打一回六～八銭であ1たと言うことであるo
Ej 鳥取 ⊥9,古町宿に至る迄6･〕駄袋 ,人足11次yこ馬術から古町緒までの駄lLI-,及び^足1紬
軒fH/r⊥･1て追ってみる と,
｢成八月
人馬駄ii帳
卜i 三百六拾文 人足三人
H 弐百文 軽尻馬一疋
右者鳥取 ⊥り用ケ瀬迄 :L'骨 リ問
戊八月鳥取 旦空｣旦
H 百三拾弐文 麿尻馬一疋
H 百九拾五文 人足三人
右老用ケ席上9智東宿
八月二 日㊥ ろ
H 百三拾弐文 軽尻馬壱疋
H 百四拾四文 人足弐人
毛者智頭従腕輪迄
八月二 日
-f 三 ;I
- 59-
H 日給八文 凝尻馬宅疋
H 五拾六文 人足弐人
右者酌婦従坂根迄
八月二 日.問屋 ¢ 】
小原駅
御頑串
有元八右工門｣
(渡 辺 省 三 )
東3新 た た ら 生 産
は じ め に
in.束倉村の腫史を,論ずる時 ,日本古火V,製鉄法f=りし砂鉄処麦:VEよるたたら吹舞鉄菜をnか
しで論ずる:枇 不可能といっても過言ではあ,7,まvb なぜなら,鈍山葵が成立する均台 ,砂鉄
の採取をめぐ1て,山林の確保をめぐ.,て,あるい仏米()掘保をめぐって ,魂の版絡むめぐ1
て釣山師と村方と藤 と癌人 とvlったあらゆる傍線の人たちがそれぞれの利益を禍 ようとして触
雑な脱係を展開するからであbbそれ故 たたら吹の歴史をみることは ,爾 来倉村の歴史7=dl･みて
V,くことと変 9なvlo
さて ,この輩で私は西粟倉村のどこでどq)よう忙して鉄が生産されたC')かO でたその鉄を生
産したのは一体だれなのだろうかOそ して ,できあがっ･k鉄は誰の手打よってどこ-適だ九九
那 )だろうかとV,った点を明 らかに してV,きたV,と思うo史料の制約と,私の勉強不足とでそ
の間魅打つV'て充分な結果がでT3:か-,たの比残念であるが ,今後の研究の-助 とTz九は幸V,で
ある｡
研究方法としては ,㈱さとb調査 ,現地JB重 ,史料解釈 ,文献を統むなどいろV,ろな方法を
つかって問題灯7プr7-チLlうと試みたO脚きとり調査Vrあたっては ,中島吉男氏 ,矢代枚
楕如実 ,河野亀氏 ,岩倉寺の和尚各氏vr御迷惑をおかけし,現地調査(･'eあたっては萩原音大畑
氏vr大変か世話灯な1lc.Oまた ,明治時代の文8呑気持ちよくみせてくfiさ-た大戚町舌町の
田中氏打kJbより厚 くお礼を申しとげますO文献 としては,｢英四郎史考｣,｢北条県史｣｢
中国山脈の鉄｣｢8本科学古典全,B｣などを参考 とした｡
1. たたら吹-製鉄菓既観
私たちが中国山脈を妙ハたり.見た17する侍 ,その山地がみJうVE不 自然Iで削 られてvlた
D,禿げ山が多vlとい うこと打気づくであろうOそ してまた谷閲や道路vr鉄建のころがって
V'たのを見た人もV'るだろうOこれはその地でたたら吹製鉄燕が行われていたという証lこ他
ならなvlo中国山脈を背骨とするところの中国地方は ,日本vrかV,て古来よi)鉄の産地とし
て有名であった｡八岐大蛇の伝脱金屋子信仰の伝凍 ,日本刀の原料である和銅の産出一一･こ
れらはすべて中国地方が生みだしたものなの･tあるO岩跡鉱の産出が乏 しくその処理技術の
発遷 してV'なかった日本vrかV'て ,明治の中頃までこのたたら吹総額行せられ ,明治 22-
25年頃を鳳魚として逐次衷過し,大正 12Vこ姓全く姿を消している｡
このたたら吹仕 ,砂鉄rcよる製鉄法のことだが,吉備地方南部から始まったといわれる0
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そ して古代川山寄南部地号1l;がその確地であ(たか ,生蚤の増大打ともtfL･｢大任の木炭 奇襲
するところから中国山脈周辺.,/)山地zL-その宅地h･'移行 し.江戸時代では中国山味伺辺'Dほ
とんどの国々で行われたO伯者EI野郎,/)鉄肺TbirrL:仲が天明 4年 ( 1784)Vこ胡き讃,･し
た ｢鉄山必聾能瀬｣(鈍h秘む)vr叫主を直鉄扉 として ,播磨 ･但幣 ･畢作 ･跡 畠･伯背
･備中･肺後 ･出雲 ･出見･安裳の国々JtLT･あげている.向井義郎氏('lLtち打二戸-tf.!代の中国
地方7)鉄山穣行地け第 1闇のようであるO
岡山県の方5_.みてみると,先述 したよう忙たたら吹か吉備地方で発 したとvlわれ,岡山
県での産鉄の旺史け古vlo桐述の ｢鉄山必暫Bti句にも,｢鉄 の獲物ノ叫指中州 卜云訳｣とい
う項vr,
｢備中国書備ノ中LLJアリ,木之別席卜云J,jrカ則古跡 二テ ,今吉備山村 トテ,人ノ家居ノ兇
クルシキ古村7リ0---後略-･･-｣
とあ9,古今和歌集 在との枕詞として ｢夷がI･7ク｣というのをかT,せ もってみろなら
kE,古代vCたたら吹炎鉄力渦 山県の廃部で俊行されたこと五･物語ってV,るといえエうO
- ヨilr
そ して,古舶時代 ,辞令席代を通 じて中央-の鉄の供給帆J山削tIJ7-で奉一,えとi';え られるハ
しかし,八小龍束7tでのhLiHIL-灯しLJ似南部から,′1I掴],黄作 ,備後- とその供給源け塵1ていっ
たよF)であるOすなわT)和糾六年に発作･Z)国打できたが ,その和銅六年から数えて 17年 目の
型武天皇五年y_q月五日の続日本紀の粂vr
｢免二大廃兵鼠二部榊栄一易純鉄-｣
■
と招かれ,当時二部一年のJf栄が八百六十金石 あって山谷深岨灯 して迎愉vE促でなV,からとV'
う軌 kのことが記されてV,ち/I:その反動砂鉄から凍 I.,た鉄の生産の多大なることも物散るもの
であるOそC)他 ,癌懸 15年 (796)脇梢の国の調の鉄をやめ絹 ･糸 V7Tかえ ,同 2 4年
(805)焼後e)神石 ･姐司･EP努 ･恵解 ･世良 .三和 ･三次 ･三上の八部け山間の僻地で鉄
を採集するのVrよろしく,糞蚕をたすVE不便なDとて ,曲の糸vE代えて紺 .鉄を笥 させること
tでしたことが知 られるO
中世rL-けV,｢てもこFl大勢打か1つらず,｢庭訓佐 来｣忙諸国名産の-つ として干屋付近が主
産地であった備中の鉄をあけ,｢新枕郊緊往 来｣vt打,備中打｢剃刀 ･排繁多 し｣ と記してV'
るo これら付 .江戸時代昨けいると中歯山地Vr舶申 して操行 されることvr75:り祐末から明治時
代がも1とも盛んであったO岡山県vrも･いて文献 上からみて録も古い時代忙康行された鉄山付 ,
天和 7年 ( 162 1)に大庭部社村(硯 ･真庭郡湯原町杜)で狩屋九兵衛の経常による小割鍛
冶屋で孝つるOその後 ,元線隼田lVr生産性の南V,天秤櫛が発明され,-3た鉄の常磐が増大するvr
っjl,て鉄山築け-そ う盛んとな･,たO江戸時代vtかける鉢山の操行地は ,現在の高梁川･旭川
･吉井川の各川の上流地打点在 し,新見市 ･阿哲邸 ･其廃部 ･苫田郡 ･英田那Vこ偏在 していた
のであるO宗森英之氏に上る岡山県 の江戸時代鉄山分布図は'第 2図のようであるO
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ところで ,たたら吹の意味qrついていま少 し説明するならば,｢たたらとけ元来送風用の併
i.意味 し,鋳物や野鍛治など輔を使って作躯するもの全般を-さして用いた場合もあるが.砂鉄
典錬黄vrかいて特灯大 きfE独得の爺を使用 し,その意義 も大であったところから製鉄鐘のこと
を『たたら』と呼ひ,さらvCtq)製鉄法全休をさして『たたら喝 と称するようVEを-たO｣
(註 1)と向井義郎氏打規定しておられ ,これが通説となってLへるOたたら吹vcよる製鉄由寸,
枯土で集遺 した袈鉄鎖vc砂鉄 と木炭を交互K投入 し,鴨から絶えず風を送ることvcよ9I200ilk;
度以上の高温を保持 しつつ,砂鉄を熔親 して鍵や錦を製出し,さら作鉄を鍛冶屋で鍛錬 して錬
鉄とし,鋼鉄 ととも作市場VC送b出すまでの作美を行うものであb,これ'■製品が各種鉄器 ,
鹿具･鈎物 ･日本刀とたるのである｡
生産=橿什,(H砂鉄の採取 ,(2)砂鉄奇勝宙するのrL必要な椴 の生産 ,(3感 ,(4)鍛治の四つ
!て大別でき,各=程vr.多数の人夫を必要 とするから姓氏の副菜としてけ最適の働 き場所となっ
た｡ また.これらの工程を-Bf経営するか ,(3)-または-川のみを単独経常するか ,(31と(4)を併せ
経hu.'する場合とKよって鉄肺の鉄山経営Q)形態に毒が生 じたOさらVC,(=2)を村方が技師vc允
～･4-.h -､'-み
り込む場合もあ9,藩が直接経営 した場合も参った｡ このたたら吹で!ィ,｢砂鉄七里に木炭三
里｣ということわさか示すようLn:地を殻鑑す るための粂件 として,叔大隈 .砂鉄そらは七里 ,
木庚け三里以内から運べるところでないと駄賃毛とのコストの関係で採算フ二･とれないとされた｡
それ故 ,この産業で吋 ,付近の木を切9月 して木灰供給が困難Vとたれは ,他の館 を適地Ja.求
めて作非頓 を移転するという特性を持つことになったも■'である｡
2. 西粟倉村vEおけるたたら吹
U】現地調査
(AIほとんど力かそそがれ ,附きこみ調発けあまDやれなかった｡以下現地での調査i･報告
しよう｡
西粟倉村内の山々け移ヤ櫓の木でいっぱいの上うであるが ,その実禿げ山があった9,
不規則vE削9とられた山々が多いの({気っく｡ これけ鉄穴流乏･して砂鉄を採集したことを
物憩ってVlるO谷口集落をぬけ ,岩律原から大井新出の方vEむかって歩いていると,この
不 自然vr削 られた山･L一一秋穴跡一一一や残丘が目Kつ くD艶丘というのけ .地盤が旧くて
そこの部分7tlけ掘れなくて残った部分のことであるが .段の部落K打いる左手の山vrそれ
があった｡写央 lけそれであるOさらVC段の部落で打 ,木馬道のある山道7:dI少 し篭ったと
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ころて什流 しとみJBと思われる出が拭き,
その炎に′J､市vl平な磁所が:bり,鉄路が
多数発見された｡
写 耗Ⅰ 残丘と鉄穴跡
流しこ斗田■とたたら跡帆禽
jrT央m 段部謁のたたら跡Bu;i
ここから多数の鉄経が
みつかった｡
:冒+JlⅣ 折田や･`T字-エ9みた抜穴跡
～64- -7弄V 鉄 穴 跡
宗山先生VCよると,｢鮎跡｣とみてよいだろうとの中である｡ (写実uJを参照のこと)
その他新旭部落からみえる粍穴防げ写真 Ⅳ,Vのようである｡
領淳の発見されたところ打 ,この段部落の他K ,塩谷の桃谷とよばれる谷間vr多数発見
.一ヽJl
され ,大茅新田の永昌山丑山からも多数見つかった｡塩谷新田の深山というところLKか1,
永昌山狗LIJ:り古くから権行されf:_としへうたたら跡かある(註2)ということだけれども,
実地 (,打行ってみる串ができfzかった｡
桃谷K打 ,鉄経がどうrJろ してレ､ろだけでなく,平地かあD,鉄を吹hq跡I.･す歴然 とし
てか9,uJj袷の初期頃1.でやられたらしい｡ これ打 ,塩谷(･'住む矢代政猪知氏の祖父が ,
大保r)頃 (今から約 150- 1a0年Im)に,針金や釘 を作って大坂の方-光ろうと考え,
自分の家の舶vl)小川を利用して針金.上場をつ くD,桃谷(/t鮎をつ くったとし(ラ(証 5)か
らごくili正F'もU)である｡針金工場け他(,(谷口水落の中島豪 の経営する=場があったD こ
れらすべてをひっくるめて図vr示すと策 5図のようVL'たるO
rIe■rA･Tl+山◆■■1
大原西粟倉村でけ早くから鉄LLJ
業が盛んであったと思われるO と
.い)のも備前の兵略にいたJ怜光と
いう刀鍛冶が長芋三年 (t489)
に莫作大原庄て刀剣7:f銭えたこと
75% らわてかb(鼓 4)このこと
け ,大原西粟倉地方が古くから鉄
の産地 ⊥して有 名であったこと7L･
物語ってし(ると思われるOなせ四
葉介 (,CかLrlてたたら吹誕鉄がやら
れたL7)かモ考えてみると,吹(')∫
う触 潤 ･が.出いあたるOすオわち,鉄山蕪に下 可,/(71砂鉄/JLとれる地質 L極 ったとし･ゝうこ
>_I:,人炭の産 地 L･Lb,/-LL.I).～ I-((.r7_U特tC後者かtVJ立地 K人 きた役割 りJ;r放 し
てレ､ろo西粟倉村け現在 ,移 ,椅L/)産地 として仔名であるが ,かってけその移 ,栴V)坐.寿
でいたところに ,ふな ,なら,くぬぎ.L_し･つたホ膜を火道するの忙都合の良い木が無尽蔵
といって良レ鳩 ど多 くあったLTlである｡ このことがこの他の鉄山薬を盛んVこした大 きな紫
因であったOこの他考えられ る ことけ ,陣の兵牌 が古くから糾l｣兼el盛んを地であった
ことで参るO特rC宍粟部T種け ｢千粗鋼｣ LLて古くか[)有名であった｡宍業郡の鉄山打 ,
一 占5-
永昌山鉄山のすぐ近 くが千掛 目の上流地となっており,ここKけ天児屋･三宝 ･市谷 ･池
田.高経という各鉄山があった｡そ して,これら播州の鉄山師が早くから西粟倉村で鉄山
を開始 したのでけないかと思われるo
さて,西粟倉村Q坤 でとく最近- 明治の中頃- まで操行されてきた永昌山鉄山忙つ
いて述べていこう｡
tu)永昌山鉄山
(1) 砂鉄の保坂
永昌山鉄山vL'使われる砂鉄打どのようVCして採取されたのであろうかo
砂鉄打花梅岩の崩城 した老年期のヰ項 山脈中の土壌を堀 bくづ して,流水vt流し沈澱
か人(Lぐち
した砂鉄を採取するので ,その流口を鉄穴口といった｡それで砂鉄を採取する仕事を鉄
こがね
穴棟といったが ,薬老け砂鉄 を鉄砂 ,粉砂鉄 ,あるいは小鉄と呼んだ｡ この砂鉄'd:とる
方法打欽穴流と呼ばれ ,適常夜砂鉄を包含する山を見立てると,なるへ く南向きで急傾
斜をなし,しかも山頂K近い部分を選んで水路 (鉄穴井手 と呼ぶ)を設け ,この水路vt
水流を導いた.その後水流Vこ沿 う山の斜面の土 を銃尺師と呼ばれる人々がつるけして下
方から堀少崩 して水流へ土恥を落していくのであるO姫川 落された土砂打 ,けげしい勢
で流されて^き,やがてL地 K到達 し.さらvt次々と階段上K設け られた大池 ,中也 卜
乙租 とい う地 を版に通過する｡その間軽い土砂け傍の排水路vt放出され.盈い鉄砂のみ
池の底ve沈澱する｡ これをさらに人夫などの幸作よb砂鉄の純度を南め,この純度の高
くなった砂鉄%.すくいあげて鉦vt遵んだのであるo
このような方法によったから,先述 したように,西粟倉村の山々が不自然Vこけずられ
てし､るのであるC.
ところで ,永島山鉄山相鉄を吹 くの忙必要な鉄穴場をいくつぐらい持っていたのであろ
うかo史料vrよると6ヶ所 ,20.70 0坪を持っていた｡明治8年 ,永昌山鉄山の磯主
であった木曽青太郎が経営に困b鉄山を鳥額梶田師団邑美都の河野庄進という人yE_光波
してかD,その中vE次の とう夜記碑がみえる｡
売 渡 冨正 切 之 却
北鼎県管下
実作国書野郎大芳村
同国何部中谷村
事 大 トウ 弐千五百坪
字 下 乗 四千八百坪 合計砂軸 弐万零七百坪
字 シ ル谷 三千坪
字三 曽木 弐千弐酉坪
字 新 田 四千坪
字 タイ海 リ 四千弐百坪
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工部 卿 伊 鯨 博 文 殿 仮杭 か .年六 地
(大 原 町 古FT円 中家 文 .呼)
(I-1i a:i)
文･仲 の中谷付出電艶弁付にある打呂でもふOが,大茅け化け五ヶ所の鉄穴甥があったこと
が'1脚 ふO この:;r,'k穴]増を作る婚I 的山師打そU,土地叫ヰ主Kj易昧代を-払われご′たら夜かつ?t.
≡己
一合 三円也 1Lq_L新EEl鉄穴湖取代
円 訳
此度竜的JL十拙
柏 竣 ･帥 Jt十紐 姫ヰ十一月払
長引,L'2叫丘十収 壱円il-.十九-鋲犬上リ払
右之iB今般膚雌屯楓盛上省l巧山休泉迄双方鳥で黒之頒可致虜但抑義之J797瀞,i軌 り軸圧シ旧田
地之過ニV,･たし返却町中候ね共確定斡益出し慣処依而如件
明 治 7 年
間 八 月 日
衣 ,i:-jJ 山 竣 人
木 曽 ilt 太 郎 唾
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伺 支 配 人
竹 内 源 八 郎 団
地 主
■▲
篠 原 常 道 殿
東 粟 倉 村 大 茅 付
〔項 原 音 太 郎 氏 丈応 )
大茅新田の筏原音太RJ5氏の家CJ前方 にrDる山 化け, 鉄穴井手が今も妨ってL.9,その落口
(い空相化なっているが )の跡が葬っていふO
扶穴陳をするのvC艮レ･山 が他付抄劫合化け付UJ代講 者がそのfTと議定tg:を賛 Lていふ｡
Ei!己
水淑井虜魂議定為敬膚､1.t付之車
掌進谷 奥免平 治
､ 谷水一切 宮 崎 凍 平 鮭
但 シ
井戚共 永畠山 滅 入 戯共
附 リ井筋上ゲ下ゲ〇二而廟直シ
万一井姉上ケ下ケ綻共水滴虜
井手着せ妨二町収JL,邸
右者英 側相方鉄山LtiO 入用之山二面今般脚光娘破成疾二付け申立会租康之上一同納得仕綻然
ル上着奨ノ酉十一月相程メ束○亥ノ十二月嬢迄合札拾円二相定其円-氏雌繍勝手次窮水軌由L
t･1-嫉舷候
〔後 崎 )
明 治 六 年
契 , 西 十 一 月
因 州 管頚部帥海 宿
首 鮎代 世話 人
⑳
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作 ･川 音 野 郡
大 茅 付
宮 崎 羨 平 澱
同 郡 同 村
竹 内 源 八 郎 殿
百姓代
横 山 源 五 郎 紐
百姓代
小 林 浪 治 郎 ㊥
付朋掛 9
標 本 忠 平 倒
1
(大 原 町 古町 印 中座 文 J‡ )
上U;己のような議定il.r軸 l才〕I-てその鹿砦を札 井手敷李は その付に支払っ7to
鉄穴軌 了多くの協合,lB民が舶 削勺vtやってL,たO永呂山の場合は,抜穴の所柳 純 鉄山師
が持ってち'り,塊民が姓掬期に鉄穴場で働いて甘食を叫でいたものと思わ11/-_,｡ところが･),rJ冶
十申如 なると･挟大口鉄山師が全件タッチ しないとしへう形がみられふOす,TEわ7.i, 鉄山師打
鉄穴場を人に請負わせてとれた砂鉄のみ月っで吹いたのであるO明治十年の ｢鉄砂売払.1g･_二人
焚収調嫌 差々引帳｣(大尉 ｢古町田中家文滞)に上ると'kの上うIkL･.leがみえ為｡
鉄 L)A,売 渡訳
~二 千五首 歓 中江山へ売哩シ
十日 替
此代 弐 百拾 円
円 六拾 円 入
U 廿 八 円 入
〃 廿 八 円 入
〆 九十 四 円 不 足
~て 弐 千 駄
此代 弐 百 円
此 升近 々之 内 入 定 ./
同断二死度 シ
十〇播
内 五 拾 円 入 金
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l･
〆 百五拾円
十二月什日よ9十月三日竜メ証券入
こ 弐千駄 布額山二,R波 シ
十二昏
此代 弐百四拾円
内 拾円 入金
内 大給円拾弐鎖 入
内 六Lq六践四度 入
五捨円 此升近 之々円入撞 メ
布矧LJ打壊畠山釧iJのまたg)名の呼び名であふ｡甲.ZrlLJというのがjilL谷Kめる怨跡の跡山名
であったろうと取1つT7ふ. こ0'L)両税 LlK大m町市町のB]甲虜三雌,ltl町の不田脂兵術と,千坂
;乞之･払vJ三人が鵜･可出riで金を出 L合い訣穴をJ7:て鉄砂 態だ9こんたむでああC こtlら三人灯,
Jid山江山の侠主でもあり,そaL,f{!t?とLて,できた烈S_托 jltJl受け.方々忙売捌いたもむと
FI.っf7ふ｡
宮崎 戊平というCL)打村民 (J>そ らく維民であったと甲われる)であったから,当i}jtr=打b-Hと
いったようか珍でわ77TTた鉄穴稗 も, 糾LJEj7.'のモ'T,乍の身体Vr-よって,有刀-,なでト年勧 ;批R:稗 を
I.:;JiってL-まうとV,う粍娼 vcなったaJでめろ うo Lか L, 銑穴朗打や打D値民が良は削りは 利鳩
したhC預 ぎの%Lであ少,山間のjC-,血の後の,-L=qVl,L護作物の収雑の少ないぬ民たちi▲〔とって鉄大
手如 LEyt早天の仙仁あたるものごあったとIJlえる｡ところが, この鉄穴矧ち 土偶を水に流 し
Iコ1:して紗頭をlPt似させる-のであるから,当欄 水が赤鵜bvEたる｡それで下流地方か ら釣JJ
トで如寸の虎鮫が常vTLおこった｡下流からの杭ふ っ他山は,rul川vl･酢分 を含んでいるから水田
む軒 乍vt彼岸を与 える｡また軟桶水化なら夜へ 紗が鵜印 してrFl水路がふさがるQ川舟が虚 ら
化くなったなどであるC 文化二年のd己栽奇みると
兵田叩作東町曝生
道 借家 文 .耳
/F恐 以 J附孝戚上演郡
1 生野珊代官所青野=%大芳村字大茅山戚オト内二面多仙 紗砂州稗之,農 古来之凄茂有2. 来 ル
ポ リ午迄五ヶ年之｢糊曲逆上滅入L･IE]余差上相襟度旨右脚iL･市へ噴出轟音細雌廠付,当軌RJL一婦
ヨリ川腐吋 止々抑′(-)削 喉L感為 拡之,(兵滋仕旗処 鉄砂用流涙病者川妬何々古畑渋仕疾二付
'F恐左-1m敬重中上健
一⊥70･ー
ヽ
t 当川筋之俵者平地二両地建之打方多 ク脚払底二付 土砂他 流侯1%者自然 卜川嘩 ･)湖水海産
御田地-流込御用亡多出来仕俵蘇者暦前之戚=細摩滅 勿腐川筋御朋 水杵礁多御嬢佐相-秩
水御田地江入,榔 乍者不及中二麦作等遥不出束二罷成左候て-下地困窮之百姓作毛出来妨 リ
猶々貧窮弥増二能成欺ケ背教供奉存仮
t 当国二両辞西川甲川舟者柳城米等-八拾俵九拾仏和下ケ虐待共. 当川筋之嘘老妻而水少々
漸 々川頼砺付戎者･77･剛 簸懸グ称仕帆両脚城米丘大治飯 ならて-概下r雌仕 満水之跡 ヒ拾
1先任も乍下ケ仕疾仕合.=郷髄疾,安々川風人足で故多相層 l)舟蹄堀 付鮫は共遥 々石称転出テ
福々破舟仕媒 比上純砂yJ流仮 両者川水滴僚出戊石浅栃等滅相/ji')能成怯,a,レへか程大 tJ)-
仕威而 も石上へ乗櫛ヶ候得者船底ヲ号rJ破 船 付 像 法者眼前之鵜-御座健 脚成米新米等出来
仕 冊常仕倦瀬耗組付 口 L々ZI'徴1LD付鮮細 川肪和 し1削 J方付与蓬右折米過半榔 喋り井上波長
諸人補等IFJ長仕甚腰渋仕候 勿論卦 m静軒之Fl二者船稼 付 保 もの多,榊朴 軒坤一統柳城米
桝=I下グ之頓仰紳n仕旗而私 宅卿鳩仙腎を･嘩(11順 接仕 鋸碍共 ･釘-･砂的lJifJll水締 り候而苛
税川之上場 f々lj荷相法LT'々 舟方仕当テ引合下郎 勿論嗣朝的rjT;当之虎借欄下ケ疾嘘凋司倭二
吋,tLj.gl;ト舟軟軌ヒ叫申/王威.両者万物漣速不滞二舵柁川掛寸トT:及申山方炎一統般離任 猶
又価絹樹脂支 二相成 倣 炭苗恐多瑛二拳仔痛
t 当川筋之1,/i-飲水7F牛馬潜水二川水 ヲ拙榊IL,;打方放多F脚酪昧 其外債道人相 庵等川水ヲ
欄用 燥 故 ･川上 ミニ而鉄砂相沢低 価冷水TIEl),,iニ放水万物之遥二相収甚感触仕儀
;nT.l-之AJr傾 け々蝋 竺多細胞膜 碓二元穐F甲;1比 右両穣仕仮払FIT々 姥1735之感触 伸 上峡
而胤Lミ店申庚段承伝床 井 政孝保年中二青野耶下町細支配所之飢戚出候者 御 L7Fft仮 二付川'j%
下す々 姐 良之雌動感中上仙 ヒミ申候 嫡又安永九年礁対鹿守様帥迫り所之節右大芽山脚林Jt_,円-
rn肺 横流之非鉄砂検仕度段大数小郡屠所石工門 卜申者寂出石於抑 貨所こけや故障有照仰札之
節 前文之地毛鰍長之触棚 中上'a;-処相IL-_ミ居酌怯 ,)T院其'r41両鑑流水 扶6Ii,仕度飽配付涙もの御
座候碍二ir:'川筋,･村々右篠御願岬Jr.候処 御珊群之上相止 :-居中倣
前菜難渋之始末伽願 Rl上候程之嶋二紳盛 他 1li者仮 会剛 史簡郎 t下ケ殻為下仮而筏地 底敷
相成俵得者民徳無脚座難渋仕儀 尤軌 ヒ陳qu速筋二相抱 ')候俵彼是故障ケ間数中上候段李而恐
多儀-轟存恢村井,tうi7丈何 々挫折之始末牧神惟 文.軌 Ll鉄郎両様之儀相止 ミ候様生野森御懸会
破鵜成下牒雑破上候 右碩之通御許等被成下碇Jl-川簡 非山方舟方共一統相続化准有仕 分と奉
存候 依之乍恐逓EP .以 井付倒歓申車上俵 以 上
この晦 平野付,平田吋な ど英悶=fWの何々六Jr汀, 淑郡 吋,位EtI村な ど腺熱郡何々九ケロの
名 と庄盛の連ElJがある0時は文化二年 丑十二月となってお 力,一臥 野†畑役所vrとの薪状ltだされ
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てハろ｡ この結果 どうなったか史料 がないのてはっきりしないが,鉄山傑ぎは領主にとっても,
またそれを扱う蔵人にとっても,その他方の曲民vCとっても非常vC利益が●あったので, このよ
うな訴が あっても,鉄穴稜の時季･k射雌するとか,殊大政を減B,すか忙上って解決されてV'るo
そして,あいかわ らず軌LJ稼ぎは掛 すられてVlくのである. しか し､ 明治の中卿 こなると, 終
山葵が不振になってくるという影坪 もあってか,西果合吋で拭,下流の町々(大原町の古町 ･
下町 ,下庄 ,赤地など?村々)の人たちが 濁 水に剛 ,つし-tYrけ対句 して扶山を買収 して鉄■
山を朗山させたという結果がでてVl_る(鼓 5)明治 20年代の朱であるo
このように節句流は上流 と下流との間に大 きな側音i糠 を含んだか.t韓行されたので参る｡
121 木炭の生産
感の作美 も押絵峯も木梶が縛られるところしか も10年 ～ 15年 くらV,はその山で抑山菜
のできるところに_1地 した｡朝で拒大辻の木疑念使 うからであるO絹で一代に使 F)木鍵は沓
'由5千～ 4千ffで年間2O- 50hi‡智墳 している｡ このほかに盟 を築 く時,乾燥桶伏木を
一千は位づつ.質してvlるため草々切b払われる山林立木比地大な政1-VC上ったので あるO
永畠山軌Uでは, 55ヶ所の庚馳渇をもってvlたことが更科によって,切られる｡ (註 6)
この炭馳射て ,山子を使って炭を境いたがこの山子を ｢大釜使い｣と淋 し･釜太とIv'う姓を
もった者がそhK当ったと思われる｡ この55ヶ所O渡橋き跡を土地の人けT大釜あと｣と
呼んでいる.i&･胎K使う ｢小炭｣も山千が掛 -.たらしいが ･良民 も焼いてけ族山に先bこん
でお9その臣も多頼vTL上ったと思わfLる｡そ してこの炭軽の労働預金と同時 rL三一番治fiへの
炭の連破 とい)駄Iri一針 鳩 民の生糸の-つとして盃貸な意味を持っf=のであるo
t31 敬 弔治虚
さて,鉄穴折による砂鉄の権亀 木炭の確保とV,う盛瓦条件が軽 )と執U的1は爪,鍛冶虚
を作り,相方や領主を どとV,ろV,ろな盛定跡をとi)かわすOまた明治托なってからに役所に
戚出て許町奇相なけ州-Lならなかった.
奉敬 上諦 負 律 孝大 療 治 虐 之可f
屑 十 四 区 吉野 郡大草 村
-て 助 壱 ヶ 所
I
~二 大 鍛 冶 埴二 軒
右純色稜御採梢被淘成下疲禍者国益上下郎為筋嫌有仕合二番序庚仙骨林円TFlF民持林共杉櫓之
･'/t鞘J- 而是枚古朽括 り木二相成居候分迄触E;之値段二両咲桐木二相成句申旦土地柄等幽二付
与寄留甲殺=R不出来時分鵬大境櫛 荷物逓送tir持喝 女-稚な以碇打鉄包炭編ミ等仕旺英二近
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傍韓民為巌目前不少湛三付故紳之妨少も畑御座地顔行届候間格別之御背者を以右舶之,由御採用
破為 下線候得-難有仕今春存帳 以 上
蔚 十 itqLr 吉 野 郡 甲 谷 村
.請 負 稜 人
萌 治六 年 丙二 月廿五 日
木 曽 膏 太 郎
同 区同 郡 大井 柑
百姓惣 代
官 崎 定 石 僻 門
右 頗 之 通 相 違 撫 掛 雌 涙 以 上
大草 け副 戸 長
大 綿 実 治 郎
戸 長
涌 元 怖 助
北森 煉参 宰 相辺 r砧照 般 (大原町古町EiH 複 文.rI)
許可%1与ると割鍬l傑 喝i.雄てたのであるカも 作菓協の経物は製鉄LIJ･i鳩 を中心に してその
/T-1右vTL大林 を据え, 崩粥TrC砂巧 木乾 粘土冊現 >よひ吋下｣三汀 の労働者,D簡単夜休叙事
をもったOこ叫針ft粍pjf-1'こ当 る元小Iiがあb, これを甲心に蝕 や鋲池 そr;O他 の付席設備 と,
さんr(い
労働者住宅である下小産が遊んでV,たD これ らL･体が矢来等で囲まれ,そqj国威円を仙 勺と
呼んで打方か ら偏艇され,特殊た地域石:修JlFしてvlたのであるo
塊 の立地薙件 として灯まず良'Eの砂鉄を留と:比津Liかつ風 乾 校などの生い茂る深山
に近いことpi･FP,-とし,次vC奴が'1,く逓送餅urrT-f鮒 Jで,駄 FIz市境金安 く,米が盤缶かつ安
納vr-入手でき, また吋の乱造L,:一贋する粘土の手忙入 りをいところを理想 としたが,湿気′少く
て排水の値が エVけ汽 水慣bのよい谷ば-/,+fたけ長流IJkのほ とDの小塙 しところならよいと
され, Ti九:-柵 .する鉄幹;Lどの奴哩に虞利のiいところが選ばれて●いるO
さて,永呂山秋山の山内の掛拝 設備,規神,大 きさをみてみると I
lI 北菜腺下葉作風吉野那大井F寸 .
>t.
永昌山鉄堀機 六ケr*
此伯区弐万窄七百坪
工郡殉伊俺博文巌堀券之油
･- 75--
~｢ 同 番 地 七ヶ 所
一二 純坑場水車切抜壱万三千間余 .
--I JR焼IA 三拾五ヶ所
｢ 稼渚機械天秤次子 金策槌類金軟炭蛎牧人
諸道具鉄柵職人措道具
元場道具総而穣道具不残
~て 山林敷柑境円方凡七拾丁
佃官林ヲ徐ク井外
字下東 字マカリ 字上東 字シル 字三曽木
来者播.#国西河内岐南冶栄作凶雨蛙 b墳西者因幡国的榊b付噴北者因幡国吉川村境
L-: 鈍L ･fi
但別紙改娼欄疏
｢ 製鉄pjF 増ヶ所
但(｣｣円故地馳家共別紙紬東面之血
-二 組鵬 膏ヶ所
~て 鍛治域 三ヶ所
~て 元 域 ′畠ケ19f
但 元切付諸道具家財諸道典後見 日絹物
不戎別紙改TFIR相添
｢ 土 故
~こ 水 車 Igヶ所
~｢ 東尾尾 管ヶ所
~二 院納瞳 管ヶ所
｢ 山門人員小繋不残
~｢ (後 略 )
(明治 8年 ｢譲 り渡正L,rf之坪｣より 田甲家文,Lr)
とrなっておりこれvT-,tると,純iJは,宮林奇蹟V,て,村有林などのLLJ,五山含有 L. その面
fJ'Ilrl約 70丁(6DT= 1里 )てあったQ 腔臓としてq 砂鉄奇相釦する地場 (製鉄所)が
1ヶ 所,大鍛冶屋三軒 (註 明治8年の売渡証JfvEよれば二軒とたってか 9, この譲 b度証
･iF･'の三郎のFq -LFtFは政から増設する予定たったらしvb Lか L.実硯はされなかったらし
･--7<-
く抑 毛の丈.q'カ､('みて騎冷感爪二郎で t･'つた⊥･､で:ト2､, )領斜･rr天粁吹子 を嘩っ['.よう
でa:,るO さら.rc,元t･Ll(現在のytF袴 かr-あf･為｡ )那-I-･,/ 明,'ft屯日 用 托 ｣]ち砕 くため
rJCrf]いた らLく.7tがb/)､損の ところ-そ車っ/-"T)とp-ゎれる｡ )那-ケ･汽 土成 (良伽
東風 守したり,石畑 二をV,れた り,またで きた卵割Ii.草 LJ･～州 -るの忙欄いられたとFLわれ
るG )小家が7-1り.咲柵か ;奉った,一榊 柵 の韓と1 りするとこうと甲わilる長F_Bは,一
家族が土間 と六分の二間に住んでいたということで ある ｡
この永呂山師山1,叩和 50年忙伊扶'7)考古少の欣授一近体榔 β氏が凋圧に きて.ならll
氏に上る節山跡の人体{)LtL'.Eを′JこきJLl{I父】idI人抑Frr占町のu]けりT;.,);もって:I,･ら,h;,のでこ
tl恕表示 すると.JT4flJの上う化をる｡
こ.11で/k'Jj‖Jil井川IJrLJgv-)人体 /)配船がわかるU
如97 71L古山 横 山vr･ qJ巾叫+tt...
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図で打 ,大鋸紙屋跡が-ヶ所で鍛栴喝が一 ヶ所jF_り舟レ､上うであるか ,道リ小屋 こい･-,那
か鉄塊膏打 ち砕 くところでをるから鎗冶鳩と呼んて㌧lたのでLliBろうO長屋跡付 ,労働者か額
とまりしたたけでT=くしヽろいろな貯或席もそq)中柁あったと思われるO
山内G')中で辿鉄作黄の中壕け鎚と維胎恩であったO鮎で赤目(山掛倒yL'産する花偽閃緑岩 ,
半托椀岩 e))肘ヒした砂鉄 )缶木灰-C僻離 して鉄を作る方法を鉄柵 ,東砂(山陰側lC多く,緊
要即巨樹馨からとれる砂鉄 )を使って榊を直牲敷浪する方法をう押 とし1ったO兜鉄門触cJ大
きさ抄も-r即で長さ8-9尺余,幅三尺余 ,高音5.4尺の長方形で臥壁け良質 の粘土で築 き内
部け IG')形を夜していたo鮎体打苗温保持の必要か ら湿気け禁物であったOそこで高殿を
庇塊Lかつ排水に俵をところに汲定すると,7tず第一作地底打あたる場所7=LF･地下 1〕尺-Y方
I:らいア)広さJT欄b下げて ,本末引 /巨i)沫畦恕行 う〔す食わち.湧水排出口を馳1るととも
･'-;一一Ⅵ .-●▲ 抑 ( 榊 )･I)
巧言'iⅦ il.t 跡 (TW ･))
K底や側面を石 ,砂利 ,枯土で薗めた )え約三
万HK上 る大塩の新市)を焚いて乾燥毒せ ,その
灰を欺き腐れてさらK粉炭などをたたきこみ ,
さらにこの両側ケ'E小舟 とい う排水乾燥用J)穴 を
掘って本床同嬢に焚き幽めるのであるO この作
木Ir一ケ月から三ケ月K及ぶE]数 をかけて,そ
れから払体Iを粘土で築造するのであったO永島
山鉄山好け ,このて三助が残っていた｡ (写真VI,
Ⅶ)
雅老け鴨充の朋間中 ,劉鉄か付近を略測 して
きたので ,これ作ついて述べてみるならば ,節
打 ,だ円形vE破壊 された部分のみの略則veよる
と,長径280｡7m,id径 19nc."A,帝京 12 5｡れ~C穴叫 ヒ側K打 ,また埋蔵きれた木沢が層
をなしてし､た.,これを図示すると,窮 5図ct)よ')であるO
■- ■l■-･.･-
rFd 4 {･打f)一句叶 q可
ーー - - -L一･ - ■d--二 三_ -一 一
- 7占-
丘舛架が溶融 されて5'kと葛i7)｡号で叫乍鵜を=.た針1'･Jt=.y･I;▲し1うO作避け, うヰ IL.Jr人,Vを嘱)'･_,
木p-という竹;A送風･'e咋よって胤を送1たo これIT.,.つて鉦 IF3日九･kも懸蛸させ ,Ll.占舶Ti･脚
LてLfJl･.鉄む淋細 巷せたO こV.棉使わかたvl'け人PTr^1一でSJつた｡
荘Ql'-q其け和銅虻.RI.7†(別 封 Ti安 来r行)内灘の′,I
Lriである｡中火a)触G】)i.う在 G')力持 で ,そ7)閃MJ
が大仰 フイゴで あるo
作業机 山P碑 蛸'H働者で9るLlrド,),k収 ,JRt焚
･grf一々 i:咋よって行われたO村 fTい ､う叫 .j徹也
i串に みたl7,作美仝舶 な指揮際軒 L,自ら砂鉄投
入社前とり,作輯由も~lJjO,,火加減 ,肺曲叫大破vL'
亀え-jl辞意 を払い,適t)J.t:処純7LL,砂鉄 ぐ･朋 uIJ婚入V)時 朗 ,は5_･見計い .その他 ,砂鉄･h
木掛 !)質V川今味 ,払.の築造 ,･*lの処理 とい う大切Tj役Elを狩 ってhfJ｡
砂鉄と木灰け交互ほ大作 20- 50分転化も叫 人軌-L'J.って鬼引L,lつつ投入73'れろ｡瑞的t･1
溶融 しやすい官‡の砂鉄を投入 し,.･.:熱6-高ま9忙応 してrlfl･脂やし,やがて頑J花 しかたh紗練
の投入 もけ しめるO不純物tt{-壁 卜一部l′⊂六%:あけて托 し出 して し-.iうO雛底(JL灯鉄塊が貯留さ
れる｡払内ケて残る砂鉄 をすべて儒元すれが-･代か終 ることKな17,くずれかかった虹の壁せ こ
わして虹の一:怒適ひ出すのであるo この 叶を冷やす方法で地Fr推入 して冷や･i･)Jは-LrI水釘 (也
欄 ),空冷する方法を火釘 (千政 一)と呼んだo永ALll鉄山け適 r)小犀が5.7JLt_=ころか ら/･lr･
川Il,の方法をと9 ,鞄で急冷さす火即 であ-,た｡仁一.を指 ㌣);如Jl芸.の西方約 152na)とこ･7)l.(
あhfjaTf･Lj/Ju)(て-'Jr石上)!(木がLLL､いLけ一,(そ ･')姿がみt一(くいか ,石打J)後かし､頚だlて残
1)JLjL形 5_--lEん JIかLtId'LL､7,日 ｢ ,))柵Ll韻 b幽托;jtJ-I,うi′L',たてJIJ7仇 aUcln,廊 m4nc7A
事J喝 !tt亀 【仝 1事叶 叫 J:F句碑
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('らし1 LlJt･､(:･つtlぷソ)'形 をTtしてか9,
内壁 .;A,JIL.';さけ常例 (77-穴X)の一番深い
ところで約 2m ,西側 (写束 Xl)では .
丸み-,frL.池 こ')J助J七秒で うず も1てお
杏,Ttた正式r=打か i)かたr(_'frいレ′)でTE
維7Ti:故 I:でけない.,古老QJ詰KJ:かげ ,
冷1-LThEれた_TC打 ,池 の水全部を排出毒せ
[俄 †(,ある人 きさげ割られて搬出す る
Jfが三をとった上古r)ことであるO
鉄L山(従¶す もものけ必ずたたら叫 中
r*･,乙金)せ丁鴫d^･㌘-,てい るが ,この企
虚7-神祁跡 と.摺.わjl乙=_木V･)杉 と鞄 と乱
L',付肘駒族(.I耶 6図の ようであるouむ
中心に約 2.im間隔Lかもー厄船上.に並
んでい る点が法目され るo たか ,こn膨
tn禾げ ,闇即が 2m55cmも串るとい う
大きなもので 参 1た｡
釦G')i.1っi)の 上r)-Tを今寸 と1兆･■乙ならt-lr,炉o･)｣L･.四約 tHWくrJ t ･J,拒鮭打 ,溜地に通
F'る/J(路 と,LIl,i)ゴL7,満が参 り,こU)距触 Bのな平作.)LIJ'll'/)･こま]'Z,部刀,i.･l･jY半端･ビ
q7句桝 rTJth･TJ517g'･七1で'#～
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平転であるところから,高殿であった
と思われ ろ｡
t:K適ばれ る砂鉄 を貯戒 したと思わ
れる跡と王までの距撒け約 5.6和のと
ころVIあD,その周辺の略池を第7図
で示 したoILJtgt.と滞他金屋子神 i･結ぶ直
勝と並んで賞 上1720耕 くらいのとこ
ろL,目す小川-/p'耽れ ,そ こKけ多並の鉄
津が発見されたo
池で冷やされた鉄塊付議 fJ/J､屋 (大
P4 1〆.)･74加 ･JO石4t･1･t
銅場 )-遅はれ ,水車で高くまきあげ
た大銅を落下させて舛塊を破砕 したo (この道9小屋 と地 までの陶係け第 8yこ示 したO )これ
を大鍛冶屋-送 9錬鉄としてから商品にしたのである｡ ここで作業Kあたる職人け加治 ,手樽
と呼ばれ る人であった._ ここで打 ,鉄塊 を-塊づつ小庚vr包みこんで ,輔で送風 し半熟状態Vこ
なったものを株 の上VCのせて槌 で反啓借錬 .脱酸 して ,鉄線 i･たたきだ して蝿 々の形状の錬
鉄にしあげたのである｡そ してこれを二束( 1駄 )で 21- 52打の速さとして送Dだ したの
であるo
以上が永島山鉄山にかいて鉄の生産ユ森 であるが ,ここのfEかで ,輔 をふんで送風する商号
(吹聴 )の仕布け ,長夜連続の束労働であD,しかも単調を仕中であったので ,志気を故斉 し,
眠気を防 ぐため香子歌 (たた ら歌 )を歌いつつ持んだo こJ)秋ナ;,井上伝十･朗氏(明治 6年 4
月生まれ )V(よってテ-プK吹 きこまれ ,現在西真倉村の教育委日金K保fj･'されていろ0 7亡か
永島山鉄山で灯輔を使って送風する役目の ｢吹差｣を ｢キサシ｣と呼んでいろ点他地域 上L)特
色があるO(証 7)ところで ,永島山紋JIJ(て住んでしへた職人けどのくらし､いたOr)であろ,)かo
tたどこか らきたのであろうか｡
(4) 鉄山労働者
l
茅村y:ある r寄留人姓名芸己北嶋から,三重鉄山か .r)の職人の数の一覧表を作成すると次 衣
のようになるO
鉄 山 寄 留 数
(明治9年 10月 1日一明拾 1山草9月5 0日)
男 女
村 下 茂 市 4 2 占 6
村 p 力 戒 5 5 8 7
下 o 新左エ門 5 5 8 7
〃 又右エ門 5 5 8 6
姓 〃 市 松 5 5 8 8
o ~吉 成 1 J 5 5
〃 久 四 郎 4 5 7 6
-合 計(7戸 ) 25 25 50 45
o 浜 昔 2 1 5 5
〃 伴 治 2 5 5 5
合 計(5戸 ) 占 7 15 ll
加治 加 治 六 三 郎 2 1 5 5
〃 武 威 さ 2 5
o 広 鹿 5
合 計(5戸 ) 7 6 15 15
塞i:+!姓 釜 本 貰 載 2 冒 4 5
〃 兵石工門 5 5 854 7
〝 祭 般 5 0 5
U 平 治 此 1 4
p 種 舌 4 2 6 '5上6
〝 他 蔵 2 0 2
/! 賓 就 1 5
/V 幸 太 郎 5 1 4 5
合 計 (lD戸 ) 24 18 42 40
辛 手 枕 幾 栽 1 口 1 1
0 番左エ門 1 -0 1 2
柏 〃 松 治 郎 1 05 1 1o 仁 就 2 7 7
l 合 計(4戸) 5 5 1n ll
合 計(27戸) 67 61 128 122
この兵庫県からきた職人の他に島根県因幡Lj;7第四大区小五区八束机若桜宿 275番地 よb船橋
耳六という名がみえる｡しかし,兵庫県以外の寄留人はその他にみあたらかへ これらの人は .
明治初年に始めて姓を称する時に,それぞれ専門の職種をもってつけたものと思われる｡す,flわ
ち釜本姓は木灰製造In:従事していた者 .村下姓紅組塊の溌任者 ,庚本姓は鎗場の木殿係 ,手槌姓
は鍔冶大工の補助者 .加治姓は鍛冶職VC従事していたものであろう｡
ところで三重山鉄山は兵庫僻千種村之内何日村三室山にあD･宇野正嘆氏によれkj:(注8)
t 明治6年(1769)-安永5年 (197り
2. 明治5年(1870)～明治9年(1876)
の二期の穣行と考えられ ,明治9年には うう戸か存在している｡ この明治9年1月調査の戸涛帝
によると.千種村之内河呂村三強 山 .平民工と記-Lil'九 .笠本姓;i,､1三戸.村下姓が9戸 .炭本姓
が4戸 ,手槌姓が4戸 .加治姓か5戸とfb,これ(,-:,西粟倉村永昌山鉄山に寄留した人数(初
表参照)と大休一致する｡ このことから結論をひき出すことは早計/た.と思われる-/);.明治9年三
重LJ鉄山が閉鎖されると同年 10月には西粟倉村永昌山鉄山に≡室山鉄山の敬人が大部分移動し
てかD .鉄山労働者はある鉄LIJが駄長引r_frると次の鉄1iJへ集団で移動する形態をとったものと
.tiLHつれる｡それ故山内者は特別な日でみられ結婚もたし1てい鉄山労働者との問に行われたようで
ある｡西粟倉村役場にあった .｢岡山県管轄栄作国許拾区戸籍簿｣(吉野郡大茅村)によると.
明治19年 12月14日兵庫県 .宍粟か
lTi'河内村百十滞エb転籍ス
兵伴県宍粟跳何呂村平民工
研左工門長女
明治十一年一月九日死亡
明治十一年七月十lI.白兵庫県
/t十匹番上貞敦窮四号信任
平民工
父為報 L
手 槌 平 三
弘代三17=･四月Lr六日生
凄 た け
嘉永二年五月1ヨ生
長弟 手 槌 若 太
明治九年十月廿日生
長女 い せ
明治七年八月汁七日生
宍粟西河内村平民工村下失右工門 要 せ ん
長女入簿ス 鳶永四年十一月什七日生
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明治十九年十二月十四日
兵藤 宍粟酢西河内村
百十三番地ヨリ転特
攻八十九番同居
播磨国宍粟郡西内内村
平民工 力右衛門｣三女
明沿十七年七月廿三日家出届
明治十六年三月三日兵庫県宍粟部
酉河内村平民IT'- 釜本和芳方-送輝ス
二男 手 槌 鉄 蔵
明治十一年九月十五日生
三男 手 槌 邑 吉
明治十四年六月十日生
四男 侍 市
明治二十一年四月八日生
六十四番屋敷第四号向居
平民工
父変助血
釜 本 伊三郎
慶応二年五月十九日生
母 く K
天保元年六月十日生
父愛助之長女
姉 ひ で
安政五年三月十三日生
同人l/_四男
弟 釜 本 博 吉
明治四年正月廿三日生
(後 略 )
■
この史料 をみてみると.妻としてもらう時 も春子として出すときも,たいていけ同 じ聴業の
人のところへ ,しかも同 じ村内とい うのか注目され る｡それだけ山内の人の中で弧 ,鍛治に専
門的に従事 した人 々U)間作け封鎖的なものがあったと思われ るQそ して ,彼 らの持っている特
別な技術のおかげで･有力 な鉄山師のもとK働きKでかけていったのであろうD彼 らの多く打 ,
永昌山鉄山が閉鎖されると,削り県苫田郡上才原村vEある鉄山へ移 った といわれ ,現在上才原
村の遠藤部落げその子孫Kよってつくられた部落 といわれる｡
(5) 経営者の変遷veついて
大茅村鉄山けレ､つ頃から操行 され始めたかけっきbLないが ,いせ手もとKある史料K
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よれば元轍までさかのぼることができる｡先述の文化二年 ,勝南 ,英田両部)l砺 守山方 ,舟
方の鉄山反対の訴状C)中vE
･･--前略-･･- 前古之通川筋村々発渋多御座候 既二元疎年中之比 右両線仕候処
村々錐渋之趣御歎中上候而相止 ミ居申侯段東伝侯
-･-･後略---
とあることから元廠時代にけ操行されていたのであろう｡ これを強付けるものとして ｢英d
郡史｣K元廠 12年よbの稼主i･載せている｡ ｢英EZ]都史考｣その他の史料か ら経営者の変
丑をみてみると,
元疎 12年 (1699)よ9
宍粟郡山崎町 千 草 屋 癖 兵 衛 (証 9)
共次
宍粟邸山崎町 伊 木 庭 {七 郎 青 (註 一o )
其次
宍粟部山崎町 場 屋 (註 1 1)
井次(安永 9年 178□)大坂小部屋新右工門願出るか川筋の反対で中止 (証 12 )
文化 7年 (1810)-文化 15年 ( 18 T6)10月
宍粟部山崎町 生 谷 屋 武 兵 衛 (註 15)
文久 .元治頃 ( 18占1- 18 54頃 )
安 川 媒 (註 14)
慶応頃～明治占年 (1875)
英Eg部東粟倉村 木 曽 太f]JS考衛門 (註 15)
明治 6年～明治8年 (1875)9月24El
英田郎東粟倉村 木 曽 書 太 助 (証 16)
明治8年 9月24日
因幡国邑美都 河 野 庄 造 (註 17)
明治9年 2月～明治 14年 1ロ月(?)
伊予国字和郡川ノ石浦平民
保 川 良 治 邸 (註 18 )
明治 20年- 3r)年頃
英EB都太環町古町 田 中 塀 三 郎 (証 19 )
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元線 12年&.主の ｢千感堤｣け兵庫県宍粟郎山脚 ｢本町陀あった本多帯の出入商人であった｡
また r場屋｣什宍粟部で高瀬船を利用して郡内の産物掃引をした問屋であったO(詮 竿0)こ
の両人打宍楽部の鉄山師でもあったO千飯屋の名け ,享保 .元文 ,宝暦年間vr｢山略藩年譜｣
昨みられるところから,永昌山鉄山以後打千伍川流域で清坪したものらしい｡ しかし宝暦 占年
にけ事業不在のため破産しているO(許21)一方,｢場屋｣げ,明準 5年 (17d6)VE打
鍵拭山,寛政九年(1797)にけ赤西山,文化六年(1809)にけ滝谷鉄山(辞 ,各鉄山
け突巣部鉄山)の鉄山経営をしているO
伊木屋次郎書.せ幹屋武兵備に関してはよくわからなVIoしか し永昌山鉄山吋,江戸時代け
このようK播州山崎C)町人VCよって.経営されていた点VC特徴があるoそ して ,この頃け宍粟
郡河内村から鉄砂を買って千縫鉄にしたものと思われるO生谷屋武兵術時代け大坂商人の腎本
力がのぴてきていることが知 られる｡すなわち,
返 証 文 之 串
- ,作州書野郎大芳村御山字大井山鉄山不残本多大和守雄御領分播州宍粟郡山碕町生谷屋武兵
衛御許魚中融通為繰合此度月(脈 証文右武兵輔⊥D原艦当来三月よb来ル申三月淘餅弐拾五見目
-右御山一式質物二砺酔債務相連無御座捷---後 略････-
大坂賓 茂左衝門町
文化八末年三月 泉 屋 理 助
代 惣左術門 ⑳
てる1て大坂商業資本の力をみせつけられるD｢鹿屋｣打,掛 ･Hで清縫した瞥本家で,宍粟鉄
山の中で,｢荒尾鉄山｣｢高羅鉄山｣｢天児屋山鉄山｣-⊂賄係があった｡｢天児屋山鉄山｣打
永島山鉄山と山一つ解れたぐらい近いところ作存在しており.このことからも永昌山鉄山け播
州宍粟鉄山と深い的係があったと恩われるO
明治K入ってからげ,岡山県側の鉄山師がでてくる｡すなわち木曽父子である√.木曽太郎左
衛門は文政 12年 (1829)VE･生まれ.明治29年 10月(1896)K死亡 してLへるO貿
性 剛直rLして庄屋,L.大正屋を経て明治5年VE打吉野郡灘 14区戸長をつとめている｡明治 6年
7月病気とな9戦を辞している｡(託 22)それ故明治6年木曽書太郎が北奥県に｢奉厨上取
消貞操音大鍛治盛之串｣(先述 )を出して,複主となってL^るO木曽氏は吉野郡の大地主であ
ったと考えられるO木曽氏打.常K竹内源八郎を永昌山却 己人として侭 へ ,田中勝三郎氏(大
原町却 r)が米の賢人などをお こなっていたOそ して,大原町古町の本田藤兵術 .大原町下ノ
庄'j)千Lq惟 之助が資本金を敵地 してしへたo これ打次のiうな史料によってわかる.
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ー金 四千円也
質物哲人年賦証文之部
但し 書ル明治七年二月中借用金元利話 メ卯証文元利話ノ利
儲 月弐舟之定
此質物
一鉄砂 壱 万 駄
但 し 中谷村竜ヶ所大芳村三ヶ所同村大川専壱 ヶ所メ五ヶ所 右鉄珍
一同断 右同所本年日月廿El迄出来坂上ケ錬砂不残
｢銑 同 く出来之分不残
一大庚 不 残
一小庚 不 残
/
右質物¢人前部会別 路用申処爽正明白二御邸債然ル上者本月三十日限 り金千五百円差入可
申候残金弐千五百円本年三月三十日限 り金百五捨円達人-FTFP昧本年四月ヨリ釆明治九年子
ノ十月迄 十九ケ月佃月三十 日阿 り金百五拾円萄差入可中味尤日日出来之製紡時 々栂換二売
捌代金 ヲ以右相定額金員差入町中侯約定-即座農万一相瀞世節者右･質物不残相沌可申儀典
節断碑人大炭/J候 焼歌人軒 二諸道具迄御用立吋申巌関目代人御入破成借用金高二相当 .)候
御勝手二御縁取被下且木灰之遺著私持山之内卸伐可彼下候且又御;巾税金之義者食殿方
ヨ')純取私 ヨリ御上納可故髄約定二御酵衝軌軽El正副戸｣壷御中奥や手相願金子借用年妹走約
質物桝人証差入申処如件
明治八年一月十二Fi
弟給四区吉野部
永昌山稜人
中 谷 村
木 曽 吉 太 郎 ⑳
証 人
木 曽 太郎左エrL弓 .㊥
同 断
古 町 細
E百 中 勝 三 郎 @
同 断
伺 郷
髄 薩 掛 軸
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永 島 山
支 配 人
● 竹 内 淑 ^ 郎 ⑳
第十四区古町村金主
本 田 膚兵衛巌
第十五区下 ノ庄郷金主
千原佐之助 殿
(大原町古町田中家支出)
木曽氏の挫AKq.･もうまくいかず明治8年以降穣主がめまぐる しくかわっていろ.明治8年 2月
15日にけ永昌山鉄山支配人であった竹内源八郎氏が株主 となb(証 25),伺 8年 7月19
日K.前世の r'E物可入年蝿証文之判 に対 して ｢質物流切堆足証文之辞｣恕出 して木曽氏と
竹内氏が鉄穴場が本El,千尿両氏vE流れるのをなん とか金策をととのえ為まで待って欲 しいと
願い山ているO しか し,鉄穴棟の項で説明 したように明治 18年rL打 ,鉄穴の権利打 ,田中 ,
神 千原の三氏rL移1ているO
ところが明治 9年 9月24日 ｢融D波証.むJVCよって ,木曽書太郎から鳥桁県因幡国邑美郡
鳥Ⅰ剛目端壱丁目に寄留 している拘野庄造氏vc鉄山が誹られたことがわかるOこの明治8年 2月
から明治9年 9月までの間Kもうー度竹内氏から木曽氏-鉄山の席利が移ったと考えられるo
そ して ,明治9年 9月2 4日同 じ日作 ,河野庄避け9万円で鉄山一式を愛媛県下宇和邸川ノ石
浦の保川貞治郎vE売っているのであるOこの二年間打 ,木曽氏がかかえた大きな負債のため経
'F鎚'が四苦八苦 していたのであろうoそれが保川氏K光ったことで一応解決されたものと思われ
る｡やがて .保川氏が兵庫県から鉄山労働者を燭いいれたのであろうO (兵庫県三竜山鉄山か
ら明治9年 18月1日寄留になっている｡鮎 ,鍛冶の項 を参鼎 )そ して寄留者がいた明治 14
年 9月50日頃まで経営が続いたものと思われるO
明治 14年以降け史料が全然なくて ,明給 19年 tでの布けわからない｡ しかし,明治 19
年 1 2月 14日に大芳村K兵庫県宍粟邸河内村から鉄山労働者が多数寄倒 してLへる(誰 24)
ことから ,明治 19年作 ,それ まで永昌山K缶金や物資を敵通 してレ､た大原町古町の田中氏が
経営を始めたものと思われるoLJ,つまで続いたかけ史料がなくてげっきbLをいが ,土地の人
の明治50年頃が ｢英田邸史考｣vrよる明治50年頃と一致するe)で大体その頃7Eで統いたと
思われるOそ してだんだん と侵透 してきた洋鉄のためK販路を占めたされ ,ついに打廃山と化
してしまったのであるOそ して ｢英田BS史考｣のことば ｢只昔日を偲ぶ搬 となっf;Jr,てあら
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甥の版元路
永昌山鞍山で ･製鉄された蜘 寸.誰の手'(エ-丁とこL/(運ばれたのであろうか.この雅の流
通コ- ';PL'つレ､てけ四つの道が老 R_らhる0 1-汁 ,兵牌馴(抜けるコース ,2つめけ ,膿倭
する英Ftr雅人原町へのコース ,5つめけ一郎的 八開康智茄本町,.E輸送 されるコース,そ して舶
級(/⊂村方U)小鍛治へ選られるコ-〆てあるO
第--のコ- -/t打 ,鉄山-宍菜郡酉阿伽 ト-宍i-L･lS千柁村-宍東邦山崎町-桝保川 (高瀬舟 )
一一網干 (梢保川It口)-大坂 ,共他-と速 rlれた上.)である｡定見n'.J:･L,みてこのコー スがもっ
とも古い上うであるO｢英田BT,史考｣Kも'紗咋nJ.イ席にされて千枚 :,⊂逆.-i-れ千種鉄となるたる
もlr)rt~｢主1-々 〟とあるこうに ,鉄 山で盟ぎーされた倒 J･河 内越 という間道を馬の背 F(のせられて
7億 -遊ばれ た'V'であろう｡そ してこれ打 ,較山師か山容町の町人であるところから山臓- ,
山卵 TかF//i,｢鳩庄｣ Tcとul高瀬舟で川u-まで ,そこから,ff本金を融通していた大坂末 (
鹿屋など)へ送 ったul)であらF)O このJ-スけ明治KなってからもあるてLへ･どのコースの変更
(/,rあっfJとしても使われたらしい｡ という6)ち,1.I-{惜hlG)引納入 として ,播州千草町C)石原
平八郎 ,山鴫町の羅辺h:i-,Jr上伴三郎 とし｢う名てみ,tるからであるO (証 25)かれらけ ,
鉄山 (1!･]ちかC彬 で出t7L,できた鉄を扱ったもF･-J一監わIJlるO
さて ,第二CL='-ス打明治iてtL･るとJf{Lもよく僚わtlたコースである.いろL,'ろ夜祭料から考
えて次のコースが想定で さる｡
鉄山-光村町紳｢(田巾勝三郎氏 )･l御T(本m辞兵軌)･メJiJRinTTノ庄 (千原佐之助 )
､＼
出兵府県平毎一兵牌 酎 u→赤組-大境
英rR邦美作町林野 吉井･川(高藤舟 J
-金岡 (西大寺 )-他山 (出石1rT角尾)
といった-J- スが考えらかこ｡鉄山からm*'5 ,本m家へ送った錐の1Ilは次滋7)ようE,こた7:,.
(千原氏-送った怠けわからなし､O )
こL7j衣からみると,本刑 氏rけ抱とんど送られてL,､ないことがわかる｡そ してLl中家が錐問
屋とLて大きな位Wtを占めていた ことも十分)か7t･え'Lo
な;i-A,明治期U)取引き書き打広 く,京称 ,神戸 ,仲山の方と根引 きがあったことが知 られるO
(託 26)だから ,佐川-抜けてL,'った鉄け神戸 ,京都方面に選 られ .林野方面からけ排山f･こ
もあるていど送られたものと▲Rl,われるO
二番目のコー て,鳥顎堤八敢那智頭本町を(嶋送 きれる コ -ーてけ史料Kt-つて_TB付毒れ fJ-し,那 ,
永昌山鉄山忙缶金を鮎Lbしてレ､ろ人も多し-､ところや･らこの方噺にも多く送 られたであろう｡
T- - 87-
鉄 山 - Lfl 中 氏
盟秩 明治HF d月 . 9Fl 574メ508匁
〃 1 1月 Boメ
LU7年 ▲月 44 5ノ5 0 0月
7月 49 9メ 500匁
8月 759メ5口 0匁
9月 8 48メ
10月 9 45メ
1 1月 294メ
12月 185ノ
〃 8年 1月 1nBノ
合 計 4.516 ノ800匁
鉄 山 - 本 田 氏
5月
8月
合 計
729ノ
58 ノ7 80匁
8 1ノ
明抱 8年 ｢比沖 氏江 渡物 ｣ i bl/F成
宗森氏のP同車と鋸粗杢Kよれば ,井上伝十郎氏(前述 )打 ,約 4輿の遺g)りC)智頭 まで父と一
緒t(迎んでいたとL^ うことであるO駄iTjL打｢駄 ( 12ff)遊んで米二升KもlrらなかったとLT
lifである.
堪後 に村方の′ト鍛治-3'tられるケースrLつし､て述べようO
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丙k命枇 rl,･‥ rf1,.J･述 した 上)i('叶 fr,-LQ.,I/二軒あった∩一一軒け ,谷 〔1教務の中島家
であ り,もう一一軒iJJぶ指[滴.8,-(,.〕欠代額ノ)それて.丸ふ,大代衣vJ針 金1如け ,矢代政務知氏C)
栂父であZ,女代市松氏カ:人保か頃(T8 50年ィJ しわ始めたものであ.る｡針金の原料てあ
る紋付矢代氏6)すぐ近 くLl)桃谷とい うところ†(至 7t轟いて(:をを救適したO砂歓打大茅鉄LLJ(I)
方からも-てきたとし,うとこ7'もみ73と,こ叱 '･中江山鉄山であったF=LL,:.. .i'ibtに(r.L
20文政 ぐらい;相-I,･'Lでトナーとい')こJ:であIJOできたRL,I.t:･T矢代氏の東V.)すく前(･)小川の
引金 L協 C引古さ＼'帥 (作1､'1'た.,こ(r鵬 稚1rllた吹 j'-か矢代氏の虎VこあったoTq塊 がそれで
あろ.,
て 亭た針金打 ,矢代氏が他種大坂でて壮んで
し-‥〕たということであるO こ6':時 L7)二1--対IT,
兵月耽L･佐AJから三日rlこてglけたとレ､うことであ
/l-1
(′T_;17l)
針金=鰍 ･(あ-,た吹 羊
空気かでるところJJ部分(.一例がy)'l)とrJ,Llていふ｡
(写市Xm)
鉄11卜 ,釘合T.域への7;1'f札
(衣)
(写l‡XrP)
(衣)
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('ノ泉Xv) 筒 iL
(申 出 苦界 氏 成 )
?????
???
???
(写克Xln)
も盛んKLtLこなわ,tl,たらしいことカ;うかがえる｡
???
?
??
?
???????
??? ??????
--J7,中島家では ,働港以前rL｢針金｣ と
い う家号rj簡 (川 ･上野粁渦氏宅 )でFl軌右
左柵門氏と延束署一郎氏とい_う二人が合卜･]で
紘対 した｡軒桁である紡げ ,永島11鉄山の鉄
ITあった｡款汁.I缶作上って選ばn .その荷札
が現在 も中島育男氏宅に保存され当時の佼康
恕LQJたせて くれるO (:峯東XV)tた氏の家
にけ元治元年 (18占`-r)六月の ｢針金元均
仕入物甜野帳｣元治元年了十一月 ｢鈴治験評
聯 寸留帳｣などが執ってか9元治の頃 もL.,と
(′絹 xXltl)
さて ,針金LT)製造jJ法であるが ,原料の欲せ吹+で吹 し1て鍛冶屋がその純をたゝき ,延ば し
て延べ金にする｡て塊 Kけ大きな水食があD,川の7kをせきとめ ,水庫に水をかけ ,オサとレ､
う紋yt穴智ふけたもC)rt延べ番如血し,その先 を水盛vrつVT,水屯なまわす1岬 エL)鉄を引13
1
般って針金 l,('し,それを冷やして作るという方鋲をとった｡ (駈 2 7)こC)方法5:対 e氏 ,中
L.,Lr氏何方V')針金工糊で僚 ･lたらしい｡
中島氏3,封金lIjI))もできた針金は大敗へ送ったとの･7Tである｡ =1- /.け矢代氏と同 じで途中
荷を何度 もついで行･1たそ うであるO大坂で介金作かえると必ず どん ちゃん騒 ぎをしたとV'f)
から相当をお金打女ったらしし､o Lか し道中で時 荷々が粉乍する ということも何度かあ･1て ,
池m藩 o腐 老i･亡頼み ｢/k戸殿御用｣ という札をもらって送ったという菅懲悪も残っている0
′
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針金=場 も洋鉄の浸透を受け経営が思うようrlL1かたく売って ,矢代氏け明治8年行け他人
に針金工場一式を1a0円で光っている.やがて針金工場も経'ETv.r不振 とたってつぶれていった
のである｡
そC)J也,坂根 ,谷口部落Vこけ野鍛冶があbgTや曲具i･つ くってし(たから,そ こrLも永島山鉄
山o')鉄けうられていたであろうo
あ と が き
以上,永昌山鉄山打 ,大麻薬缶本の上作立脚 した按山師に松宮されず ,rtl小の鉄山師veよっ
て細々と経営が続けられ ,商品 の版路が主陀大坂方面iJ亡限定されていたゝめK ,洋鉄の浸入 と
ともycあえ売く廃山となってレヽ た｡これ打歴史的7f結果 ともL-,えるのかもLれfEL^｡ しかし,
そこK哀 しさa･覚え/J(,I)JjTrlS･者ojみてあろ{)か｡
史料解読不充分と研究不足とで問原点にちかつ くことができなかったのけ残念である｡今後
G･)研究成典を期待 しつつ隼 を艦 く.なh･,指ilF下さった藤沢先生 ,宗森先生に偉 くお礼を申し
上げます.
(註 1) 向井義郎 ｢中国山脈の鉄｣
(註 2) 塩谷 ,矢代政猪氏の話
(誌 も) 塩谷の矢代改称氏の話
( 証 4) 松岡久人 ｢古代 ,中世の産業｣
(註 5) 谷口の中島吉男氏の話
(註 6) Ef仲 案文1!.t ｢譲渡証砂之串｣明地八年
(証 7) 講森英之氏調査
(託 8) 宇野正碩 ｢兵牌県宍楽部rEおける近世鉄 山難について｣
(証 9) ｢英EB郡史考｣による
(註 10) ｢実践郁史考｣｢美作詰｣I:･'よそ･
(註 11) ｢英tfl邸史考｣Kよる
(註 12) ｢/F恐以.lf附車願上供せ｣(英虚飾作東町藤生道侶家文中 )
(註 15) 大芳村の記録の中に下記'VつようなtQかある
大井村鉄山預手形之古ト
～ ,私共去ル文化七午年 上b大芳村御林山峡山簾二付許負仕鵜有候処 (後 略)
1 9i-
山略町生谷屋武兵術
文化十三年子十 月
大 茅 村
樽 四 郎 巌
(証 14) ｢英田邦史考｣
(証 15) ｢英田都史考｣
(註 16) ｢奉顧上請負横転大鍛冶屋之串｣ (大原町古町田中家文&)
(託 17) ｢執渡証か之串｣(大勝町古町田中家文が )
(証 18) r譜悪 貨 gFJ(畑 町柵 納 家文削
(整 19) ｢英田飾史考｣
(牡 20)(証 21) 宇野iE碑 ｢兵庫県作かける近tLr鉄山共Kついて｣
(註 22)
(鮭 25)
(証 24.)
(証 25)
(証 26)
(証 27)
｢英田節度考｣
慣 物流切継足証文之串｣(大原町古町E]中家文野)
｢岡山県腎癌糞作昏有給区戸稀狂｣ (西粟倉村役場)
r金子借用証冶之軒｣(大原町古町田中家文岱) メ
｢兜渡証智之祢｣(大原町EEl中家文呼) .
中島育男氏(谷口部落 )の詰
(浜 田 宙 作)
l ､
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41 1
■｣ 綜4節 畿業生産と融民の生活
(日 概 況
現在の西粟倉村は明治 22年 (1889 )占月 lRK合併されてでき ,とくに江戸時代･K
は上記Z)ように .行政支配が天領 と私領忙舟J'LていたLr)で ,両者の閏に侍 々の相過かみ られ
るのであるか Jここでは塘vc天領にも･ける貰租形際の牛卿こ性をみること'lcする｡ ((i)寅稚 の
項参照 )
次に西粟倉村vc含まれる江戸時代Z)村々の凍子を簡単 に示してみると,軒 1兼5C)ようvEfE
る0
第 1 衷
l
ら
g≡l
西顛愈庄 長擢
〃 塩 谷
o 坂根村
村高向 f本田耗
う88.8167574815
TLL一一~一一盲
109.178■102594
1flD,qrJ21175,7-/2
/y 大茅村
原 庄楕稗村
05lt]CH 17a42
人 口
新田勘 戸敢同 一 百姓持山
砺 ｢ .宣
711176L1.00
551 55r55Fldl.1
(r断言†作船穂｣範.7巻 よD作成 ,文化 9年 )
これは文化 9年 (1812)の状況であるか .この求忙よると,この地方Ki;･Vゝては凹地
の耕作 と山林経常が堤耕生活の中心をなしてかiI,出家 ･神敬老 ･木地師などの数名を除い
た残り全ては良民でIbろ ｡摘谷 と大井村に鉄山があって ,.<ノプラ生産が行なわれていたか '
これもイ姫iからの流入者LJ'CよるもDであるし .また倒置 ･卸 無慮等 といっ7瀕業 を営んでい
る者もい花か1た｡また ,当時宿域町であった奴磯村vE(･1問屋が 1軒あ9.大名止行なと'D
際Z).人､塙の調速 にもた1て.-たン
現在の西架倉村のほil･5:中央･Jを流れる吉野川 とそ の支流cD川(引･谷川,知社用等 )げ .戯英
の亙輩を用水漁である()この官財川Lri,大井村の軌林よ射耽れ出で .吉野郡 (25ケ村 )･
英田郡 (22ケ村 )7日 7ケ村をRr托し,英田批倉敷村 で梶並川 と合旅して勝南都頗 駒村-
流出し .碑山川と合して吉井推 となって ,備前金岡-でて ,納戸リ蛸 へ拝いでレ､るO西粟倉
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村内vcは ,文化 9年vcvi.井収(54所 ),水門 (22ヶ所 ),揺 (15ヶ所 )があ9.度
耕そD他の生活に利用されていたOまた ,洪水にみまわれることも多 く.水損もしばしば受
けている｡
吉野川と同 じ上うvc村の中央を通D,鳥洞泉へぬける街道があるが ,これは因播街道 (困 一
州鳥坂から播州佐用郡まで)とよばれているもので ,この街道の脇vE発達した坂根の村は .
小原庄の古町村と共vc宿場町として栄えたのであるoまた ,街道脇のその他の村におレ吋も,因
州侯をはじめとする静侯の通行の際には ,人馬の調達が命ぜられた.そのほ とんどは雇い人
馬でまかなわれ こいたので ,姓氏a)大 き4:負檀にを1たことはいうまでもをい｡
兵厳島と鳥坂県に境を接し,岡LUAの最北端にあるこの地方は,気侯が寒冷である上に山
がもで耕地にめぐまれず .交通もいたって不便をところが多い劣悪な自然的条件のために,
雌羊もあまb釦 っず ,たいした特産物あるいは'収入源もなく,遅れた低生産性地域 としての
姿を明泡以後もしばらくとどめていたO商品作物(肋畢 ･煙草･菜種 ･綿等 )の栽培や .金
肥Z)使用も県南諸地域に比してすっと遅れておD.また .県南諸地域 Dような裕福を百姓が
土地を集積して大地主に成長していく過巷もみられなかった｡
(2i虚業生産
膿 生産の年ケ健を知るためには ,まず耕地の粂件や.用水 ･入会採草地Z)様子を明かVCL
てかかねばならなvlo
この村の検地は座長9年(1604)vc森美作守 (忠政 )によって行なわれた｡それvCよ
ると田島は上中下 Z)5段階に区分され .地味vE応じて下記a)上うを石盤が決められている｡
上 田 石 盛 16
中 田 ,. 14
下 田 ′′ 12
上畠田 ′･ 10
申畠田 ′′ ･8
下畠田 ′′ 占
???
?
?
?
?
?
?
ー
??
?
?
? ?
?
?
??
?
?
下々畠田 ′, 4
いまこれら田島の比峯を知社･大茅両村の ｢明細帳｣に上ってみると.第 2表 .第 さ衣の
よう.忙なるO
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第2頚 田島耕作面栖比較表 (知社村 )
,r ,[ ‡ 一 ･ , 1- .I
(知社軌卜松英夫氏成 ｢美作国青野郡知社村差出｣よ.9)
第5衷 田畠併作画棚比較表(大茅村 )
首 肯 -且 ､旦 村譲府 田端 同面相僻I 鮎 高
明和 9年 (1772); 178A42 115J575 86王2t〕 !E 3 a 1 1
天保 9年( 8ー58) 17a445 '日5,675 8占520】5a11
(大13･区有文相 丁明細帳｣ よ9 )
上茸によると,田島の耕作面相統知社村において比良の方が多く,大茅ノ村ではその道になっ
ているO 両村とも全島地面相中藤尾〔江 1〕の占める革が非常に高く.全畠地面和の半分以上
を占めているOこのように非常に地味Z)丑.TJlh土地が多く【荏2〕.あまb盤乾忙適していたいO
なお土地 .気候などの自然的条件にもあま9潜まれ夜いために,田Z)袈作もあまか振わ/iLrtこ
とは第 4表の示す過Dである｡
窮 4 衷
一 毛 作 田
午 (｢d98) 215.18
年 (17") 25L15
(知社村 ,小松英夫氏態｢美作国書野郡知社村指桝｣ よb)
用水は下記の史料の上うvc大部分は吉野川の水を利用しているのであるが ,その他vcも寛を
使って谷水を利用した9.影石村Z)ように溜租をつくったbして ■用水7=d:補なっているO
一･95-I
一田方五分通m水掛 brL分迫天水所 ,但シ用水ハ吉野川之水 9引術中候 .天水J､谷水山
粕 /kヲ以云々
(大葬区有支川 ｢明脚収｣明和 9年 )
名村の ｢明細帳｣等の史料によると水草損所もいくらかあD,-iた川r)流れが息なために .大
赦水t'Iもしばしばみまわれているo
肥料もすべて自給肥料であ9.村内のこやし柴山場 ･番場あるいは入金山寺で刈9とって使
用していたことは下記の泡DであるO
-EZ]のこやし ,しぼくさ場屋こえけずこえ
春日には ,さく享けずこえ
ー崩のこやし ,儀屋こえ ,けずこえ
山由には .苅つけやけこえ
(小松英夫氏庶 ｢美作崖青野都知社村指LL,｣元敢 11年 )
一日方 .新教用架申候
一畠方 ,右同断
(大井区有文昏｢明柵噸｣tlj掛 9年 )
すたわち,茅 ･萩等の芝 草 ,疎等を刈bとって肥料にあてておb,i-/と千鰯 .油粕等の金肥の
使用はみられない｡
以上 ,耕地その他の生蘇手段の解任をみてきたのであるが ,次には ,突顔の畠敷生産の内容
陀ふれてみよう.
一般に当時の盤菜経営の特徴は ,年貢として納める米と百姓の食い扶持にあてろ衷その他の
雑観の生産vc鼠点が･かかれていることである｡元轍 11年 (1678)に蒔かれた ｢美作国富
野郎知社村指出｣によると.田の麦作として 仕 ,籾目.ちさみ ･赤えんどう.くまの ･こびそ
う･としのわしといったような短軸D稲や .がこ･ち .tうせん等の餅稲を栽増し .また姦作と
して付髭がつくられているが ,但し ,大井村2)場合には ,近世の史料rPに愛作についての記述
-1く7)らjlう:いが .心そらく▲乍F.弓野望のたれV,繋 巧が不可能であったのだろうと思われるO
次ve出vT-Fi･旦作 として 一大豆 ,帝変 ･さか木･春作 として,麻 ･小豆･辞 ･糾 Cひえ等を裁
ナ飢/ている.これらの作物は.この地方一帯で作られていたもZ)と思われる｡
上記のE:とく･a-の地方化おける塊半経営は米教 ･雑穀の生産が中心で.解物 あるいは商品
イ′鞘か津-D栽培はみられ7.L(い｡
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これら作物の横付･刈上の時期は下記の沌bであるO
-田方 早稲苗代三月上旬五月上旬横付九月苅上｡
中節晩稲山中之敬脚 竜作不仕鋲.
一触万 葉三月下旬蒔付秋彼岸准苅換帝右同断｡
大豆四月下旬蒔付秋彼岸援苅揚小豆右同断o
蘇表皮土用蒔付秋土用苅上申候
(大事区有文再 r明細帳｣明和 9年Lli))
一田仕付時 五月中前七日上澱 七日迄之間-仕付申候｡
-田島麦仕付時分 九月土用之内仕f-T申催O
(小松英夫氏岐 ｢美作国書野郡知社村指出｣元練 11年よi))
一種蒔三月中中後十日頃蒔 .植付ハ丘月中前後十日節付候｡
苅上ハ秋キ短 径十日頃苅上申催
(fLl上竜政 11年 より)
上記'D如 く .Hl･_作業Z)時畑は .大井 ･知社両村においてiほ とんど同じであるが .大茅村に
13,いてij:,春作 と夏作の記述しかなく .冬作vr_ついてけわからない｡なか,これら･Dぷ作業の
晴朗比明治頃までvi変化していなレも
.lxに .こJLらZL)作物TD文政 15年 (1850)における播軽 舟をみてみ よう｡
約 5表 Efl畠-反当i)7_)作物別様相止FR二這諸空知社村大芳 村主軸上山1～l.2斗L5～ J.d斗
中 田 L2～ 1.4 L6- し7
I下 出 L4- J.a L7.-L8
小松英夫氏 ｢美作国書封郡知社村指出｣文政 15年
大茅RJ百文辞 ｢明細帳｣ 文政 15年
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両村を比べた場合忙播種七の相連がめだつが ,これは土質 ･気候等の自然的条件の相連が大き
く影響しているのであろうが .鹿薬鞍術の差 も撫視できないであろうO大芳村の明和 9年
(1772)･文政 15年 (1850)･天保 9年 (1858)･明治5年 (1872)の各
明細帳を比較した場合 ,上紀の作物の播捜せvE変化はみ られないが ,知社村Z)場合は ,明細帳
の記述形式が一定でないので .正しく比較することはできなV､が ,ある亀の作物vtはその変化
がみ られる｡元敢 11年 (1ム98)と文政 15年 (1850)を比較してみると'畠 1反当
bvCついて大麦は2斗からしム斗へ ,小変vi I.5斗から一斗へとその滋は減少している｡ これ
はその時々の諸条件にもよるであろうが ,-Z?ずかTからも山村ZL)こrL)地vz二かいても良薬生酸が
ヽ
発適してきていることもみのかせないと思 う｡
以上 ,栽培作物について調べてきたZ)であるが ,それ らはあ くまで自給 自足的なものであっ
た｡元秘中脱以後vcなると,良薬技術の進歩･品種 の改良 ･新しい肥料の出現寄 忙よって ,都
市近郊戯村や ,高生産性の先進地域にかいては鼻薬生産も発展し ,貨幣経済の虫村への浸透 と
ともKl.商寮的良薬が宮れる上うVCなるZ)であるが ,この地方のような低生産性地域に卦いて
は,寄るしい変化 ･発展はみ られなvb しかし ,その速度が微々たるもので参っても,発展し
てV,ることは確かである｡明治ム年 (1875)の ｢諸願伺届和実｣中のr物産硬調巧Jvcよ
ると,米麦 ･雑穀 ･豆項の他に次のような物が裁培されているO
紐子並果無蔚 - 菓子 ･麻子 ･生如 ･塵肺
国 政 頚 一一 拝葡 ･芋 ･瀬音･茄子 ･鵜鈴琴 ヰ 房 ･カボチャ･生蘇 ･葡 ･ヨモ
ギ
飲料及食物 - 生茶･盟茶
これ らのほ とんどは自家哨史にあてられているが .大豆 ･ワラビ･-t'ンマイ等結 .わずかでは
あるが他村へ移出してVlるO明治初期 と江戸末期では ,栽培作物 もあ-5b変っていないと思わ
れるZ)で ,江戸末期wL_紘 ,余剰産物変換金作物 として他村へ移出していたものと思われる｡
また ,これ らの鹿産物の他rc,商 ｣ ･｢かいこ｣は以前(元麻 11年の如拙相の ｢明細晩｣
忙記述あb)から少値をがらつ くられてお9.明治以後は両者ともこの地方の特産物にな,,て
し(るO
以上のことからして ,この地域の虚業生産は後進的かつ低生産性であるということができる0
従ってこの地域では ,商品作物の栽培 ,金肥Zj使用は県南諸地域 よbずっと遅いと考えられる｡
〔娃 〕 l 里方--ナク山中-71)--略--島地ニ′､撫之山ノ片組 ノ小柴垣草ムノ
防 ヲ･小芝串空 トモ瑞Jテー雨凱 灰ガ温 l)タル所神政 巣稗等 ,マキ附 ,
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二｡一.. 単テス致灰汁ニテ生立クルイ物 -エ突 -不宣爽 三夫食迄 二相附ルコ ト也 ,
コレ-切替噺 トモ薙JATトモイウ ,石盛ナ ト至テ低 ク山地 ヨリモ下 々也｡
(大石久敬著｢地方凡例疎｣)
〔注】 2 -弐町壱反 砂土所々
-｢五反弐畝 くろ土同断
一壱町五反三畝赤ひさ土同断
(ノ)､松英夫氏蔵 ｢美作麿菅野郡知社村指出｣元疎 11年 )
(3) 農民の土地所有状況 と借届捕成Z)変化
一口VC百姓 といっても･それぞれ,D由緒や所持田地の多少などによって.いろいろ利塔屑
に区分することができる0枚 地鵬 に名Lmの記されている高持百姓i)中作も ,面百姓 ･長百姓
などとよばれろ比較的上席Z)もZ)と.iF･百姓･ノJ､前百姓などとよt-1れる中以下Z)値の者とが
もD･さらにその下には無高の水呑百姓が存していたo西条倉村KかV.ては ,当時上JB身分
班長百姓 (大芳村など ),下備わ一般姓氏に小机 (彰石村丑と)とよ(I:L･れておD ,頬高百姓
もいたo これ らZ)姓民漣は土地に固 く鮭ひつけられ ,土地を離れることは許 され禿かったが ,
中には年号i-の重圧にたえかれてEB,h陀 Fr入した!),手放したbする者もあったO
参考までVC知社 ･大井両村C)EB舵質入科を示してふ く(第 4;-&･)｡反当9,D収丑が 明らか
7:-ない'DでそZ)名を示すことは77きない0
第 d渡 田島質入料
＼ 村 名 知
＼
銀 物Lg島反当耳､＼
上 田 50～40匁
中 tB 0
下 田 15.〉20
上 畠 2E7- 50
中 島 20- 50
下 島 10′〉15
ヨ iiiiiiR
大 井 村
i/ j _M l 一一二
小松英夫氏厳 ｢表作国書L･f郡知社村指出｣元疎 11年
大茅区有文番｢明細蔽｣ 明和 9年
一一99--
質入 ･売異rtよって下腐食民が土地を失い小作化してV<(傾向は ,貨幣脚 の戯村への浸透
が深まるyEつれて銀章忙なってくるO この傾向と平行して .富裕夜食民が土地を集積して大地
主化していくのである. この傾向は鞄山峨南部にかいては鎖著であるが ,北部rCかいては社会
的 .経済的諸条件によってその進行は南部よb遅く.かつ正常vc発逮していないO
では .怨民の土地所有状況 と惜屈康成の変化を ,知社 ･影石 .大茅の5村について具休的忙
みよう｡
次の5つの哉第 7I8A9袈)紘 .Lpl民を所持石高別に分類したものであるOこれらの表か
らは吉軒下･惣作 ･入作は除いてある｡
第 7未 払石村戯民本新田畠所持石高別背屈分類栽
㌔ -＼ 所持石高年 代 0.-1石 1～ 5 5～ 5 5～ 7 7- 10 10～15
〃 7 (1824) 9 15D 12 2由 leI 2(～.7 10I1占,7 8 155 2 53
〟 12 ( 8ー29) 8 1dD 10 20.0 15 26.0l 9 18D 4 &0 4 8D
天保 12 (1841) 7 2nb 8 255 10 29.4 2 5.9 5 8B 1 29
弘化 4 (1847) 8 25B 5 9.7 5 9.7 8 255 4 129 1 52 '
藩* 5 (1852) 7 2lー8 5 15.7 15 la7 5 157 5 15.7 1 5,1
文久 5 ( 8ー65) 7 225 5 9.7 4 12.9 6号19.号 i 129! 2 65
慶応 5 (lBd7) 15 52.5 A 158 ; 4 1uO 9 225 5 l 15
5ー～20 20～50 SD～40 40-50 50以上 l 計
2 5.4 ( I 1 l L7 59
2 55 1 l.7 ∧0
1 2上) 1 28 5()
2 59 1 29 Sd
2 a.55lI,i 1 52 1 5,2 51
1 1 ～5.1 1 ら.1 52
2 9 1 29 4
2 6.5 2 6.5 1 5.2 51
(中島吉男氏此 r御年賀米銀励定日轍｣よ17作成)
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筋 8衷 如拙付出民本新LB畠所持石高別臓同舟頻表
妄 コ盲壁 ミ空電文 5年(1出.'5)0-1石 1～5｢ 5.-5- - -
兵事 4年(1d87) - - -
煙草 5年(1746) 1 1 2
施`政 9年(1797) 1 4 2
文政10年(1827) 5 1 2
-10-.---lil～1515～車 こ 三 50-4 D～50501ゝ 計
1 5 5 1 - - - 8
｣ ｣ 5 - -- i- ･-コ
4 - 1 - --14
1 1 1 1~｢--14
(小松英夫氏或 ｢:･-i-新田畠嵐反別名寄帳｣よ9作JjP:)
備考 :明治5年Z)みは酉架倉役功史料 ｢明治5年壬申11月畑地地番娠｣ ･り 就BTv'
第 9東 大芳村出民本田島所持石高別僻雁舟如衷
､ー所持石高
5年(176) 二一二二.･:_.i:竺
L二_⊥二｣I_二｣_ー空_l-1-L .I
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ?
? ? ?? ? ? ? ? ??? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ?? ? ? ?? ?
? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ??? っ ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?? ?
? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?っ? ? ?
? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ??
? ? ? ? ? ?
れと同数を占めるyCいたってかD.戯民の没箔傾向がうかがわれる｡犬保 6年 (1855)に
なると.中心は5石以下の滴に移D ,全体の約 57碑を占めておb.ざらに1石以下Z)層が約
45帝を占めろKいたっているOこの伝向は明治5年 (1872)になると曲者になb'5石
以下の届(全体の約 8手車)と10石以上 20石未満の層(約 17啓)の両極に分解しているO
大地主と小作人といった取除ではないけれど,両粗分解の傾向をうかがい知ることができるO
このような両極分解 の原因は.相つぐ大洪水や辛魅VCよる不作や年貢の増加 ,あるいは分家vc
上る分地が大きく妙響してV}ると思われる｡知社村にかいては ,元商あるいはそれ以前から農
民Z)小作化かすすんでいたとも.もわれる〔注 1〕C.
下層虚民の故藩傾向は ,文政･天保朋になる とます7Eす進駐して,1石以下の無高vc近い極
貧姓屈a)増加が踊著となる｡これらの榛農奴屑が.はたしてl戸の独立した豪を持っていたか
どうかば疑問である｡
では .次に第 7袋の形石村によって ,いかなる層が役落し.またいか禿る感が上昇している
かを具体的にみてみようO全体的な変勤を埋碑しやすくするために,各階IB別の百分峯を折れ
線グラフであらb十と,第 1図Z)よう忙なる.第 1回に上って,まず .全休的にみて.一番変
動の敦しいのは5石以上 7石未満Z)屑 .多少Z)淑少もみられるが ,-1投K増加傾向を示してい
るのは .1石未満の穣氏姓層である｡減少帰向を示しているのQi.1万以上 5石未満の咋亨と,
5石以上5石未縛の層であ.り,両者6増狭院係は大体一致しているoまた,この村rLおける最
高7)高持庫は .その所持石抱の汲少はみられるが ,依然としてその上)官位を示し.絶対数にも,
いては変化してvlないoさらにこZ)梁化を年代的に検討してみると.文政 2年 (1819)と
拡 5年 (Ia67)では ,1石以下 と5石以上7石末約2)雁の増加 .1石以上5石未満 .5
石以上5石未納 ･7石以上 10石メモ佃乃13の狭少がみられるO沢に,一番変動Z)激しい時期
(1829- 1847 年 )をとってみJ7,と.1石以下 と15万以上20石兼滴の層p増加と,
1石以上5石兼職 .う石以上5石未満の儲･D著しい淡少と.5石以上7石未満の届の増液があ
きちかである｡
以上n ことからして.この村vcかいては .赦上).#鶴氏は他方働 i,7:かいては変化なく.またこ
の感を中心とする土地虫沖 傾向もみうけられをレloただ 11石以上5石未満の届の ･.1石以下
の篠民政麿-か没落と,10石以上5 0石菜摘の層のわずかZ)物 日とがかうけられる程度で.
岡山南部あるいは先進地帝でみられるような .100石以上の礼拝の大地主の成立はなく,小
作 ･地主の鵬係はは･つきよりつからa:いoLかし . I0石を凄いとして , 10石以上は全体の約
18%･それ以下が8D啓一専らに5石以下の届が bOか泊後を占めていることなどからして,
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L いかに多くの零細虚がいたかがわかる｡
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1865 1867
しー +
次に'土地所有状況の変化を個人別にみてみると.【節 2図 〕のどとくをD,増加･渡少の
変動は文政 7年 (1824)から安政4年 (1857)の50年間に最も激 しく,特VLI,文政
12年 (1829)から弘化4年 (1847)の間の変動が著しく.土地を虻耕 していく者よ
Dも.焚失していく者の変化の方が激しい｡
【第 2回〕Z)変化を,同じく影石村中島吉男氏戊の r借用年妖証文｣と比較 して検討してみ
ると.①はfF左工門であるが.後の所持石高の薮少托,主に田蛇の売却によるもので ,文政
7- 12年の変化は文政 10年に .天保 12年-弘化 4年Z)それは天保 15年に.弘化 4年～
-#永5年のそれは#･永5年VC.それぞれ田島を光軸してか17.その他多く,Jlt,r･銀をLているこ
となどからIE流か地 もふくまれているであろうO/納ま与三右工門である.級(･1文化5年
(1808)i/C下記C)如 く惣領三郎兵術より分地を与えられているO
｢本家与三右工門抱分地舵林山骨油仕出帳｣
高 十石五升 本屋与三着工門分
内四石三升八合 水引
五斗三升六合 薪林減
浅丘石凹斗七升六合 召附
rJTj.rji三斗九升 三郎兵衛-入引
反別合四戊壱畝拾八歩
分米五石臼斗七升六合
林山 三ヶ所
右者此度棟内親戚村役人長百姓立会高反別御板箇場所等見攻致分地申処紳 目
迎触御娃依-･--･
(影石村 中島吉男氏成)
. そして,彼はこれ以後村で-祷地加傾向を示 Lてい,･3｡同じく｢借用証文｣に 上ると■文政
L .2～天保 ､2年の伽 は安和 門からの先軸そ｡地ycJ.るものであ9.そZ潮 かいても.
多くの.6姓に金を貸し与えていることから.Jt'官流れJ/Tなどが加ナ→たものと.甲われるo次に(iま)の
残石工門であるが.彼 もかなb･D上井を示しておか.弘化 4年から姦永 4年にかけてr)1忠地結 ･
Ci)の庄左工門か売却した分である｡
以上 ,【第 2図 〕D個人別の変動を2-5｢借用正文｣から蛮づけてみたのであるか･生産
性も低く.地味が愁い上に,交油も不放た山rとり鰍 のこ-I)Jih万にも,いては ,新 しく的梨すると
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い_,ても.山ArJあるいは荒地をきLJ除く程度で.非常に小規模であL),そZ)開起した出他も地
峠の悪いものであb,そこからとれるia･は .わずかをものであるO従って,土地所有の変化は
主に年貢未進を補 うためZ)借銀が原因になっているよう特配われる.すなわち,期EIまでに年
貫の納められない曲民は ,所持田地 ･林山 ･特牛,あるい松屋敷地まで延当に入れて.所 方々
々から偶感 してやっと年貢を納めることができるのであるが,翌年には借銀 ･和子があD,坐
晴紘-1由餌雌になり.やがて比及落せざるを得ないのであるO影石村では年貢の大部分が叙柄
であるため杵 ,特に ,借銀が多VlruであろうO((4虜相参照)いせ.文政 15年 (1850)
までの小飼来遊のJ.-_めの倍銀を調べT･みると.銀5Sr822匁 B厘にもな9,-年分の年賢に
等しい額であるoこの借銀の支払い方法は .10ケ年払い(利子 2- 2割 5分)で .毎年の年
i-‡にそD衝を加えられたらしL^o
i遠鉄に〔第九故 〕の大茅村につL^てであるが.この村は史料も乏 しいZ)で階層分化の傾向を
鳩めることはむずかしいが.〔約九焚 〕でわかる破顔で紀してみると,ほとんど借JGの差はみ
うけちれt.･hoLかし,姓氏Z)中心をなしてしつるのは5石以下の零細盤であ少.幽薬たけでは
生計をたてるのがむずかしい陣庵であるbこれらの良民は ,大茅村内Z)鉄山で行なわれてい
るクタラ生産 と,何らかの関係をもって生計をたてていたのでは夜いかと思われる.すなわち,
砂鉄操典あるV,絃木炭供給等を行なっていたとも考えられるZ)である｡
〔証 〕 1 ｢任泊 小作人上げ｣
上田壱反二付
中田 〃
下田 〟
上島 o
中砲 〃
下島 〃
n8- L2石
u7- q9
0,5- aa･7
u5～ 0.6･7
0,4～ 0.5･a
a2- 0.5･4
､ (/l聴 英夫氏威 r単作国菅野郡如社村精出｣声廠 11年 )
(4)貢 租
こ こでは ･形石村'D ｢年貢米銀勘定日毎｣(中島書男氏蔵)を中心tR:.して･天領における
冥租の諸形態をみていくことにする｡
せず'文政 2年(1819)rL,｢年賢米銀勘定日韓｣ (中島舌男氏蔵 )を示そう｡
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中節年貢米銀勘定日畏
まル巳工9酉迄五ヶ年定免 膨石村
一･高三百七拾四石八斗電子卜三合 本出悠
右Ju-j斬
一同拾三石九斗三升 五合 新田蛇
/高三百八拾八石七斗匹研･八含
内
高三拾四百六斗五升弐合田高之内諾引
同六拾九石六斗五升三食拙轟之内諾引
同五斗弐升 新田封筒之内諾引
同壱石八斗八合 同地祐之内謙引
小以 テ九拾六石六斗三升弐合
残高弐百九於弐石竜斗壱升五台 毛付
此御砺米百三希五石八斗二升四台衝免状襲
内米竜升屯倉切替増
内
毛付弐拾六石九斗八升組合小前於不足
額米七斗七升五台
残高弐百六拾五石層斗弐升八合小 l盲fL持
此野米百三拾五石五升九合
此割合方左文誠
一米伯拾五石弐斗七升八合 三分一袋納
此解式rf七百九拾噴匁債分六厘 但 ン米店石 二付銀六拾三匁六分四度五毛
-米七捨石弐升四合 三分二銀納
比錦PglTfl型百五YLt六九六分八 厘 但シ米F岩石二付銀六拾三匁六分四厘丘毛
一米式石瓦斗三升弐合 米糾
一米凹石七升五台 御□米
此銀弐百七拾靭 五分八匠 豊美票 若美貸出厘五毛
一米式斗三升三食 酌債鬼侶
此銀拾Ltq匁三分六度 但 ′三分一向直段
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-米七斗七升七合 米納 六尺絵米
一一戯壱匁 Jf蜘梁役
外二三厘 御口銀
一米九斗五升八合 末金米銀
/米百四拾壱石八斗七升七合
銀七荘五百弐拾五匁八分三度
･----･中 略･--‥‥‥‥日.
一銀五冶八匁三分壱塵 御戯前入用
此割高三百八冶八石七斗- 八合 鮎 莞 雷昌官
/銀五匁六分七厘
一朝竜匁 鉄砲役
外二三度 御口銀
/銀七耳六百九匁八分三塵
外-銀弐捨弐匁八分三虜 荷科
但 シ銀壱匁二付銀三匁当 り
米七斗七升九台 久米雌
JBシ御口銀rtbiZ百二付米三升五合当 り
｢鍬弐丹田百八拾四匁弐分三度村入用辻
内
銀四拾三匁三分凹厘 入作人足貸立地ス
同拾三匁弐分三厘 新兵衛年賦銀立退ス
同拾匁 三郎右工門立ス
同大匁 去先僻元 リ立ス √
小以テ七拾弐匁五分五厘
残銀弐貰四百給電匁六分六Lit
此別宅付弐百六拾五石壱斗弐升八合
但シ毛付壱石工付銀九匁九鬼六モ式に当ル
ー銀四浩三匁三分四虚
総合銀拾尿八鎗七匁六分五&-
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栄作の天領においては定免法が ,百姓たちの放しVl反対にもかかわらず .享保 7年 (1722)
から実施されてVlる.影石村にL､いても.文政 7年 (1824)の r年貢米銀助定目録｣(中
島富男氏蔵 )によると.五ヶ年Z)定免制がとらtJている｡影石村と同じように天領である,知
社村の元線 11年 (Ia98)rJ｢美作同吉野苦海1社村指出｣ (小松英夫氏戒)によると.免
の決め方が次のように記されている.
一御換見致積悪年 二-御断申上位禍者御見分被為戚御 見合二歩下 り被為下シ着飾･.過
シ諸侯--笥ヶ所切二有文 御担 シ被為成伺過 り層別御引相紗所七分三分二枚
収上歩上納仕候
天領では普通五公五民 .そZ)内三分D-を銀納 し,その他に付加税として六尺給米(媒府の
Jp;順に使用する六尺という人夫TJ給米にあてる).御伝馬宿入用(五街道の問屋 .本陣の給米
か1.ひ宿塊入用にあてる),御威鼎入用(洩革御塔の諸入用(,=あてろため)の高輪三役 ,小物
成(林山年ij;.炎壌年頁 ,麟 代等 )を上納 したか ･上記zJr年鼓米銀勘定目録｣(,Eよろと,
彩石村て怯 ,本途物成･吾掛三役の他 ,小物 [対とLて林山役 ･鉄砲役 (猟師鉄砲 )･)個J雑役
･稚 卜物 としての口米 ･LJ鎖と村人jfl尊を艮租として納む)ていろ｡
次に.どれほど0年員か徴収されたかをみると.下記の辿DであるO
58 i 7 4 8石
292.115
155.854 (
残高(毛付耗L亡b不足分を差 し引いたもTJ) 2^5,128
〔拝 1】
I55.059
- I
これから年良基を計労しでみよう｡実際ru課税対懐に13:る有高は毛付高であって .これに対す
る免は4つ6分4度9毛(4占.り ib)であるか .こ'/_)村にかいて実顔に上納 した年技/.i.毛
付高よb不足分を差し引いた耗融⊂対する免で ,5つ9度 5毛(5a94解 )であるQ一般に
犬鯛と私領との免を比較 した場合 ,天領Z)方が低いとされているrJであるが .西菜食村に卦い
てはどうであろうか｡天保 15年 ( 1842)における免を.天領影石村 と私範としての土浦
領(長尾村 ･赦根村 )と忙おいて比較してみると次のエうにな9,大領Z)方が私領よDも少 し
租率が低 くなっているO
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長 尾 村 5ム-54多
坂 根 村 5446多
影 石 村 49.00%
備考 :彫石村 ｢年~琵米銀掛連峰｣天保 15年よb土浦領
年貢紘普通米納が原則 とされているが,大領ではその三分の一は銀納することに_たっているO
共作の天領では.享保 (17 日 )以後晶質が惑いということから.米約分が次窮に銀納化さ
れていったoi諺石村では .年貫(本逸物成 )の三分の一を銀糾 し,さらに裁17三分の二のうち
を離細分 と米納分 とに分けて納め ,他の諸役におしへでも六尺給米を除いたほとん どが卓賄勺であ
る｡大井村の文政 15年 (1850)Z)｢村明細頒｣ (大茅区有文軒｣によると,
一御年寛三分一直段皆銀的
御年貢文俵先年文元練十二卯年内山七兵衛蘭細代官所の節皆御納二被仰
付皆銀納仕来b申僚
-/｣､物成 御迎上 .諸掛 怠納
御伝馬宿入用 米竜斗弐升三合
六尺給米 米凸斗層升三合
御蔵前人用 銀三拾匁七分六原
村山役 銀拾七匁四分壱厘
此他小物成御運上物納焚而触御座 候
-大豆 上納仕米 9撫御挫候
一小豆桝米小朝 練御座候
とあD,御伝馬宿人件I.六尺給米串は-まだ米納ITあるが,天保 11年 ( 184 0)剛 こなると.
軒下籾を除いた全ては金銀でおさめられてV,る(天保 11年 ｢御物成銀米皆野目録｣大茅区有
文=蓬f忙よる)oまた知社村にかいても.食政 11年(I799)｢ 差出明細喉｣ (/J､松英夫
氏成)には.
御年貢米之俵先年上9髄 約二而僻御上納仕来.)健二付 .大豆餅米小叔文題朗 よ々b肝
米俵
とある｡
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♪■+ 一
耕地i･わずか しか有きない小的百姓の多いこの地方においては .このような年貢の銀納化が .
姓氏生活を困窮させた-一因 とも考えられろO即 ち.年貢栄進Z)ために ,所持田炊 ･林山 ･Ff等
を抵当にして借銀する者もふえ ,さら(,t仕借銀が払えず ,土地を手放す者 もでてきている ((3)
の土地所有状況と牌層柵成の変化の項参照 )O
次に年貴Z)納入につV･､てのべようo rト
特融 こ応 L-て判b付けられた年寅を ,村内の庄監小机百姓一一同が持参 して郷蔵に収威 した後 .
r締出し｣といって .庄屋Z)兼任において指定場所へi蛾 するZ)である｡そこで年功米は係 り
Zj役^Z)肢痘な検糞を受けて .異常1rく収納卓れれば ,r皆済日銀｣が交付されて貨納が終る
DであるO｢津出 し｣ク⊃際 .久米を余分にとられるのが普通であるO こZ)地方7)17ケ村L,i:田
勝(勝田郡旧菓広村 .梶並川流域 )へ r軌 tSL｣をLていた｡
-御城米
仏 シ同郡田殿ハ膜迄六里孝之所†･l届申倣五里外弐俵附壱駄壱里二付駄貸地弐
拾文宛被下恢
(｢発作国吉即如拙吋指出｣元轍 17年 ,小松英夫氏戚)
これによると ｢津出 し｣のとき五里以内のiJf領地 虎例が負担 し.それ以外は ,1里につき
｢弐僻村壱駄｣で 20文Z)駄償僻か=E払われていた｡
また ,この ｢津出 し｣も姓氏にとって大き夜色他にを1ていた･Zrtl.後に拭｢津出 し｣の世
話人を設け .その世話人に鉱坑･手制岱轟を与えて一切をせかせるようにたった｡
一当官再F月齢`可岸土榔付拾七/村御阻親御地酒米津出し之歳 ,村-帯豊穣個放
り且小前人少叉者家内手不足不やもの急徹 し差~五二付 .平米二駄賃手間賃
等見込 .米直 し方芦石二付中将 阜鵡定パ l硝世評役致候者江相渡･/,征米-
仕立御戚納-)I-イL解者 ,旧束有之煉二付手足 T)不申村方モ締出シ 節 .双方為
脇二付-････････････-･-･･省略
(有元氏成 ｢郡年長米納方講足下済之:!JP｣明治 5年 )
〔注 〕 1 I--.･･.･･-･L-lfJ略
残高弐百九拾弐石召斗唱升五合毛付 ･
此取米百参拾五石八斗を升四合御免状表
内毛付弐拾六石九斗八升七合小向於不足
取米七斗七升五合
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残高弐百六拾五石竜斗弐升八合小珊持 ･
此取米古参拾五石五升九合 .
‥--･･-後略
(影石村 .中底富男氏就 r申御年貢米銀渚勘定目録｣文政7年より)
t5) 農民の生活
近世の村は凝滞体制の擬下部機梢としての性格と.日治的な村落共同体 としてZ)性格を来
れそなえていた｡従って,姓氏の生活は領主,D政治的慮図や ,村港内の典Ib=17本的鯛行等忙よ
って.日常生活釧耽苦βにいたる12で強い統制をうけていた.
村での実際の生痛Z)統制仕 .村'D自治的な規約あるい拙申合せ尊によってなされていた｡
貢租や村入用の削晩･決済呑吐じめ.村の道路･塊坊･髄腹Z)攻捗.入会 ･用水権 ,村内諸
行碑に幽する規定寿 .信仰祭儀 ･矧司作業衣食住生活背 ,各般の社会生活にふよんでいるO
それらLri封鍬Liq･排他的であるとともに .村落Z)倍庖構造Z)並み ,共何体tR行を強くfi7J面に
かしだしたもDであるO
以上,Dような誇統制を,華活の細部にまでくわえられている虚民Z)日常生活は ,曲耕生活
Z)附こ,百姓持山 .あるいは入会地等へ行って.わらU-1かつらD根を掘-,て扶鍵の足しに
したり.ふきかや ･うとねを掘って禿 9,その金でわずかZ)日用品'kiT-1い求めた9してか 9,
年君を納めたあとに比食い扶持にあてるためJ,)わずかZ)推激 しか残らない .良民 Z)生浦Z)せ
ずしさをうかがうことができるO
一男棟 耕作Z)聞春かつらZ)根わらび根はb扶持方二仕僚1抄トふきかや又
うと根絶少てうり扶持方二仕儀
一女棲 菜を塀不下方便リ仕候又-めの自分入用少仕候
(小松英夫氏戚｢美作国吉野郎知社村持出シ｣元線 11年)
-鞍但作間的疎いたくれ並 くずわらび之根堀中儀.同女-#薬取藤布致LP候
(大井区有文qf｢村明約帳｣明和9年)
托しさからdlけでようとする出民Z)あがき･hi･勝地Z欄 発としてあらわれているo 山胤Z)こ
の村では ･大規模な新田Z)開発はおよびもつかぬものであ9,山をきbひらき,荒地を開墾 し
て･生産手段としてZt)耕地を拡張する他に方法は夜か1たoそ,)して開かれた耕地は衝立 ･粟
･稗等Z｡雑親しかできない非常に地味の悪V'もZ)であった｡
Iiた姓氏も'Cとって大きな負趣になってV,たものとして,井哩 .土橋等Z)1番難攻惨工事そZ)他
Z)共同作業がある｡
-堰拾六ヶ所水下芯Lij-_拾胃石七斗四升八合
但シ年々人足七八拾人種宛人中倣
LF姓役出シ申僻去年三度招シ申時
分先御領主様よ脚 見分之上二両六七拾
程宛之人歩扶持方被下候当村斗之用水二而御座儀
一川除ヶ所
但シ洪水時分御普請出来 LL慨 へ-､先御領泌 り砕j見分之上二而人歩扶持方
被i旺僻
-土俵項ケJ一軒 長三間三尺
但 シ百姓役thLI出来 り申鮮
(小松英夫氏攻｢発作国吉gr郡知社村指出シ｣jel諌 11年 )
これらZ)土木沓紬は全 て百姓役であ り.かつ強敵的TEもDであった｡そして多 (D場合It,用 も
村持てあったか ,洪水等で破苫Z)大きい時や ,年に何lglも修理 したけれは･/Eらたいよう棚寺に
紘 .領主 よi)人夫TIlが給与された｡
また ,これら一般的た姓氏Z)生活とは別に,当時 .大原庄の古町村 ととも(,C困捕横道rF.tいの
橋場町てあった坂根村 (両村 とも士純絹 )と,村内Z)鉄山でタタラ生産の行れていた大井村に
ついて記してみようo
坂根村には聞尾が一軒 (2人で経営)ち/h^ 属Z)訴諦IrLあた9,.馬継ぎZ)任I.1{あたっていたO
同村に托助輝がいないのて ,構い入れ入場でこれをまかなっていた｡そZ)fR'釦は勝北郡衛視分
村々から少し助銀がある他は村高割であった｡そT,ために .米穀をI,riじめとする諸色Z)値上 9
とともに人鴇Z)駄tlL銭が高くなると.そZ)肪銀の8止連に射たし,しば しば領主t,C助朝D舶書Jこを
だしているOこT)街道比 .京恥へぬける追徴になっているDで .幕末になってtt情が厳 しくな
ると油行殿もふえ,坂根村一村の届い入れ入場で結とうていまかないきれず ,lH-jじ(土浦餌で
ある鰍 rz)役人とも申し合せを行 なっ{.鴫の扱ぎ立 てにあた11TIOそ して明治 22年
(1889)には助郷願いをだしてい･る｡･&た衝コ左脇の他村にも人債Z)調達は命ぜられていろ ,
この際 .鳩Z)いなL.o知社村等ほ金でそZ)支払いをしていたようである｡五街道等 とは違ってこ
のようないtrかZ)横道では:.その設備 も十分で-たく.｢段飽民Z)大きな負頻 となっていたo
大#･一村では ,村内の鉄山にかLoてクタラ生産が行れていた｡その専門Z)クタラ業者は ,掛 l
佐用跳･山陰等から放れとんた人々である｡現在でもそZ)クタラ業者Z)子孫であるとおもわれ
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る ｢手飽｣･｢釜元｣･｢鍛冶｣等Z)姓が残っているOこZ)ようにタタラ生*.D即 鳩i門は .
鞍門井者によって行れていたのであるが ,他Z)砂鉄採塊部門と木炭供給告辞q性 ,その近くZ)棉
^托よって行なわれるカが普通であb .大葬村におvlでもそうであ-,たと考えられる｡｢般的
に村 と鉄山とZ)関係Z)究明はおくれてお り ,こZ)村にかいても詳細はわからないQ
以上のような.戯耕･共同作業 ･夫役等b生活r)他に .顔民生活ときり比なせなVtもZ)とし
て信仰祭儀があるOこれは日本付譜の共同体的結合Tj中懐をなすもi)であ D .また祭礼は村の
衆も選壁な年中行1[であったOそして神社の祭儀に幽しては ,参穐 ･畢食･神串･営出串に共
同体的他行が顕著をr鍬L･,ているのであるが ,今これら物 語る史料に乏しいZ)で.商単に祭礼
拓ついてふれるにとどめる0
倍仰Z)中でも中心rLなるZ)は氏神倍仰であるが ,この地方Z)各村の氏神と祭日を記すと次Z)
ようになる｡
氏神名 村 各 l 祭 日 社 Z)在 所 備 一考
!大原庄大社 筏.ai.如杜 9月9日.11月9日 小原庄古町村 日蕃山王宮珊盛明神 風量 影石.塩谷.坂根 .大箭 西粟倉EE東尾村 岩食専貴兄
二宮大明神 塩谷 9月一口日 D形石村谷口 両諏鮮甥け社-村氏神j入江長 子柵 大茅.坂根 6 15 .明 15B.11月1甥 o 大芽J-村
(｢新訂作盲端誠｣第 7を文化9年 よb)
こZ)内両頭大判神は ｢莫作国吉野郡影石村白岩丹後 ,白岩淡路番中上倣｣という宝暦8年
(1758)4月Z)天徳寺所成文訂D中に .
長尾村二釦座仕衛 屈 大明神-････.- ‖‥‥-･-･･･-････-1･･････-I--
侮年 9月9日桐頭大明神祭礼
御座健二付 一天下車平五穀戯沈氏子繁栄之榊 無怠姐捗行仕 ,尤於神前氏子共
よ湘 '楽棒候二付.･-- -･後略｡
と奉るo
- 言 の他農耕生活と強 く結びついている如 現郎 ついて姓 .
一当村二海 相 之社御座候柘年八月十五日二方 よ々摩 候 .
-当村二駕神祭礼十月十 日二御親立仕二両神繭指上申候
■f
(小松英夫氏戚 ｢美作国富封郡知社村指山上｣元敵 11年 )
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の記述があ9.その他 .様々Z榊 社 ,御堂が各村忙あb村落結合のかなめVTLなっている｡
(藤本裕子 )
第 5線 近代 の歩み I
L 他称女正よ37みた製菓近代化
明治 6年 ,封建的貴報を近代的租税LR:かえ,近代的土地所有権を確立する地租改正が行われ
たoすなわち'新地租は決められた地価によっで淡され .すべて金納化されたので.従来む
困難を年賀の輸送を免かれ ,さらに,地券の交付vTL上ってiilと所有者が確認され ,充巽が自由
にな1,たことは ,出民･JCと･,ては大いなる近代化であ-､たOこれによって.姓氏はおZ)ずと
商品総柄Z)中にまきこまれていったが .lEか ,多 く仕日掛 勺経済 を維持 してし-.こうとした｡
このような情勢Z)中で ,西粟倉村の怨菜がどのエう忙変化していったかをみてゆきたい｡
2･村Z),紙沈, 一勝地分布拭塘一
西菜食村吐 ,全休的(,:かれはわずか谷合に排他を見V･LliナZ)みて ,ほとんど山林地帯であ
ろo したがって'舟 迄をrF'心I/C良薬が行われ ,天才Iz)こと引･土/,･Tiとんど山林で占められてレ､
ろため林-Xが倦んであろO幣料の舶係でこ こにとりあけ ようとする三部落iriともIrL妙薬の融
では村Z)中間的位船Vこもる｡まず .明治初朋Z)け別耕地所有状態をみると弟 1衣のようであ
る0
第 1衷 耕地所有面相 (単 位 反 )
田 畑 耕
知 社 a .1.0 0 5 10.25I
筏させ 一 一 t 4 2 5 l941 地一計 村内-#所有併) 村外者所有 触7 1.2 2 ム 67.8 52.2
2 2 . 5 7 9 り】 ?
1)知社 .筏津は明約8年 ｢地価台触｣vc上る｡
2)坂根l/こt明治 14年 ｢地券台帖｣によるO
坂根村の数字は年代が少しすれるが ,明治 14年の耕地所有では,村外所有者が約 5分Z)1
を占め ,知社村では明治 8年村外所有者が 2分Z)1Lにお上ひ,かなb多いということがわかるo
そして ,村外所有者は ,刑社IjTかいては主I/C神津であり,坂根においては古町 ,影石である｡
たか.柁紬につV'ても明治 22年の ｢有租地一人),lIJ樹 ｢帳｣に 上ると.村外者所有 40多がみ
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られ.それらは古町 .江ノ原 .知社のも2)である0
5. 姓氏席の分解 -明治初槻一
明治初舶にかナる姓氏膚Z)分解の程度をみるために虻.一つ2)手がかDとして.当時Z)耕
地所有規模の状態を調べてみればよい｡ しかし.間蔚忙なるZ)収 ･こZ)村は林業が盛んであ
るので .山林Z)所有状態や他2)色々7=条件を考えなければならないことであるo Lたがって ■
耕地 と山林Z)所有規模Z)幽係i･みる必要がある｡ここでは知･辻村をみてV,くと.次Z)第 2表
である｡ し .
萌 2我 一人別耕地面帝と山林面積Z)齢係 (知社)
(単位人)
1以下
1- 2
2- 5
5一 10
10.､15
15 以上
1)併地面相は明治8年 丁地価台喉｣による｡
2)山林面相は明治 10年 ｢山林bu'測 -j=C1也地価下調脆｣によるo
ここで数字にC)印をつけているZ)は村外者所有であるが,他村でZ)所有であるから.そZ)両
者の親株は余b厳密な意味をもたないoそこで .戟i)Z)村内者所有Z)所有地T)幽係をみると.
中央Z)斜線の部分に数字が典申 してV,るということ性 .これらがか互vlに正比例TL)飼係をもっ
ていることV〔なるo Lたがって●耕地の多い者が山休も多V,とだいたいいえる｡そこで ,階層
組成を考える場合 .耕地所有構成よりそZ)変化をたどってみようOます ,明治5年をみると第
5衣Z)ととくである｡
I
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第 5表 明治5年耕地所有柵成 (知社)
5～ 7 0 ~ー 0 I 2(.5.4)7- lil 2 ｣ 2(1n5) 2
10～ 12 1 2(10.5) 一.■o H12～ T5 0 D l l(7.7)
15～ 2t7 1 1 ｣
20以 上 0 ∩(D) D C(Oと
_A _｣エJ⊥_ ご 上土_oi )一 .
1)明治5年 は慨 地券帳｣VLr上る.
姓衷 19戸のうち,5反以下Z)下層避寒が 15戸で 79.□nAを占めている｡ これは .知社村屈
位者に右･いても7i.9'bて冬17.同様のことが言えるEL)である｡さらに .2反未満の最下層拙
家か非常に多 く75.7解である｡ これに対 して ,1町以i q培層は2戸で .10.5留を占め.
上限iri L7町である.すたわち,下簡塊繁が多いD忙対 して .1町以上Z)階層が極めて少たい
のである｡また ,村外所有者はほとんど5戊棚 であり,多いも2)で Ll町J l戸でみろO
以上D僧Ji.桃成をみると.座民凧が分解 しはじめているといえる○
その後Z)明治 8年Z)変化を･みると約 4衰bようである｡
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策 4表 明治8年耕地所有構成 (知社)
P # 戸 赦 牌) 村 内 所 有 者 村 内 所 有 者 (幼
2～ う I 0
5′ヽ . 4 0 0
4～ 5 2 I
5～ 7 0 ト (.D) 0 ト (o)
10- ー2 2 巨 ) 2 5(2t.d■)/
12.-15】 1 0
ー5 20 1 1
2 0以上 o 】 0(0) 0 o(C))
合 計｣._一･･.__一一=_～ 20 20(川 0) 14 4ー(100)
1)明的8年 ｢地価台鵬｣による
せず .浮田すべきこと仕 .0.5- 1町Z)中点眉が明治 5年には2戸であ1たもZ)か,明治 8
年把捉o戸と7ED.ともに 1- T.5町忙入っていることであるo Lたがって.こZ)状態からみ
ると.姓民届の分解は上下分解 をたど9,中rtfl層が希帝 となって .したしへに柚主的土地所有の
拡大がみられるDであるOせた .村内 .村外者とも(zt同 じような傾向を示 し .村外者Z)一方的
な所有規模の変化結みられないZ)で奉るo
Lかし,こZ)ように明治初肋 こ故民鳩の分解は多少なされているが ,明治54年の ｢地相名
常勝｣をみても.こ7)附子で分場 していったとはいえない0
4曲集にかける商品生産
明治 4年の田地勝手作 bの布達エb.しだhK商英的典薬か盛んになってきた｡そこで .
明治 14年頃の曲産物Z)状況をみると第 5架かととくである｡
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第5表 明冶 14年物産一錠 (知社)
産 額 一 石-斤通価 価 格 r価 格 構 成 比
普 栄 5/.000同 6.75m 5ム4.5D円 ) 82., 幼
榔 米 2.286 6.95 15.89
大 変 6.boo .ち_70 24L32 巨 8+5.2
過 小 安 &rI0 5.40 2.lb
物 莱 452 5.00 L,iO
蘇 秤 720 5.45 .7.48
.大 豆 2.665 占.85 ta20
耗 安 418 450 ;.80
小 計 67.521 I 45G75 95.9
特 蘇 50, (而 2 0(H 1〔川Od勺 2.2軌 56.1(物
常- 9. 1 b lー L44 M I 49
有 運筆 茶 85. 05 425 l n9 14日
物 柿 皮 1てQ. 08 &80 L9 5L1
蘇 溝掴革 55. 05 2.75 0.a 9.8
菜 稚 0.2 圧ヨ 5.Oil L[=〕 0.2 5.ち
小計 1LP24占.I loo_0
1)明治 15年
暢 遥 - - 棚 JK上るo
普通物酷が 95.9解 ,q柄 ■物産か 6.1藤を占めている｡ さらに,米濠が全体の 88.7留であ
るということは .耕地面iLtからいっても他へ移吐け るような･ことJlt考え られず .やは9.自給
的傾向か非常忙強いことを示 していろo これに対して ,婦有産物にL.･いては ,蘇 .緒皮が比較
E =淫.主要産物 について ,その収種山の変化についてみろと節 か表Z)通 りである｡
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第d･.-ii･普通物産反収の変化 (知社 )
(1反につ き何斗 )
栄 櫛米 大変 ノJ､麦 菓 棉 大豆 蕎安
明治 12年 9.54 a85 4505. 5.004 5.00 7.5D 5.54 4.00
15年 }74 a.70 5.50 5.00
4 897 7.DO 44 占O 6 0 58
1)明治 15年
億 産 雲 雑- 収種剛 によるo
この蛍の変 化Z)よ うVC,これらZ)作毛 成熟概況を惣料によbみると,
｢明治 15年日日･･七月中旬気候不順･･･-- -九月中旬二至 り暴風且稀代 ノ洪水 ノ
為二審巨多二至ル･--------･｡
明治 14年 .季候適応風水患者ナキ意 二山側平地/別ナク@_熱 ヲ碍タ･)--･･-I.0
明冶 15年 .(15年 と同様)｣
と橋 起票 離鰍 棚 ｣棚 きつ け て ある0
5.副菜 .そZ)他
代著的 なもZ)として,沓蚕についてみると.
｢知社村費蚕概況
巷蚕家 ノ家 8戸 .原紙掃立枚数 d匁 7分.斬産出高5斗 5升.桑葉一貫目価 7鈍 5厘 .
唖祇産出ナシ.
脊蚕人夫貸金 2d人 8分 .償金4円28妾強8厘 ,
位 ,1EH 八 二付 16鎚｡｣
(明治 15年 ｢諸餌伺届和解｣vEよるo )
感電は胞 に現金収入を もたらし,商品紐帯-Jd.澄透させてゆ く上作正賓であるO知社村にかい
ても半政以上Z嫁 で ●壬 として如女子によって行われているO当時Z)生産 .版元 Z)形憩はわか
らなし､が･明治末期には拳蚕組合を作 i)･都連や九釦の製糸=勘へ直接出荷 していたZ)である｡
さらに･こZ)くす軸を使って地閑期には機を放 り,布を自給 したZ)であるO
また ･木綿についてはこZ)地方では柵作(rlしていないZ)で .兎綿を畏込み .練絹を穀造 して
レヽたo
こZ)ように･商品作物Z)生産や副菜によって .鹿家Z)自給 自足Z)原則がくずされ .しだIvIVE
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商品経済が虚透 してく1-ことに よ1,て ･生活面も色々近代化されてきた.雑に衣本性 産におい
ては ･良家 の自給的 な紡糸は明治末蜘 こ比婆を嫡してし-･るoだから･後まで統t^ている養蚕は
副業生産であって ･もはや自緋 姓 産ではたho･gらに ,衣料品以外で拭 ,燈火用の菜種油 が
石油にかわったb･酒 'ク-コは製造禁止や埠先制にり .商品にとってかわられるようにな
ったo
次(･'C'知仕付における悔出入物埠を示すと第 7=RTuようにたる｡
第 7哉 輸 出 入 物 産 (如拙 )
(血 愉 Lq 品
伯 輸 入 TPR
1 計 52,025FL｣
計 ら2.20円
1)明治 15年 ｢郡区緯計表｣に 上る
これで他村とJT)間に威んた物瞥Z)交換 ,充深75:明らかである｡ こZ)ほか .大豆 .ワラビ.ゼ
ンマイ,炭等 も他国輸出Z)もZ)である｡
6. 明樹時代以前ZL)教育
江戸時代には西粟倉村を治めろ領主が交替 したD.故帝が分領 していたため ･感立孝枝TD
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ような教育設備もたかったDさらvc,山関都VC位催 し'戯林薬を中心として生活しているの
で.十蚊に教育Z)必要を感 じている者は少なく,たまに志のある者は神官 .僧侶 ･医師VEつ
いて ,レ､わゆる寺子屋式教育をうけていたDである○
この村忙おいても寺子屋壮W,座応 2年 (18aa)長尾村に開かれ.そZ)規模は教師 1
人 .男生徒 25人であ9,教師として紘岩倉寺Z)庄塀諏訪尊信があた1てVlたZ)であるoそ
i)ほか .知社.筏碑村に節係のあるもe)として .宙町には文久元年(18日 )高畑良元に
よる冊供堂が .さらに文久 2年 ,小坂田三折に上る寺子屋が開かれた公であるoこれらは ･
55あるいは65人という.かなb規般Z)大きV}ものであD.そZ)中に女生徒 も15人づつ
含まれているということは注目すべきことであるo
こbようた徴柚のもとに ,耽nl.習字を主に鉄労 .日用文の初葬をも習っていたZ)である
が ,当時において比寺子屋vc油う者は:とく一都Z)人Z)みであbI-一般の人々Z)間VCまで教育
は普及していなかったのである0
7. 明治期における教育
明治 5年 (1872)学砧-Uの頒布vcよって教育Z)教務制を実施するようになり.従来Z)寺
子尾は明治4.5年にほとんど廉薬されてしまったZ)である｡
そこで,西穀倉村にかける学校の変遷Gi)は次のようであるO明治8年 (1875)影石村
Z)江見涼太鮎宅を借受けて ,守展小学校を没忠するo明治 10年長尾村Z)岩倉寺に移転する｡
明治 15年影石村Z)春名又右衛門宅に移転する｡協議の結果 .弟-支校を坂根村に.第二貴
校を廃 村Vr_分潜する.明治20年第一支校を廃し本校に合併 して,本校を岩倉寺に移す｡
明治 22年影石村Z)尾久土煮尊宅に移転する｡明治 25年第二文枝を廃 し.更vc坂根だ'･.Ii易小
孝枝を開校する｡明治26年坂根締易/J､学校を廃し.守其卑小草校に合併する｡明治 26年
形石T)六地故に新築移転する.明治29年学級増加によb.影石の姶曳徳政蝕の納屋の二倍
を教皇にする｡
明治54年二校鮭hlを指定されるO明治 55年彩石尋常小学校 と改称し,-校には高等科を
必き,西果紳 常高等小学校と称する｡
批忙学区Q)については明治 15年のをみると,守兵学区の通学区域は.好石村 ,大茅村 .
坂根村 ,長盛村であb,知社村 ,花韓は古町導と同 じく旭導学区である.
それから学齢児盤に附する状況をみると.明治 19年(188a)の小学校令施行当時に
かいては.就学歩合は男 78,46車.女 dAD7弟であb.也.J捗 合は男 67.25多 ,
女 62.16%である0
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以上 ,西倉村VCかける教育の進展であるが.明治 17年の小学校等科規定によD.守束小
学校は中称等科であったので ,高等科仕旭洋小学校と適合授業していた｡けれども,明治 55
年尋常科と高等科の二校がおかれる忙至D,教育が｢般zl人々Zl間に広く行きわた9.進ん
でいたとlとがわかるo
参考替料 .証C1洞 山県教育史上巻 ,亀英田都議.亀岡山県教育史中巻 ,@:英田郡誌 ,⑤岡山
県教育史中観
そのほか ,英田郡思考(縦口松玲著 ).簡山県 跳胎悪下巻b
(山本洋子)
- 1?ち--
第■:3章 人 口
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第 1節 人 口の 動 態
この研究は住民登録によって昭和 28-昭和 57年の 10年間の転出入につV,て研究 したも
のです｡住民豊錬vcは各世帯ととに .氏名.転出入年月日 .転出 ･入地を明記した ものです｡
そこでこの研究 も転出入人口 .確齢 .転出入地 ,転出入年について Lかまとめることができず
特(･r職種 .転出入野由 ,職業的地位 .社会的地位等を明 らかにできず .内零.として繋面的な数
字の野 JVC終った様に感じます｡
狭少する~西粟倉人口
次の う頚は昭才 28-掘和 う7年間の総転出入人口を各鑑別 .男女別vc囲硬化 したものですO
さて .各年総転出人口V;1100人を越え .ただ昭和 55年(,cl0D人を下まわるたけとV'うか
IAJb政しい人口流出が行なわれているO特vE昭和 5i .57年vj150人 をうわすわってV'るO
それでは各LF-の91J女の転出人口はどうであったか の 点 を明らかにするため第 1図を脊vlて
みた｡ (グラフの数字はその年の人口流出英数である｡ )グラフを見ると男子にか^て相 .昭
和 28年～ 52年までは 50- 60人と一定しているが ,昭和 う4鋸を一つのど-クとしてそ
の前後帖かfeり淑少 してV'る｡昭和 う6 .57年は又大きく増大 してV'る.女子の場合昭和28
年 を一つのt='-クとして .それ以後昭和 5う年まで減少 してV'るがそれ以後 70人台に増加 し
てしハるQさて男久共通 してい ることは .昭利 5 4在 をピークとして .昭和 55年と昭和 55年
/A:塵端な狭少を示 してV,ることであるDこれは都市の骨気 .不許気 .曲村の不作等がからんで
の現象の横En:一Llわれます｡そして .開利 56 .57年は夜気回復 .さらVE鐘英を見切9離村 し
てい く幌向がこの楢 72流出を示したと思われます.
さて,この楯にかなり激 しい人口W.出が行なわれてV'るが ,転入状態はどうであろうか ?
この間広に卦いて就職の峨秤 ,職人理由を明らかにすることができず残念ですoそこで .転入
人ljについてのみ見 てみよう｡窮 2図円それである｡このグラフから昭和 55年まで常vc如 巨
の方が多いこと .わずかに昭和 5占 ,57年忙 1名 .5名と男性が女性をうわまわっているo
このことり次作述べ っ転出地vcJ･V,ても女性が近県忙多V'とV､う郡から考えて ,結婚まで一時
()'は 出操がかなり多vlということが考えらTLる｡また ,男性のグラフで一年梅に増加減少 して
V,ることであるが ,これが何vc湛凶してい るかVj明らかVCすることはできませA,aV'ずれにし
ても各年総転入敷け50- 40人春慶でそれ程多く相見 られなvloただ昭和 5 5年vc多いとV'
うことが特徴日加こあるにすぎなV,｡
以上転出 ,転入おのおのにつvlて特徴的T=ことを見てきましたが .それらと総合 して ,社会
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的減少状態をグラ7(てした0,1が第三回である.こ171グ ラフか ら昭,in28′T7-.5HT･:.5d年 .
57年が最高で昭和 55年 .55年が倍低の社会叔少 を示 していろoこの 10年平均 95人 と
搬少 してV,ることirJ.当村の経済的な問題に関係あ りそ うである｡さてV｡J和 28年に社会的減
少の多V,とい う串は搬後日-Ai5.折の安定に伴 ない抑 者が盛,(Jに都市へ出て行った為 と思われ
ます｡さて .昭和 55.54 .55年の増蚊現丑であるが .このこと(,1日本経済の祭気 .不祭
気がこ,D様 な粧猷 せしめた様に思わかj=す｡そ して昭和 5占,57年vc在ると急政に転 出が
行なわれ ,それに伴って社会的減少 も増大 して行った｡これには[;t気の上昇 も考えられるが ,
当村がL附で耕地面材が少 なV'弔,山林所有状態で持つ者と持たぎる者 と,D差が大であること,
此弟妹本法等o'D政府の政筒も杉窄 してこの様 な淑少 を示 した梯(JLr思わy _す｡
以上の棋王†こ-W ･均 95人程当村の人口は減少 LでV､るわけであるが .過去 10-/串間の総汁を
女･･- 2 1 8人 .合計 う8 0人 ,ゆえに過去 1d年間に 95 0人が当村 を去 ったこと(/C在るo
この申ケコ県北一倍に見 られる郡で昭和 5占.ら7年と転 出が若 じろしく増加 し･てい ろこ't;から
も増々当村を出てい く人は多くteるであろうと思わ才l~ますD
?
??
??㌧ ㍉
?
?
?
?
? ?
?
?? ? ? ? ? ?
糾人
: ∴ _i-_=1-I;-1･一一
? ‥
? 年 布
十 日~1-十一-一
美 寿'Li-i
㍉ 二二 三
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乱′iJ 天 元 看 三 重 ≡ 高 言 真 言
第三暮勾 西粟倉村転出入人 口(昭和 28- 57年)Iけ
〔盛んな20代の転出入 〕
今 iで転山人人口を見て果せ したが .どんな年齢の人が主体花のでzTDろうかiそこで窮 d囲
む作 bましたDこの図は男･女別に区分することVtLました｡それから年齢区分打 10代を三
つ拝外 LたOつまりldオ～ 16オと17- 19オと介け ,甲学卒かそれとも高校卒かのたい
ItVl'L)日ですとするために した｡ しかし.昭和 28年頃は高校進学乳つ低t^為あま り正硫在も
:)ではT=vIIjCしても,伯卸 52 ,57年 frjある窄監正 しV,棟に思われます ｡
さて ,この組から転出把かV,て男女とも共通L,E20代が殺高 .次いで 1A- 16才の甲学卒
がr=bIV)てLへる｡ との様に岩V,層の軌 が多t,1とvl')-Jik]現在日本の一般的傾向と思われるC
また .14- 1占オの人が多いということyj.凝宕削(･J困難 なため高校in:進学すず ,就職 して少
しで も挟蕃家族を叔 らそ うとV･,う家定と ,一方山持 ちの裕福在家握に.かいて .軌 LJ.岡山･.T高
樋 て進学 した ものもかなりある劫 ,この様な現象が見 られたと思われ る｡ しか し,後者招それ
程多 く孜V'様Tlc思われ る｡例えは ,昭和 57符の西薬缶甲学校の就職者は男女で 45人となっ
てV,ることからも考えられる｡さて .こ こで五･もしろV,現旗pj.転出yc･13,V,て 14- 1占オ ,
17- 19ノ｢屑が停滞 .またpj減少 してV,るのに対 して 50- 59オ層が漸次噂加の傾向を示
LてV,ろことである｡ しかし ,この理由招明確にでき7fせんが ,その甲で男が多vlとvlう革相
当TIの林業労働 係 と関連 して考えてvlかねげなら改V,様vc思われます｡それかか14才未満の
年齢層と 40オ以上の年齢層の転出か昭和 28年- ･2 6解 .昭和 52年-- 14飾 .昭和57
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年-- 2 2帝となっているが .これは家族 ぐろみの転 出 と考えられ る｡特に昭和 2 8年は当時
疎蹄者が都市-出てレ､た如 こ多いと思われます｡さて .以上の様に若い世代の転出が多いが .
転入状態に･かいてどうであらワか.式から見て男女共 20- 29オが多いという叫 である｡ こ
の転入理由を考える似合硝子と女子(,1'.異 な7J楓 で思われ ますoつまり.男子において什一時的
出熱 -･【奉る('Cしても ,十･L-,Ib琳策の失敗 .借金琴で滞 って来た人か多いと思わ,hるoLかL女
手の場合になると職弟の失敗 ということよりも ,蔚蹄まで-鴨的出稗が多いことによil.女子
の転入が多いとい う一軒｡}'1-;tLに当村への炊人のあとであろうと思われますOそれ以/jLの年齢層
でtr11 4オ未満では父母 と帰郷 した職業失敗者 とJl:-えらttるC そiLから17- 1 9オにかたb
多いとい うのは耽熟す･Jfl･ものと学校卒某省か一 応 相称 している為 と思われすすo
以上 5か年の転出入伏建 ,i･見 -1し-/,=が ,転出GrIおL^て , I 4- 29オの若h世代が主体であ
る7TJI.而次 50- う9オ僻の人 も増加 してhj:,ことと .家族 ぐるみ(7)転 出がかな :)みられろこ
とでみるo一方転 入Lrl転出入rjrL対 して昭利 2 tHF--･12 1帝 .昭和 ,J2鑑･.･･20解 .1耶IIl
･J7在･･-2D車と-/Iっているが .これらのlJT.一郎 丁敬で夕北 .それに女牡の場合 ZD付,I)多い
とレ､うことぐ班別仔と多い､VLTr凋係 あること,_?楓 ′思わfl･ま･ナn
.Ajn; d rjJ
転 出 年 齢
-リl 女 jB 衣 男 . 衣
14オ 未満 8 21 9 5 15 1ー
1 4- 16才 ー1 19 9ー 19 15 15
17′- 19オ 6 15 6 5 ー5 5
20.- 2 9オ 2〔) 28 21 ZrJ 54 う5
40.ー 4 9オ 4 1 d 6
50オ 以上 1 2 1 2 1 5
I129-I
転 入 生 齢
l年 年齢 S 2 8年 85 2 年 S5 7 年罪 女 胡 女 輿 衣
14オ 未満 A 1 1 4 1
: 1d～ ldオ 1 1 2
ー7- 19オ 1 1 2 S 2 2
20～ 29オ 5 1▲ 5 A 6 1う
う 0- う 9オ 2 1 1 d
50オ 以上 2 1 12
合 計 10 2 ー ll ーう 21 16
この様に人口締出が見 られるが .一家族甲とのくらいの人が転出しでいるで参ろうか? こ ト
のノTtを･明らかにすろ.7:5,唱和 28- 57年間の稚計した図が次図 (第5図 1である｡
第 5同 家族中の転出人数 (828- ち7年 1
長竿大 男: 坂 根 筏 韓 知 社 長 尾 彩 石 合 計
1 冬 28P 1d 8 5 う9 82 158戸
2 名 28 17 A 9 う2 d1 ー51
う 名 15 7 d 6 55 う 0 95
4 名 8 6 5 d 16 19 58
5 名 5 7 2 1 9 ll う う
d 辛 5 2 2 1 5 8 19
7 名 1 1 1 2. 5
8 名 1 1 2 1 5
9 名 2 1 ち
さて ,ここで一つ 仮定を立てて考えて兄 上う,つJ3:D,一戸あた171- う名の転出は家族甲
ある人が転出したと考え .次に一戸当 b d～ 9名の転出は家族ぐるみの転出と考え .甲半不明
一 150-
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と考えて見よう｡そこで ,衣から(lil- 5名の戸救 うdd戸 .6- 9名の戸数 ち2戸 となって
いるが ,さて .ここで当村の全戸数 ;i:みると帖和 ヱ▲任 dD†一戸(昭和 28年頃の資料が机 へ
ため昭和 24年の食和 事を見る) ulj和 57生 557戸と45戸の減少がみられる｡この年か
ら昭和 28年以後 10年間に家 ぐるみの転出7TJ･多かった板4,:思われます｡しかし,それよi).･寸
家族甲のある人の転出が 507戸甲 58d戸と非糾亡多い.そ,TIVL-A- 5名の転出戸数 ある程
度考胤,C入れると.ほと人どの家に誠かが転出しているこ とt,;:;'Jるo
〔盛んな阪神方面への転出 〕
それでは人 々はどの方inJ⊂転 出していろだろうか｡ (これ州】召和 28- ら7年間のEi･:民豊錦
にJ.卵転出地の記入されているものだけを如劉･L,た!二め転 出実数 よりIcf多少 .少 な(なってレ､
恐す｡)せず .その実態を示すと男子irJ:第 1位兵Jl雌 -199人 (54,8俸) .JiLT大阪府-
141人(24･占啓) ,町 Li県一 日 5人 (19.7〆1 ,鳥取県- 26人(45飾 ).東宮都
25)､(4.0留)の順で .女Tの場合は酢 1位兵岬 頼 - 2 5 8人(うa9襲う.以下 勘 LJ県
177人(29.2虜 ) .大阪桁- 92人(15.2襲l,鳥取県-うd人 (5.6飾 ),東京都-
15人 (2.1車)の肝である｡こ こでJA ･女に.かしへで軌 山県 と大阪何 との順位が変 っていろ｡
しかし .爪県別のJI-センチ-ジを見ると第 1位の長成県で女子のプ,-が4.1弟多いこと.岡山
県においては女 子が Ia 5秀多レ､.さらに鳥取県lH/L･-Lても11車多い ,一方男子けjd振田へ
9.4啓 .東京齢- 1.9価と多いことけ一般幌向として91子よりも女 7-か近県 ,煉れ-の転肘か
多いといえる｡これは結婚前の一時的Lti掩 ,散薬 .女子は遠 くへtlJ.さない という .父母心理的
た両等がJA･'Z坪している･Snて思われます｡ この-股的傾向は転Lfi地を･一周紺分 した場合 .-屑明
En:I.'VC.lZ言われていると思われますOそこで男女別にFF.山地の多いjl削7二ランクをつけて見 ると.吹
の様f:去V(:fJ:ります｡
1 2 う 4 5
幼子 大股市 (1171 神戸-rTI(55) 姫路丁手Ll(･151 伊丹市 (28) 岡ILl市 (28)
女子 大阪頂 く 79) 神戸市(5b〕 姫路市 (471 大蛇町 (I,7) 群山市 (うり
d 7 8 9 10
･5t3子 東京都 (25) 尼崎市 (Z21 .1的lh-fl-(I.8) 大脚町(171 智頭町 (161
女子 伊舛市 (26) trF･]LU市 (2日 佐け押目 22) 東粟倉 (201 智頭町 日 7)
尼崎市 (20)
i)).女共に 1- 5位まで順位は変ってLへませんが .大阪桁(･rついて･95子が 40人程多いとい
うこと.次のJR位に男=jlL,E比べ女j'V:1大船町 .軌 Lj市 .佐用町 ,東粟倉とすっと近 くの町に転
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出していることであるOこの原因として .節 1に郡ff=J-の性椿 .つまり,韮工業とか .仏紙工深
部~市とかV11た性帆てよって就職する都市が93女RiH.i-おV,て異 なること.第 2に女子の近県 .
1勘勺の転出の多Lへのは一時的出稼 ぎ.媛ゆきが多いこと .^3il;5に進学th=も.いても女子よ9男子
か遠方,?学校-､いく佃hlが強いということ等が主 なる珊Fbと思われますこ
さて転出地を見ると男-+I80aA,女子88.9啓と都市への取出が匡倒的に多いOかt.仰山
堤 .鳥取県t′こかいて町 .村-の転山力呪 られるだけである｡ これは男女耗一時的出稼 ,特に鳥
収県へ仙 Ll林労触者 として出ていく人が多い ,又 .女 子の場合結婚vrよ〔て出ていく人が多い
からで;Ibろうo以上vE.桜(,L,男女共に県r′1.大阪府 .兵Jal鼎への転出がFl別的であるということ .
しかも都市がほとん どあることですO又 ,女子･y:i-時的に近腺 ,県再の転 出が多いということ
が7-Tえますo
ヽ
〔2',し弓勘J..島取県から瑚転入 】
-さてそれでは'転入状態打 どうであろうか .男計 r第 1位岡山県 45人 (2a7多) .兵庫県
28人(18.7解).大阪,僻-2d人 lld車 ) ,鳥取県-16人(1a_7多) .その他 う9
人 (25.9DA)の胤 女子の場合 押目成 一 88人(Ad濁 ).鳥取搬I d 5人 (22.5帝 )
兵姥県-～6人 (18車).大阪糟-18人 (9魂 ),その他 15人(7,5多)とTEっているo
i'lTJ.入寒 (これ城転出入Elに対する転入人口の割合である)を見ると ,
明子 鳥取県 d2車 .その他 d1.9啓 .鬼rJlう895,大阪府 17飾.兵j]TEiR-14多
食:i'-鳥取県 15.2飾.県内 50髄 ,大阪術 2〔】碑 .その他 19.1Lap,兵m_鼎 15腐
さて ,ここでW.入寮の衣を見るとgj手の その他 '^の地域をのぞいて.師 工.勘 u両方が多い ./
こLrJ叫 i前辞した軌 ,亡笛巣倉の他部的付蘭かi:?貿え一時的出稗 .嫁入の為であろうと考えられ
･ri,oこの叫は地区別転入状態を見るといっそう明らかとなろD
ljl千 万枚TF(17人) .大原町 (81.智田町 (8),姫路市 (8).軌 1価 (7),
鳥恥巾 (d l
衣-Il'･智jirJ町 (271.大脚町(221.挿し怖 (71,東粟倉 日 41.大阪桁 (111 ,
剛 Il(91
判子 神戸市(a).伊丹rl1-(6)
女+ 鳥淑Trl(9) .佐片町 (81,姫路市(7) .神戸市 (7)
の脈 である｡以上だ軸 から鳥取映 .岡山LrJL-への転 出は一時的夜出横が多いとV'うこと,それに
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対し他の県において妊職業の失敗がかすれbi'永任したい意志の人が多い様に思われます｡
以上西粟倉村の人口動態を見てきましたが .一般的傾向として,耕地面魂の少 ない山村で
あること,地割 勺位渡等から若者さらに家族 くるみの転出か多 く年平均 95人程の派出をホ
している｡つま卵召利 28- 57年間灯転出 tさう0人 ,転入 58口人 .故に .950人の
社会的叔少 となっていろDそして昭和2 8- ら7年R1に自然増,ttlは出生 da2人 ,死亡-258
人 .故に .2ち6人増加oそれ放(,.711人が過去 10年間に減少した叫になるわけであ
るDこれは今日日不の堤河状意を如葵に示している嶺に思われろ｡転入t,C;k､いて-般軌i女
:+が多いのは嫁入がかたbのウエイ トを占めてvlるためであろう｡そして.転入状態から近
県 .県内-の転出Id出樺的fLもの .進学等が多vlが延方-の転出は当村 ,FI･去ろうという慈悲
の人が多い様に思われます∩
いっ,hl.こしても昭利 56 .57年の伏懐-/,.)ら,噂 当々村の人r-]は淡,少していくこと抽いえ
そうである｡
次のd岡tri転出入な概数的VC杷顕して示 したものでもそしてA,7- 1U榊/r1-帆jJ.入td_1†瓜
ごとrt･:ノト区介して ,その奄教書･示した衣ですO
窮 dli] Ff7搬別続出八人Ll(何例 28- 57年〕
男子 転 出
監 ∋ .od人以上
圃 20-50^
研 5～1□人
工≡i i- 4人
‥?
??
?
?
??? ??
???
? ? ? ? ?
? ??
?? ?
? ?? ?
???? ??
‥ ?? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
女子 転 出
IE19口人以上 Tニ'二/..ノ..､
魁 50-50人 ､良
夙 5～15人
工二1 4人以下
?ー ?
?
?
?
55-
? ? ? ? ? ??
????
??
･Jf‥喜.冒.
?ー? ?? 〜?
? ? ?
??
?
? ?
? ? ?
転入 (男)
L～_ll50人以上
牌 27-T5人
振田 T0- 5^
Eヨー 4人以下
白3;7囲 市町村別振田人血 (住民登録抑)
岡 LIJ_ W'
転入 (女)
旺r80人以上
匪150-25入
園 1ロー 20人
l≡] 4人以下
＼ノ㍗? ? ? ?-･､l一
??
?
??
‖山 名 .総 数 罪 女 地 名 級 数 功 一 女
仁)く 原 町 54 17 57 英 l上l 郡 内 2 o ! 2
津 山 可 52 18 34 赤 鮭 都 内 2 ー2 l 0
湖 山 市 51 28 25 久 世 町 2 70 2
信 一袋 倉町l 25 5 20 村 内. 2 2 0
r表.' 作 町 15 1 12 I 湯 郷 町 2 0 2
lI(/F 東 町 13 0 15 lI西 大 寺 市 2 1 1
).lJ:.庭 郡 内 .8 4 4 l 邑 久 靴 1 D. 1
日 'F 鹿 町 7 7 0伊 部 町 1 0 1
】亨七 野 市 7 6 1 三 石 町 1 ロ 1
一児 鳥 市 8 1 7 ilL舞 郡 内 1 0 1
｢ 一L- -1苫 lT 郡 pt3 7 5 4 鴨 方 町 1 1 0
信 的 町 占 5 5 江 見 町 1 1 0
ドi[l 生 町 4 21 2 盟 槻 市 1 1 0
I新 見 市 5 0 5 勝 央 町 1 1 0
.1 754-
兵 庫 県
[壷こ= -~ ~-4;T 訂 i神 戸 市
姫路 市 92 .45 47l
_煙丹市l 54 28 2占
■尼崎市 44 _一旦12 2〔】
佐用町 52 10 228川 西市 0 2
1西宮市 17 占 ll-｣- 15揖 保 郡 8 15
臆■ 野 市 9 5 4
rfT A 市 7 5 4
蘇 .触 苗 O 2 4】
明 石 市 A) 4 2
州 _室. 捕 ム 0 A
西 一~J脇 叫~訂 ｢ 5 1 4
高 砂 市 4 0 4
.加 古 川 市 5 2 1
千 推 町 2lL . i 1
生 野 町 1 1 0｣望楼 市 1 1 ○武雄 郡1 1 1 0
l石 井 村
L且 _ー _ 封
窮 B凶 -lrl=J( 出
大 阪 府
~布 施 市 2 2!0
j=i 域 て打 2 2 Ll
高 批 市 11 0 l1
枚 帆 布L l ･3 1
吹 田 71 1 io! 1
牡 Ii )lL虹 ⊥ 1 O
八 尾 市 1 1 ~ー一,【･.■Lu;
鳥 取 県
l搬 及 び 地 方
香川酎去蒜
カル ホ ル ニ ア
群馬煉 榊生市 -■~-て丁~~ ■_ニ ト_
l叩J'HrJl不能ト 22lo歓臥航(秋m市 2 2 0
宮城県 f不 能- 2 .1 1
J大介煉 t不 能 5 1 4
ト∠上土∠三一 一一十埼玉鋸 .I誌-I;17lRZ. 4 2 21 1 0
Ll,塀煤 (益 田浦J 5 5 __｣ L⊥
+ +.紅 1 口 1
1 0 1
1 1 ∩
愛- (讐 5 5 2
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転 入 (528-57年[捌)
岡 山 県
地 名 総 放 輿 女
大 Lhril 町 55 15i 22
津 山 frj' 24 7 17
岡 山 市 17 8 9
東 粟 倉 村 14 0 14
作 東 町 8 4 4
!美 作 町 4 5 1
畑 山 郡 4 1 5
一ye. j誌 市[ 4I 0 .1
小 田 部 2 2 O
iJJil 戊 uJ'. 2 1 1
英 m 郎 2 1 1
心i Jk 都t 2 0 2
!久 米 都 2 D 2
.勝 央 町 ー 2 0 2
!網 漁 町 1 1 0
】勝 北 町 1i 1 0
i利 気 mT 1 1 0l
I/,;ポ 義 町 1 0 1
l新 見 市 1 0 1 l
!3.i LJI, 柿 1 コ 1
叫j 波 村 1 0 1
仁 ⊥二 道 郡 1Iio 1
!缶 政 市 I 1 0 1
£ib:. 計 15145 88
兵 庫 媒
地 名 総 数 r盟 女
姫 路 Tfi 15 8 7
神 戸 市 15 a I 7
伊 tlJ. †打 10 占 4
佐 用 町 9 1 8
梯 保 郎 5 1 4
iJと 崎 Tr,. 5 T l2 1
孟 噸 市 2 2 D
西 脇 市 2 0 2
相 生 市 1 1I 0
西 宮 市 1 1 0l
抱 卵 市 1 0I 1
声 良 市 1 U 1
赤 地 fh- 1 0 1
総 計 64 28 58
鳥 取 IJt
地 名 総 赦 功 衣｢ ㌫智 萌 町I 55 8
鳥 取 市 15l a】 9
八 田 郡 内 占 1Z S
汲 伯 伽 2 0 2
三 朝 町 1l l 8
米 子 市 1 0 1
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大 阪 府
､■
昌hL . _･■,市
l守 口 市
風 域 市
布 施 市
総 計 【
そ の 他 の 妹
91 4
∵‥iiiiir ~一心
2; 2
l岐阜県 L大垣市
OJ I甲 共
L'l<及 び 地 方 i総
.ELF,顎5県(桐生市
? ? ? ?
? ?? ?
?ー?
?? ?
知県 (
奈良県 (
大,tTM】
不 離
2J I 0L 2
徳占.lラ粕 (不 能 等 l l 1
l
竺型 旦 L J十 二宙雌 (不 能 I 1 i
磁n振(夫津市 : 1 r 1l 0I_ _ : ~ ■-l-F'.`一
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1l o
U l
婚 姻 圏
これむ研究するには .職前 ,轍後と対帰しながら見ていくことが良いという酌はわかってい
ながら,剛 uqの関係で槻後の状態についてのみ考 察 しましたoそこで ,職後経済の不安定な
状掛 t.･hlける当村の結婚年令はどうであったか .特に職争を避けたそ牌者が多く一昭和 24年
に村最高の 5,200人程の人口を有していた当時の状態を考えて見たいと思い ,資料の点から
昭利 25年を1つ遥びました｡そして ,現在の状態を知るため .昭利57年を選び ,その甲間
の如きを知るために ,昭和 50年の ものをまとめてみましたO
結 婚 年 令
そこで ,当村の蕗婚年令はいか狩野 ヒしていたかを明らかにするため ,1臥 2図を作･,て
見せしたO 徴 字は結締の組数を表わしますO)節 5凶はJ早婚か晩婚かを見るために作成 し
たものです｡
さて ,特色あることを上げてみると,折 1rL脚 昏教が次第に増加しでハろことです｡昭和25
歳 1回 結-'婚 年 令
昭和25年 (合計 55組) (住 民 金 額 繕 )
･㍍→.r i.20- 浦 上 24才i25-29才 5□～54才l 55-59才 40′-44才
20才未満 I
l20-24才 1(5_0タカ 4(12.29.I)9(27,5hi) 1(5.0,% I
25.-29才 5 (9.1リわ 7(21.2,め 2(A.1%)
5□～54才 2 (6.1鉛 1(5,0%)
55.-59才 い (5.0ク,a ((5.0%)
昭利 50年 (合計 54組)
i憲畏t20才-20.-24才ー25-29才,20才未満12(22.2粕 12(22.29T.J 2 こ5.7U/a20.-24才1 (1.9%)'16(29.5ク∂ 7(12.叩∂
1ー ■-U~ー ~`一つLーー●',J u〉~',Jr'〉',-.一⊥ ･.1- ~T1-lー′J
a , l 千
a
1 (19粕 1 (t9%) 1 (t9粕
I 1 (1,?%i i
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昭和57年 (合計75組)
20才未緬
l妻の年齢
20-24才
25.-29才
5D～54才
55-59才
40-44才
50-54才 55-59才 40-44才
7(9.2粕轟 2欄 ,I雲混 憲 6")I + +
1 (t5畑2占(545%)Ill(145!kJ (t5ラ盃
1(一.さyn)■2 (2.4%)I (15,uD-
2(2.d%)∫i (1.5叫 山.
; + -I～ Ll l,O*-二 コIA_ __｣ _._｣
餅2陛j 結 婚 年 令こI-I -I- -I-I~｢＼ 伸婚(20才*Lt･,AO -I-L-~t｢t ii- =晩婚(50才以上)E20-29才
57.5,Oil'(1
5.7% (5JJ
1.9.% (1ノO
24.9yn(19ノJ
1t14% (8ノ0
平 均
22.42才
19.82才
牛と57年とな比べると,実vE2倍以上となってい1すCそこで ,この間感を少し考えてみよ
うと.i払い-1すOさて .穀秘結約数vj少-,iい棚 [125年ですか .これ'rIは 1つ .若い^の艶対数
が少ない.他は轍後の経声相場 放たため ,の 2つが考えられ-･{す｡前者Lp=ついてみ ると･1年
前の食料Gg_告見ると5,200人程の人口をもち.締溶滴令脱の 20代のhjは多く･人｡構成も
l
ピラミッド型を･しているO このような里から,若#･の般対数が少ないということに虹Trりかね
たいo Lかし,ここで考馴 ⊂入れてかくに必零かiiは .太平洋轍争に上って･I.由令糊の-1弓子が
i かなり死亡している苛であるO当時 (昭和 25年) 20- 50才'･,C当る戦死者,g(が 81名あ り ,
この珊/紘 .参る程鑑結婚款が少ないi叫こ形練しているように思われます｡ しか し･このようK
I
n･ 耕地面tipL･の少ないことく,Cより,生晴軸難なためVC･この様を結果が生 じたよう忙思われます｡
マル な状 態 に輔 ってきたのでI.Fiないかと思います｡
■'
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さて ,結婚年令はどのように射 ヒしているであろうか｡そこで第 5図を見てもらおうC平均
年釦 こ上ると昭和50年は男子･.-22･42才･女子--19･82才と ･昭和 25･ 57年に比威
して5- ム年早いということである｡僻VC昭和 50年で性 ･20才未満で結婚 した人が ･男子
....241%,女子--4a1%と早婚者が非常に多いoまkn召和 25年 と57年 5,比戟 して
みると,50才以上の晩婚者が男子- 12･4% ,女子- 7･7%と一昭和25年の方が多いO こ
の三例の結果か ら.晩婚者から昭和 50年前後忙なると早婚者が増加 していったが ･現在次第
(!こ晩婚者が増加して来ていることが言え.そF)である. こC)上船 前述 した様'/C'昭和 25年頃は
生活別離のため忙結婚が過れていたが ,やがて日本経済の安定vc供ない r生活Kもゆと9が生
じ ,農村IrLおいて肢帯rL早婚が多くなったoLか し.昭和 27- 28年頃から '都市-転出し
てい く者が増加してい った｡そ して .結婚適令動になっても収入が十分で夜いため ,晩婚が多
くなってい った.｢また泣付にも小 ても,都市の生洛依式 ,文化等が番人されるVCつれ ,次窮に
泉抑 年令が退 くなって米たこと,それに苗等教育を受け る人も多くなD .このように結婚年令
がiJ･そく,なってきたのでは ないか と思いますo
地 婚 圏
芽1,51表 虎 とb
qjiii iij昭利55年
iH 近 85% f 65%
線 ゆ き
昭和 25年l 帖和 50年 附和 57年i
i付 近 67リ6 ' 48% I 55%
そ の 他 55% 529{. .｣ 竺 ｣
法 付近･･-岡山県虎北部町村 と鳥取 ･兵雁メスの一部
以どbt!-=ついて見ると ,なんと育 っても付iLiが甲心にな っている｡ しか し,その割合は次第
(･{減少傾向に{pるO-方腹ゆきvcかいては遠方の割合が次軌 ,E増加 しているOつまb疲ど9,
枚ゆきtvLかいでも遠方との池姉が多くなっているCこれ托当村の人々の行恥範囲が広 くたった
ことQつまi)転出人口が 増加すると-JE刷 転山地とのili1,姫が多 くなったのであるO これは前述の
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転出入人口実態からでもうかがえ上)｡つまD通婚圏は次第vc拡大しているのである｡嫁ゆき
の方は特VC敢 しい｡ (塩 田 - 瀦)
第2節 人 口 の静 態
近年 .故国の農村人口は .都市派出切句vcあるという妙が一般VC言われている｡鼻村のこの
年寺徽VCついて西粟倉村の既存ft料vcよって考察していこうと思うO
まず穀初vc純良山村たる西粟倉村の総人口の推移と最近の人口凍少の特徴qCついて考察する.
次ぎVC明治4年の戸簿帝 ,昭和に入ってからは主として食料帝 ･住民登希薄vc基づいて.静態
的な構成vcついて考察する｡
以下の考察に上って,虚山村の代表的存在と患われる西粟倉村の特徴を指摘 していくことに
する｡
Ⅰ 人tj滅少形態の特賀
A
1)総人口の推移
商業倉仕 ,明治時代VC数ケtJが総行きJLで現由 亡妻 -J･Cレ､るが,明治 4年に行なわれた
｢壬申戸籍｣が役場vc 席されて拭っているL')で大変つとうよい｡明治5/rF-･の総人rjは t885
人である｡それ後.現在vc至るtでの相成仕.細 的であるが.90年を経t,昭和57年の総
事IdglJF書け 人口亡事▲♯1ナ
監 ;,.41.r31a l.
■■pb■tqrt.ll
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人口は 2.570人で ,儀か687
人増えているのみである｡明
治5年から現在までの総人口
の推移を図示すると,第Ⅰ図
のようvEなる｡第Ⅰ図をみる
とわかるように明治5年から
大正初期tでは人口増加額向
にあると思われるが ,大正甲
期上b大正末期vcかけて苦し
く滅少を示し.以後 .昭和
15･6年tでは人口の目立
つ増渡は示していなレヽ しか
し,都市に里親が始まる19
年以降 22年にかけて叔増しているdこれが,50年Ij牌漸次都市流出の傾向を見せ始め
ている0第Ⅰ園Vこ示された総人口推移曲棚から.私は ,西粟倉村CLl株人口の推移を大別し
て次の5つの時期に分けたo
pL.明治ルJ上り大正末期まで｡ (人口増減収)
良.昭和初斯Jり終職前まで｡ (人口停滞期)
C.解職エb現在まで｡ (人口増淑期)
以下 ,これらの 5つの朋vcついて第 1襲む総人口増加率7J:参考としなから考察 して行 く.
(但 し明治 5年から明治 3 4年まで忙資料がなく,それ以降も殊科の関係から5ヶ年LiBLjLJD
総人口l即和琴と在っていない所 もある｡)
第Ⅰ衷 同乗骨相の綜人口推移と
各期の人口増加率
総 人 口 削5グ牢-人口脚力蟻
1885^ -
2.774 47.5%
2.951 占.4
5,115 5.5
2.984 -41
2.554 -15.1
- -
2.584 -
2.580 -0.2
2.505 -5.2
2,928 26.?
5.040 5.7
. 2.902 -.2.5
せず .Jlの期についてみると,明治5
年の総人口は .1885人で親在の人口は ,
2.570人で約言である｡又 ,明治 5年か
ら明治55年tでの50年間の^口増加
紘 ,891人で地加薬 47.5%である｡
1ヶ年約 50人位の^ロ増加虹自然増加
とみてよいのでは複かろうか,明治5年
の戸滞滞把は明治 4年の出生者は 49名
であり,明治 5年には5FS名となってい
る｡ しか し, 転 入 者 も 苫 干 考 え
られる｡即ち,明治 9年から明治 14年
9月まで .大罪部落忙あった｢布袋山製
鉄所｣に兵床鵬宍寛郡から54戸寄留 し
てお り,又 ,明治 18･9年頃兵蹄娘宍
粟加西河内村よD大茅部落のタタラの仕
砂に8戸が転籍 Lたということが記され
ている｡ このようにクタラ関係者が転入
してきて ,住みついているという番 も偲
聖 LL _空 _ _ められるむであるD このよう夜伽 朗
は大正元年をt=l-クとして以後淑少な示
し始め ,大正 7年から大正 12年の人口
一･142-
減少は- 15･1%と故蔽 しているの である｡この細の詳しい資料がないので断言比で色め
が ･この上うな現象の原因として比 .純度村の性格をもつ西粟倉村民の移動つま_i)社会移
動が考えられる｡当時は 一第-世界大枚鋲のA気を反映 して ,推村が盛んに行なわれたか
らであろうという串紘 '戸数cL)漸渡からも雷Vlうると恕 う｡特に ,大正9年から12年の
間i･1584人U)人口汲少となっている｡ この上うそ現象に漁村としての大きな特徴と考え
られるD
次ぎVC･人口漸減 もしく忙停滞を示 していも昭和初湖上b柵 前までについて考紫して
みると,大きな変動払みられLない｡即ち,大上 l2-大正 14年の人口JeJ加奉は- 5.1,ui
であるCこの傾向はその後も続くが .大正 12-碑和 1占年の人口減少は229人で減少
宰紘一9･rjyoで ,少しづつ社会淑少が自然相加を上梱っていたことを物給っている｡ こ礼
を追付けるものとして本耕人口は健かながら増えていることからも言えるO数字に表わす
と大正 12年に本挿人見 i592人であったものが ,昭和元年vcは 5,509人.昭和 8年
i･'CtIさ･85り ＼となって .10年間vc441人の本籍人見CL)増加となっている｡この件冊
的'fr減少ともいえるこのような漸渡の現数を助長 し.たものとして私の考えるのは ,昭和
16年vc始まった太平洋轍争 も無視できないと言うことであるo昭和 1占年vT.総人口
2,505人で ■男 1158人であったが .戦争死亡者は20年までにL81人となっている
L7)であるo
CC7)期 一即ち,終峻上_b現在に至る榔 'tjである｡この期の前半の特徴は人口の急政な増
加である0第 Ⅰ表vcもあるように .略和 15年上.b昭和 22年せでの 7ヶ年で ,西粟倉村
irl高の 26･7%%示 している｡昭和 16年とでは27.0%の増加率である｡ これは .人口
増淡が急激IK現われる社会移動 .つま_E),村円-の転入が非常vc多く行なわれたという-*
である｡昭和 ld年 と比して昭利 22年までに 621人とレ､う人口増加は .全 く この村vc
とって包容力の限度VT-近づいたものと考えられる｡が ,しかし,昭和 24年度の食料鮮vc
よると一総人口5,22 5人となって昭和 18年に比して実に増力疎 4n0%で ,増加人口
は 920人とたるむであや｡ (食料縛によると昭和 24年の総人口比 5,225人であるが ,
岡山県統計帯によると昭和25年の現住人口ilL.998人である｡)昭和24年頃より又 ,
人口狭少を見せは じめるOrJである｡昭和 50年から昭和 55年の 5ヶ年閲では人口増加率
-7･9%と在ってS-A.().昭和 55年から帖和 37年の 2ケ年間でも-5.2%という数字を
示しているe_)である｡ この数字の内容vcつVlでは ,月収 転出入の所で述べるが ,現在の農
村()--,鮭的傾向である都市への流肘であること旺取らかであろう｡
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以上 .概括的に西粟倉村の人口推移vEついて述べてきたが ■推移の国表からすぐわかる
上うrL.西粟倉村は .人口の櫓鈍の形態に日本の純度山村の佐賀を持った村であるとい う
ことができると思 う｡現在の人口或少傾向からみると軟前の総人口の最低を破 0そうであ
るということは私には否定できたレヽ 次ぎK .西粟倉村の般近の人口軟少rLついて考察 し
ていこうと思う｡
2)最近の西粟倉村の人口液少
近年の西粟倉村の人口液少について関係ある幾つかの領域に分けて考察してゆく｡即ち.
自然的櫓瀕と,社会的雌 の2つに｢応分けることrLLた｡
? ?
Jl lI 斗 T JF■
事■書け●J]t･九七
(人｡qtI暮れl~▲一)
A)上の図表比西米倉村の出
生･死l=をグラフで衷わし
たものである｡ (第Ⅱ図)
第Ⅱ図をもっと詳しくした
人口動態を次ぎ忙示す｡(窮
Ⅱ表)｡ これら2つの図表
をもとにして以下述べてい
くことにする｡
第Ⅱ表 西粟倉村の人口勅使 L(西粟倉村人口動態調査簿)
出生数 死亡 数 自然増加 出生 率 死亡 率 全 国物 性 率 死亡率
27 72 55 57
28 87 51 .5占
29 80 27 55
51 82 51 51
52 54 58 1占
ささ 85 17 dd
54 57l 51 24
55 51 15 34
(54 22 9ー ST
1144-
伯和 25年からむ西架倉村加療調査ilに1ったのでをるが ,昭和 25年にg=[出生率
16.1%,死亡等 7.5%で ,全国平均上.i)山生率は 12.0%,死亡率 5.6,Uiと低くTrっ
ている｡ しかし,他の年では .出生毅,死亡峯ともに上廻っているのであるO例えば '
昭和 5 1年では 西 巣 倉村の出生率 25,7%.死亡率 1 1.8%で全国平均の出生率を5･7
% ,死亡峯を5,5%上担っているのである｡鼻~付の方が都ffJ-よ_t)出生峯が高いというこ
と比 .--般(a:,産児制限など徹底 していないためと思われる｡ しか し,再来倉村で も'
昭和 55年の出生数 85人争般高に ,以後 .総人口総出と共vTL就少傾向(,Cある｡但 し'
昭和 56年の出生叡比 9月までで参考のために記 した｡)
明治時代の唯一一の叛科である明港 5年の｢戸輯｣vt記載されている出生数は 48人 で
総人口 1.882人(I-e対 して出生寧 25.5%とな って最近 と比べて高い｡
死l=峯をみると,昭和 25年を除い ていずれも筒vl串比前に述べたが .これ托人口練
成が正常塾でなしへことによる｡つま_t).老人の占める割合が大であることによると思 う
那 ,人口構成については後述づるO
又 ,自然増加を娘近の西巣倉村の^Ij淑･レの上糾刈である社会奴少の現象と共に考察し
てゆ くo窮u図ul.社会賦少と
? ? ? ?? ? ? ? ??
????
-YQ
-JO
*^
? ???? ?? ?? 〜?? ?? ??? ???
音吐固 有 兼* 町 9,人 t,魂 少
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自然増加を･グラフに衷bした
ものでLlbるQ社会淑少は ｢転
出者顔一転入者数｣によった
教であるo 折皿rlAの^Lj淑少
は ｢社会減少一自然増加｣で
あるかこれを表にすると競m
表とたるO
㌶m衷 由実倉村の人口比移 (住民董至銀婚)
第nl表か らわかるように .このような人r]減少紘不規則ではあるが .昭和 55年の例
外を除V,て結漸臥 してV,る. こ3)ような人口推移につvlてみると次(7Jようvc在る｡
川 戸i-利 28年以降 ,恒常的に 100- 150人の転出者があるo
L.21 昭利 28年の転出者は総^ロの約 5.0%を占める｡叉搭人口VE対する人口涙少翠は
約2.5,Uiである｡
(3) 昭利29･50年vcもかなDの社会減少を示 してV,る0
14〉昭和 52年の転入者が非常に少ない｡
(5)昭和55年は舷近では例外的に25人の人口増加を示 している｡ これは転入者が
56人と多いためである｡転山肴も97人と蛙少であるQ
(6)昭和54年には人口淑少が大幅に増加してvlる｡即ち人口減少率は5,5%となって
唯摘j51･32g55年の平均人口減少率 1.2%の約5倍となっている｡ このような
無 くほどの人口淑少の不規則性の原因 として仕 ,社会の経済好況vC左右されてV,ると
考えられるが .他の串はよく分ら夜vl.
(7J 翌昭和 55年には .前年昭和 54年の人口減少の約5分の 1の人口減少であるQ
L81昭和56年の自然増加がわからなV,のであるが ,人口搬少が前年以上には参ると思
われるQ
(9J 昭利 57年の転出者は 164人 と最高である｡ この甲に27人の甲学校卒菜の就職
-t4 -
したiE山省がV-I>JO
以上 ,みてきたiうに人L】移ai)に),.L,威 し(.不税別はあるが ,これらの平均につVlて
みZ)と,
合 計 千 均
転 出 ,E･(日Jui-u28- 57年lとりの令旨は 乎jS) t271人 約 127人
転 入 者 ( , ) 561人 約 56人
社金城少 ( , ) 910人 ,l'.() 91人
自然増加(芸&,蒜 ",5_･L:･ 52.55･54･ 王51 244人 約 55人
人口奴少 ( , ) 542人 約 49人
のようになる｡転出者技士tl近 10年間の平均虻約 127人と在る｡昭和 57年にi.rLこの
平均-むJ-遡 ること57人とTrっている｡つまDuL'和 57年の人口2,570人で 127人の
転出とvlうこと杖 1,000人に対して 49人の転出であるd実際vcは 164人であるか
ら lo00人に対 して64人の転出となるのである｡次ぎVE人口蚊少である-･Oi,ir1-近1°
ヶ年の平均ではない
ので十分でないが ■
各年 49人が西東倉
村の総人口から沸少
してVlるので参るE,
5)凸耳圭倉村の部落とと
の人口推移
西梨倉村に･もlけるtF]'ri
落 こJ･(,=明治 5年と昭
和 57年における人口
-Ji･対比すると節Ⅳ関の
エ)に7Eる｡これを表
したのが第Ⅳ寅でai)ろ｡
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箭Ⅳ乗 明治5年と昭和 57年の部藩別対比 (壬申戸籍･住民登魯鮮)
I, .i彫 石l =知 社 筏 辞 長 一鳥 坂 ､根.:+ 7=
F明 L 男 2占5 55 64 51占 159 154
描 口 259 29 55 552 118 140I -504! 占2 118 占48 257 594
一潤57】年 男 407 4占 51 405 128 25占
女 455 44 55 585 115 F 259
応も人口が増加 している部落紘彫石部博で ,昭和 57年の人口は明治 5年の 171%の
増加を示 してV,る｡次いで比 .大茅部落が明治5年の人口に対して昭和57年の人口は
120%という増加である｡これVC対して,坂根部落は ,明治 5年の人口2 57人vc対 し
て昭和 57年の人口は 245人と14人の淑少を示してLへる｡即ち.明治5年の人口に対
して現在は 95%と約 5,Uiの叔少を示してVlるので参る｡これ比 .江戸時代に坂根部落が
痛切町として盛えてvlたが .明治以後現状継拝がやっとであるとV,う皐がうかがわれるの
であるO
以上みてきたように .煉付で総人口抽血に耐えうる包容力忙綻大きな壁があ,O,限度を由
えると地相旺盛幣-a)一途をたどるか .他地域主忙都市への流出によって廃村は継持されて
V,るむである｡しかし,骨年が次ぎ次ぎと都市-托出して.追付には岩令屑の比率がますま
す大になってvlるとV,う現状を西果倉付につV,て次ぎC)項で考弟してゆくo
Tr 人 口 h'･!成
1)性 比
総人口につvlて男女別の割合vcつV,てみるO (突際に私が集計したもの忙つVlてのみ述
べるO年令別に男女の対比は人口細成のところで衷vc衷わすO)
明治 5年vr-おける終発Irは ,女子∧lコ100人VC対 し,男子人口は 104.7人と在って
若干男子が多い｡以後 ,岡山臓 別懇に上って西果倉村の現住人口をみても,昭和に入っ
てからも明子人口Cu方が多い｡次ぎ化 .西乗合付の食粗砕による性此でも,やは ,O105.9
^となって男子人∩が多い｡これは .昭和 25年の全国市部平均は 96_9人郡部平均は
95･7人であるO これから.西粟倉付で抹終職に上る舶珊者が多かっJtが ,せたその頃qj:
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比そんなvc都7汚忙挺出しておらずもLLでV'ても.紙料者は家族こと移住してい,つたもの
と.ハえる｡これが '西濃倉付G')住民空転がIJlこ上ると相和 57年の性比で9a6人と迎挺し
た政孝が現われてくるU')で'ib/,A
事IJ◆'1J0H I｡TJfP
'-Iaい.としへ')逆転打'少なくとも昭和さ口'牢代
以降と考え られるめである0 日本で(,i.
-紋に都市における方が ,戯山村等の跳
部地域 エD,潔(R:性比が高 (現われる｡
このこと技 .都市とは山村等の邸即 の
人口移動で ,-93子の都市-vj移由が女1-
を上頗ることに起因しているO西粟倉付
iR:おいてもこのこと虻富tJnうると虐う｡
が ,しかし,峨汝早急に性比の逆転が生
じたかった理由として,西鬼食付は粒茅 上b完全VC林業に立脚した山林であるため.明子の
労働力が韮嬰で奉るため .又働 く職かあったため .性比の逆転か他の曲付より遅れた原因と
考えられる0
2)性別 ･年令別人u構成
第V図の性別 ･年令別人口鵬成画と帝vIRの性別 .年令別梢成表に示 されたものを考察 し
てゆ (ことにするO7卜Fi明治5年から見てゆくと.大体人口ビラトソド型をしているがi
解散として忙女子 ,5才- 19才tでの階級が,下級(.0才- 14才まで)の階級及び上
根の階被(2nT以上)19ずっと多いことでもるo
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第V表 d_Ej東倉村性別･年令人口帖成東 (壬申戸椿｡食料滞 ･住民登録締)
｢ EJJ治 5 年⑮ ㊨ 晦 和 24年 昭 和 57年⑳ ㊨ ⑳ ~ ㊨
0.- 4 総人口に対する割合.117^ 6.21% 118人 6.1占% 252^ 7.19% 172人 5.52% 121人471% 122人475%
5′.- 9 105 5.58 121 占.45 196 577 189 5B占 117 4.55 122 475
10′ー)14 110 5.84 8占 457 208 6,59 182 5^4 188 7.51 168 654
15′､′19 102 5,41 118 占27 190 5.89 155: 人74 84 5｣27 ム5 255
20′〉2¶5～ 95D 54P 95 4.94日 1 854 2B7 74 5.9585 451dD き19′4 20 2 124 5.840 _2570 21占98 105 5 i l.:; 三.25;工 : 5,::80 248 44 t7178 5D490 .50 60 2,55108 42096 5_74
55～59 54 2,97 81 5.15 95 5.71
4 ､′4 占 2占5 89 Ad
45ノ~}49 45 2,59 58 21]2 86 2Ad 77 2.40 58 22ム 75 2.92
50′■ー54.5～ 9 55 1,75 40 2.12 78 2,41 75 229 d9.2JSB 72 2.801 .66 2d t41 66 _04 41 1.50 5 .50 55 _14
占0-64 28 1.49 25 l.55 55 1.占4 44 一.58 dd 2,57 59 5.25
dS～占9 28 1,49 25 1_55 45 L55 44 一.Sd 48 t87 59 1.52
70′〉74 12 0.占4 7 0.57 54 1.D5 5占 1.12 24 0,95 28 tO9
75hJJ_ 4 021 14 〔174 ･24 n74 1 40 1.24l 55 tSd 58 1_50
1
又 ,明治 5年の 5D才～ 54才のl特級が上 ･下の惜敬Ir)ち,少なハ｡この慣板が少7tV,とvl
う部に対する盛付けは考えられなvl｡--般的に言って,明治5年の人口構成比 ,純出山村
としての性格をものがたる ,ビラトソド塾である｡
昭和 24年の人口ビラトッドの形漆は .女子より甥子の方に凸凹が多く見られ ,不規則
Ttf,lq-),ni抱 なしてV,るo男子の方の 20才- 24才の膳板は5.84% ,下の胎教よb2.05
%も低い｡ 25才-29才の傭級は5.25%で ,下の 20才- 24才の特級よりも低い｡
姑も低vlのが 50才- 54才の惜級で2.18%であるO このような ,形態vcなった原因と
して考えられるの虹 .81名に及ぶ太平雑観争峨役者の膨轡と.離開する時これ らの悔奴
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の人を除vlた家族だけが疏関 して .これ らの階被の人達は都市vcとどまった｡また .男子
の0才～ 4才までの博級が 7.19%で女子の同暗線エDIa7%多vl.女子につV,ては .
55才～ 占9才までの 5つの暗歓の総人口に対する割合は 1.5%台で殆ど同じであるb
vli和 24年の人口ピラミッドの形態は ,当時の社会状煙の特徴をかな.0明確に表わ してvl
る｡
昭和 57年の人口t='ラミッドは .杏妙な形態をLてV,る｡ この上うな形態忙 J一見して
分かるようVC,叔近の曲山村の都市-の人口流出を如実VTL表わした典型的な形態である｡
煩次 .特徴 をあげてVlくと.男子は 15才- 29才 .女子は 15才- 24才までの年令階
級が .それぞれの上 ･下の特級より少Trいことである｡特に男子の 20才- 24才の悔級
紘 1･71%と男女の 占4才までの誠塔級のうちで最低のJし セントを示 してV,るのである｡
女子の 15才～ 19才の 牌級は2.55%で .下の 10才- 14才せでの階級の 占.54%よ
り5.99%と4%近 くも汲渡 してV,るのである｡ これは .昭和 57年鹿に 1占4名もの転
出者を出してV,る串からも峯付けされるエうvc .都市-の流出の外ならない｡上の31'とは
反対vc.男女とも10才～ 14才の隅板の比率は特に高く.男子は7.51%.女子は 6.54
%と他の年令僻綾上DGf-を抜いて多vl｡ これは .いわゆる終板っ子 と言われる了供たちで
まだ甲学校vc行ってvlる階級で .上の僻級の上うに波少 してV,なV,ためである｡また .0
才- 9才までの膳板は男女ともそれぞれ 4.67%で上の 10才～ 14才の牌被VC比して
目立って少ない｡ r_礼,qi.終轍後 4･5年I'tJlJDずっと出生率が減少したことを示してV'
る｡ 15才から20代の年令僻地の/i,ないのに対応して .男子で(ri50才～ 占9才まで .
女了･では 25才- 64才までの階級の比率が高vl｡女 子では 25才～ 占4才までは正常た
形態<d:している｡男子では .まだ太平洋峨争の価跡を40才- 59才 くらいの年令慣級凸
凹vc残こしている｡また .75才以上の恰板の比率が弟子は 1.5占%.女子は 1.50%と
比率が .昭和 24年(/⊂比べて高 くTlってV,る｡このことは .50才以上の年令惜級は .昭
和 24年の比率と比べて全備級がF'TL.J,AくなってvIる｡つま_I').由来倉付人ロの老令化が .甘
年の都市流出によって起こ9.7tすますこの傾向が都市流出vcよって助長されているので
ある0
5)世貯人員と世帯数
(但 し明治 5年は戸である)
第Ⅵ図 .窮Ⅵ表は世帯人Llと世帯数の関係5:示 したものである｡
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明治 5'鞍 昭 和ル 札 付和77年
窮Ⅵ襲 世 帯 人丸 と性 席 数
世偉人見放 1人 2 さ 4 5 6 I7 [ 8 9 ー10 11人以 _上 言t
明`治5年 戸 赦 22戸 54 50 45 62 54 42 51 12 7 占 58三戸
松戸顔に対する割合 5.7% 140 15-0 1t.7 16.1 14t〕 1u9 8.1 5,1 1.8 1.6 I
総人口に対する割合 t2% 5_7 7_9 9.8 16.5 17,1 15,5 15.1 5.7 5.7 42
昭和24年 世 帝 政 -221は帝 57 74 95 107 85 65 59 55 15 8 dOl〕世帝
終世席に対する割合 i2 74 ll.0 15.5 19.占 15.8 1〔L8 9.8 5.8 2.5 LS
総人口に対する割合 2.2 2.2 7.1 115 16,5 15.4 141 14d ?_8 47 5.4
昭和57年 世 帯 数 59世帯 る1 58 102 110 89 55 52 6 5 2 557世帯
総世帯に対する割合 7.CI 110 10.4 1aS 19.8 15.9 9.5 5,7I L 1 1.0 0.5
一一152- ~
L勾劫 ､ら簡単VC軸故を述べると･明治 5年でf･:iI5人e,家族人員の戸如 ;16.1%で最も
多いが･4 0^戸数は 117%で慮外vc少なvlo･irc･2人の家族人員の戸数と11人以
上という!-,*族をもつ戸がi',い｡
a'd和24,;Hm 5人の陛借の 1- %を甲心′こして･きれいた三角形をなしてV,る｡
沼和 57年vcついても5人の世帯人民をもつ世帯か 19･8%でBi-も多く.4人の世trb;が
1a5% ･6人の世帯が 15･9%で凄近 してV,ち. L･か し･5人の世帯が 1n4%と 2人
の世帯の 1iD%よ.O少なV､のは意外である｡
(岡 崎 it 徳)
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第 1節 農 業 の 自 然 的 基 礎
西粟倉村の中央を南北に奔流する吉野川は必従流で ,谷底平野を発達せしめ ･その両側の山腫 ･
忙低い河栓段丘がみられ .その.上で曲集の生産活動が営まれている.
セナ気候地形 (作業能率にかいて)たどは他の章で述べられるので ,土壌の面から考察する中
三〔するo土塀は気俵 .地形 と_-誠んで搬 三及び動物の生育繁殖を制約又は促進する屯畢因子であ8.a
この相.D水田域は耕土直 卜 あるいは 50C珂位に段丘傑個 ,その下層にはグライJGが存在 し,也
樵 ./)⊥い砂場土は村南部の桐尾にE:く一部散在するだけである｡土地の肥沃度の良否は .土鳩の
保水縫-)).その深さ ･粒子の大きさ .有物 の含有.I;ほ どの相互謝淵に上9想 規される〔以下土
岬分布図-i:参照したがらみると,砂錬屑が下郡に参る桝地はこqJ地域の過半数をしめている｡こ
I.,日:うな水和は俗称 ｢ザルm｣と呼ばれてし.へるO
こ,tl.lIIHt=のIiLiMELj京(.(;相当する所で ,在咋り;Fdl,亡.T.り碑の生育-が妨げられ ,水や肥料分を貯える力
/ク腐 い｡ そ-のうえに柵概水 (水忠 25Cを境 として ,稲比熱 鞄急激を変化を焚ける｡Jをかけ流
しにするたl/'.田の水温が上昇するひ･iがをく冷害を電け易しハn
滞レ､桝土のため機械化を行 1ても.ノト型耕転概による城併しかできず ,. -もちろん大塾 トラ
クターに上る深耕i1,この誘い抄Fuの多い自懲条件把より,当然卿 ,tでは不可能である｡一 停
滞米作の一周を*JLしている｡
次にグライ侶(glt)i)で参るが ,この土Jl?･成凶として次の叫がいいうる'耕土が水に周期的
触誠的(,E綻されると,その土偶中の第二鉄塩は第一鉄L/C道元され ,第一鉄塩の色が曙甘色(gltii)
でもるとすると,土雌仕呼甘色にをるOそ うLてこの屑のもとでは排水が狙筈でれ ,有髄 が含
I.HLTいるから,この土メ削ま常に砕性を隻する.-iたグライ層は粘
とんど71-レl｡ この土蛾の分布が山髄の潮水牌I.rJ5る巾も土墳or)伐周
ラ (,
であるので,透水性仕は
く手-/V･7!JL少となるでみろ
以上,7)J:')I,･C筒賀紳 rの土偶は ,排水不良 と漏水 という両棲端面白姫 桁を有 し,前述 した耕土
/:戚いりTT{どの草間(/Cより,秋落 ち現竣菅生 じ-rさしてい､るGjでめるo こ,/)現攻は柁 由岩地帯と一
枚する｡つ7tり水和･/J潮 水 している時 ,駿菜の供給が少Trく7=膏 ,一方では有機物の分解(a:よb
盛蒜が捕f空7!れるので ,耕土紘酸素不足にT=り,そ()蘇淡土塀中の三価の鉄比二価に,硫嘘は硫
化水菜忙殺元されるのであり,鉄は この状態で打水 と井に如き易 く夜9,丁場へ移動するoせた
この作用とjJ;に作物の生長にTrくてけTl_らTLEhK,Ca ,P,Fe,Mn ,Trど-1でが溶脱それ ,
一15高 一
rl
? ?
了??? ? ? ?? ????
′-/
? ? ?
? ?
E≡H fiT砂額々
!≡∃ 作i下 クrj･ィR
i二二コ 沙 嬢 も
ト- 1ク .7_.<れ
が穂がLtJてrJ･uLの時).qL:こ-'=ると,強も五･か け･下葉J'､ら枯れ ,予想ほど収虫か:帥 秋落相銀か
生じるOまた過去L･C机 ､て硫虚根を残す瀬瀬野月鮒 姥用がこの･順 1･-鳩促推 したdそうして,
こ'･JD土叫･D性格が息典生産活PTF,ja･営む上に大 きを戚･卑irもたらし,自然自卵価 かr,!fけ考雫す
ると･米作の伸輔唆凶 として,他の自然雄射 斌倣 ,地形韓 )と酎 こ上けられるo L/1､し,戯
協の指串舶 中心とした客土 ･床LL･:)･塘耕 F水-どT)一連の土地改良政筒が '局部的に細々
と頗行されているoこtlもこlD地域,D停湘 粥.'嬢 ,D段を僻る!,C,.･鮎 嶋 設けない｡それに対 して
舶 然以境 の改良 ･社会 ,経済的 ･細 々の如胃相1収り除くよう碓 合的に矧 世塵する力法が
必要一とされる｡
'1-1土塀分′矧対は ｢剛 臓 士項調査 占1号｣よI)作成 し,大体水m分布と-一枚Lているとみ
fzしてよhl.
第 2節 稲 作 典 薬 の 概 要
弼薬倉村(,i総-(5初 5∴765kjで,昭和 58年現在人口2.714人 ,そのPj,兇 15a2人 ,
女 1552人である.その｢F･生産人口は 1167人で稔人Llの半分以下でめる｡ これは老人 ,
幼年 鳩:･5'1)非tj頒 人口が多Vl畔を示している｡反面働 き盛 り,D中rW年軌 AJ･がきわめて少 机 叫
を意味 してレlるものと思えるQ この.枇臓 述するこの地域の点薬eL)伸珊 Eと酒楼に脚遡するQ
旗典(畜産巣を含む)従71輔 は全生免人口の7U%告示める817人である｡ これをnTT,i･‡の側
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面から見ると雌射耶射I14,100万円で全所梢r:,Dわずか 2占,%をしか占めてir.tいないのであるo
例え什休業従JlI者は全生産人lコの9%をしか占めていないにかかわらず ,全所得の56%を L
I.-,てい,ものであるoまた第三次建築従事者(公務員(教師を含む)を主体とする )は '全生産
人口,O15%をしめてlハる忙かかわらず全所得,D27% をしめている. このように表面的に統
計 上から考察 しただけでも,段幕 と他帝英 と'DJ陣に林築 ,公顔見などとの所得格差が大きい こ
と′､うかがわれる. ここにも薙紫朗進上.0矛盾が内在していると思える1
土地利用状況においてげ ,耕地輩(耕地稔f珂鳩÷全面桁)は5･7%であb全面概 の94% を
山林 (54.68ki)がしめている｡このわずか夜耕地を細かくみると水田翠(水田両紙÷全耕
地両 月)が81%である如 ､らも明らかのj:ラ.'･t.水田而柿が 175町歩で全桝地の大部分を
しめ ,畑地(.-i 4 0町歩に渦 き'たい,DであるO
トう Zi:t薬 軽 菅 の実態
7iす俳地面額の推移を見てみよう.除々qtながらも大正末期頃から米作T)作付 折鶴の増大
がみられた8 しかし昭和 4年7)恐慌期をビー クとしてそれ以後 ,ずっと現在まで減少 ,停滞
か一途を歩んでいる｡昭和 4年がt='-クになったのは恐梶がその年の末に起･r,たためその影
可が作付面相にあらわれTZかったので,bるO
哨1.u4年7tでの作付両帝の増大を.H,手･B改良 ,第 1安 耕地 面相 の推 移
の両から考零して見 ようD 日本で品確の研
塞;!･'始められ,tのは明治即年で参った｡秋
期にも･いては在来品樫 と拍人品補の比僚に
より地域の風土yc滝応 したものを選定 し普
及させた,:)てあろが ,大正時代には純系分
声断とよる改良忙発展し特にこの地方の桝地
の平均梧高 500m以上に奉る冷涼をとこ
ら,春先 きの雷とr17kによるなどの自弊奄
件の克服でた.it)に好都合を早熱性耐雄性荷
'fT食味竿7)改良に潜るしい効用を 卜.げたの
である｢.-iたF耶和初,fyWこ絃人工交紀による
新晶和の育成が全国的に進められるように
なったOその柁巣Lして ｢水稲捜林一号｣
年 産 田 棉 ~lll｢ 雷 ｢
昭和 2 187.a l55.9 ' 222.1
4 218.1 57二8 275.9
8 207.9 60.8 288,7
15 2076 28.1 285.7
】 - 20と! IAl 56,7 215.0
25 186_1 Sa5 224,9
25 191,1 51.7 222,8
28 187.9 27.1 215.0
28 179.ら 27.2 286,8
50 218,1 18.8 25占.9
(姓地台帳 曲兼センサスJ:少作舷)
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葦の虎林番号を附 して.県 よ9奨励されてし1る｡詳細は ,出菓技術の発展の項で述べるつも
i)である｡このような冷涼を地域の米作発旗の.Vに壮晶椎改良 71と技術的な寄与はみのかせ
ないのである｡昭和 8年以降昭和 16年までは全国的には景気回数期 ,発展期に当るのであ
るが '米作にかいてはたいした変化を恐慌に,Eって受けてないようであるO というのはこの
農薬は飯米確保自雅 三格を有 して居_bその余剰物を版式する傾向があるO また米価統制などの
国家保護のため他産業が受けた影響 よb仕相対的忙少ない影響 しかこうむらJi･かった所以で
もある｡ここ的=米作ケト鳳 ′こ分ける相対的安定性 と哉英にかける米作偏重主燕をうかがえる
のでらるo
次に畑の作付鮒 tL5_見ようO第2次此界大磯前竜では極端に作付両も1の増減の振ふくが大
きい｡こJ17･Lri埜萄とからみ合 ナフせ考えると興味ある結果が出るこZ)である.｡碑頚 i･-J:縛に7ノ7)
力市場に大き(その盛衰が作用されているO代式的腐品作物でめる(,このため当然射 り作付
峯 もその影碑を大い('C受けるO この顔畑と米作の伸輔 とをrg連さすと次,DlFかしへえるO泰の
食気の良い時は圧‖'tまで虎の作付が行なわれIFC.のである｡一度棉･ibれた桑は永年作物であ
ったのでTrかT=か抜くL./'LT抜けなかったOそZ)ため一方で仁摘綱引貰如改良が行われても(これ
も小規模で{Dるが)米作の相対的壁ひはないか又けど(わ-i-かで勿ったO この他三軽などの
他'D層品作物も影岬を与,Jlるので蔓りるが ,ここでは:占鴨 するO
戦後l"=L､いては ,職争rJ影響によ:r)くっと耕地が純少 LたD現在(,cb･いても耕地南新kt,
(内容的灯ri別たが)蝋石Iの水耕に達 しでLrlri･い｡勝機後よb楓 まいの状態である｡ しかし
暗ilL5ロ年鑑たけは磯節 'i･オーノ,L LているfTJである｡ こrL'現液は滴幾家 TZどの出現により
本来の水B]1i)-J戚自然灸件,D悪Lへ土地 ,例えrr鰭耕地 ,副拓也 ,砂地 -flどな水EEi･化し多肥
栽培 ･:,こより,9才働鎮座性は卦か7fレ;7J:しく･'CJPたら土地生離 だけを盛祝 し,自己,D労働の価
値を_u艮IPl/C卦かなかった披講によりy=した技かように思えるり というのはこ･7)牢の畑の而qf
の髄端社規凍(n=もその一端がうかがえ&TJでめ/-). しかし,現在ではかつての常独演連の米
作への熱(,i-etめ ,対敵 C)むなしさ(労Ght-1-_薙性-の認戚):ti･'l吾b,もと,Dl);華に立 ちもどっ
たoこの原[道は政等の経済的知識D撫能 引Jr_よるともし､えるのであるがやし1り大 きな脱出と
しては ,日本史菜の矛盾即ち労働に対する正当な報酬を願力見ずやたらに米作土川こ専念 した
こrJ姿 ,この背蛍にkH]捗I生産者たる甜本家(7)宣伝 ,瓜政の技術上だけの指抑 せしカ月を向
I,･1なかった ,指導者の片手落 ちfTrとが存在する｡そこにfr工又 ,社会的経済的政治的fr大きfr
問題をは らませているO
戚後に･-,,ける畑qJ耕地刷 の推移t-Jどうであろ -3かO これtfl昭和 50年7tでは急速に減少
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しているO この現象は,中間層の働き手が都市に流出し,労働力が減少し,かじL^さん ,か
(.Jrあさん ,子供などを中心とした家族労殉によりEl美が野を7tれているので,畑地などの労
働過盃を地まで手がまわらなくたったので奉ろう(閃き取 如こよる)｡穣端になると関屋の
A氏のように架のまわbの菜幽だけは別として,他の畑地は全部荒れ地岡津に7iっている状
態であるo Lかし現在にかしって松畑地は多少回復の兆 しがある｡というのは営曲指串良を中
心とした商品作物の奨励(例えば抑成 トマト,疏典)により妓分盛 b返しているo これVCL
でも,流通機柵の&.偏 ,偲蕗化に向うかどうか,畑地労働力などう補そうか前途は多鵜でrJ
る｡
次に鹿家の経常規篠の発憤を見てJ5L上う｡
第 二城 水 田経営 規模 別鹿家 教 の変 避
非雄豪を含む性群数1億 戸数 5反未 5.- 5I 5反-1町 1-i.5 二 二㌻ 1
事昭和 25年 l 584 429 1ロ9 1口7 184 29 lI
(鹿薬センサス)
但し昭和 35年碇の5反- 1町鳩の内 102戸は5反～ 7厄Ji:であるD
経営規模2町以上の曲家が全く存在 しなしへという卒は昭和 22年から2年間実施された盛地
改革によ9-戸当りの経常鳳陸が縮少されたと仕いえ ,以前からの極小規模といういかがわし
し^.転成があるからで参ろう｡典体的忙述べてみると1度衷当 bの耕地両横の平均は4.9反 ,
1戸当りのL'隻常^□(非生産人口を含む)は5.1人であるOこの 5人の内-人を老人 ,二人を
子供とすると良薬従耶者は天城二^という単純72盛衰形態が生れる｡この二人たけの魂族労働
で外部からの労軸力介入が4:Lに ,健全 を娘 絶唱特に娘 収入だけに上る櫨計は到底不可能
であるOそこで当然出扱ぎ,=｣林の蹄金労働者(塩l削研)外部からの支去り又は塊薬の道を嫉
まぬばT=ちなhJ/Dである.やはり頻繁倉村の施米を考察するに当b,屯濠的VEせよ間接的VEせ
よR本姓業の共通のal'潤 であるその笛軸性と結びつくので参る｡又山間の戯村としては ,経営
頒柏は大きくないO昭和 55年現在にかいて5反未満の収束 25% ,5反～ 5反米輔の良家 51
% '5頓二～7反の正家 25% ,5度～ 7死の座 嚢` 15% ,1町～ 1,5nTの典衷4.8% ,2町以
ヒの雌衷012%であるという中央が牡上の叫を証明してし(る｡そ して昭和 25年と昭和 55年
促'i･比べてみても脈 戸数kt外的には奉書り変動か見られなく,一応蚕ぐるみの離村はほとん
どT=hといってもJ:いかと恩うoLかし5反- 1町眉 ,1町- 1.5町Tiのし(わゆるこの地域で
の終曙規符の大きい眉(全国的にみたら中間層に当ると思われる)が叔少 している串は何を音
- 1占0-
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l味するのでめろうかOこの硯旗は家族労地力の奴少のため軌 機 業の換金究極 が悪hため簡
i,W労肋力を入れてまでも曲尭 5Il紗静する上如土,参る超旋土地を発射LLて,残存 している家
族労働だけで座薬菅営改むとしへう飯米確保のも,･T)にする方がIiしだという傾向が参る｡いわ
ゆる中間J･,.弓の下部へ6-r)分解の現象が見られろかt.思 う｡これに少 しでも蜂本軒 のめる又な
いとLでも捷菜への.･*Wr1が捨て印れない5反-5反.Jefの増加にもうかがえるo Lかし反面こ
の硯奴は土地の一個の細分化 ,分散化を･押 し避dl,努換分合 ,耕地鞍用とL･=工逆方向の動きを･
.r-%しているのでめるL,これと[1fJ迦する地価につし1では ,一時昭和 50年から55年頃にかけ
てナ射抑q:上井のピークに連 した(こ,tLi昭和 50年の制 達家連の出現I･:より米作 り-の蝕が
稀ま〔た余波と考えらかろ一当時の馬地衣虹今で付はとんとTlくfL･り,わずか d戸たけが解′
揖忙転換 しているi;-:叶であるD )それ以絶 ,地伽は現在j=-で 伯下がi)互∵続けてし1る｡この現
触1前述 した卑iとから.bl合わせると卵味あるので.ある,_[約 円58年現在地価,D反当相場は
20- 25万FI川俄 (中土属の鳴禽 )i,CI'1-っている｡
第 三凍 1年其 ･I.jk批別 巌濠 汝
{-~定 義 嘉 ｢義J=菜 1Fg;1,.i .･ ~&了1･;稔 F-
lIt_1利 2 5年
昭凧 5 5年
-( 一- -+ [
!7= _1___ー__13
･T -Jt蚕-li
"tl-I-'∴ "_ _ lt'･"‖‥ _
(jiJL叢 センサス)
舶′,:｣巨凍 ･卑典峯について前夫･から考醸しよj.ます目につくのけ埠薬姓'#薮か昭祁 25
年7)17戸上bそ,D4倍の 占8戸に増加してし-tるi拝である｡ こつ視座は昭榔 55年度たけの
ち,Dてあろうか ,そtIとも城鮭から雌成約にI九いてきた専菓化への通であろうれ､さてこれ
射灸討するに当D次仁/)打料JJ;ある｡昭利25牢JiELTj物品作物たるなたねI,TJ作付函nl->f;-1が 1反5
畝で,7;Dるo Lかし昭利 2占年度の作付市札1打 5町 1J史5r故,岨i和 55年渡 ,作付而捌 士2町
4反 ,収感戸数 104戸にも及んでいるO こJH･1itは1,の塊産物IJu工耕発として昭和 26年度
からE】f頒ロ55年硬まで雌いた ,ナタネ油r}j棉細か娼穂されてVJ(-からであるD これIjCよ9膿
家の現金収入の適 も1つぼ削1たわけであった｡ しか しこの中農 も指額の不徹底さ ,一晩払出
-の普及が十分浸透 しないと首う帝持病 ,新計画托つきものの欠陥をさらけた したので,-3るし,
そ して結局長成きは しなかったので奉るDたるLこの外前述 したようVL-裾良家の 1時的出現 '
白菜Ifi:ど,()他,Jj腐甜 'F物への妙か出て きた結*_,f･一･:{:かこjにか秘薬出家の増大 となった
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と維淵する｡今椎の専業虚家の動向を推測するに当b卑選曲家の増大拭以上の結果からも又
(37J;,ALLノーTc経営規模の縮少化 などVCも起因 して ,必ずしも保証 し購いのであるO否むしろ串其
化の動向は下火VC向い減少するのではなかろうね どうも昭和 55年度の専搬 家 16%は
信 じ難い｡第一種派兵農家が昭和25年度とくらべて減少 した卒 も埠薬幾家の増大と比べ一
時的な現象であるとしか思え72い｡第二種嫡梁が頒分でも増JDした串はむしろその教虫的変
化よbもそれ以上質的変化をここの膜 にもたらしていると思える｡こey質的変化は兼業虎
官が全鹿家の84%をしめている串に如実に糊 されている｡具体的Vこ満蒙者の幼め先を･あ
げると,昭和55羊現在如遊繋 d人 ,漣輪通信業 5人 ,公務旦 i人 ,サービス集 4人とTzっ
ているOこの外親計vr_はあらわれなし1が鹿野T=る存在とLて山林労働者 ,護岸=翠の人夫 と
しての稼ぎがはっき17した教には戎われないが ,かなD多数存在 していると思えるO最近の
山の拝金が ,かつて結400円だっ7tものが 700円～800円 と魚 t=lッチKl昇 してし｢るa
それにつれかつては戯閑期だけ懲金労働者にTLっていたのが ,良繁期の1部把まで貸金労働
者になっている状態であるOこの現激 も又米作を中心とした良薬自体への魅力を薄れ･gして
レ､るものでFi)るO
次にeEl硬 の笹研労働の状況についてみ1うo
窮 4 表
蔑 兼 常 F,Tf 季 節 R^ 日 脚 田植時期の日肺貸 金その貸金を協定した集落数
1億1たl戸 数 人 数 戸 政 人 数 l戸 数 日 数 輿 女f
I粧1.ju55年 5(5) 5(5) 5 410 228 i.051 400-5 0 500 5
( )内は昭和 25年鑑 (境地台帳 エb作成)
この一次から良薬常屈拙家拙健璃m:少なく,その3声の内訳は ,経営規模 1.5町の脈 であ
り,又完全に′家計-を背負っている主人は馳黄忙タッチ Lf=いサラリーマン(経営規模vj:きわ
めて小さい)である｡ -これは中土居別府部落の個別的氷 袋による- こ,D地域の庖牌労
働力の特色は季節屈とくにEJ尾の多いTIlであるon恕労相者を入れた曲家は全盛家の55,Q(0
をしめ ,-戸当り平均の労働日数は 26日強であるO的き取DVEよると田植え ,除革刈b取
少時が主として屈い入れる時期である｡その肺の耳金は炎に示して{Dるが ,しかし最近一般
物価の上界A=とも'rZう労働墳金の上昇 ,特vc岡山県南部にかけるイ単を中心とした急激を出
革労働Z)項金のJ=婦(南部への出稼ぎが存在する枚に)の影呼を受けてこの地域のFf金 も昭
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和 58年現在 2食付 600円 (男子･D場合 )か栂喝と;1-りつつある｡その礼 拝としてそのflL
金を簸- しようとする効きが鬼 らIL,T:'u Lか Lこういう妨金の上界は多数の,小松首の放射,Cと
D肥料代 ,鎧築機械消席代 と共に現金支LHがます1すふえる-方 ,かえって蝕兼収益は噂加
せず ･虚業を経営 しなしへ方がよL,.とい-,た逆現報をiEむi/LP至るのであるO -別府の一点民
の意見よ _O - ∩
第 5-ll- 日 小 作 別鹿 家 教
'.=‥工
十∴ 'さ二._tH二 7
(塩某 センサス )
峨後の自小作別),1退席の変〕滋をみれ闇 fl(r)よう･lJ=る0 2 5年硬 と･55年犀 を比収す ると前
者にかいて自作農 75rqi;,白小作 19:,9,2,.,･11巨t作 /.oL,小作 0.6% ,舟射 〔LB､L,てV;1自作農
82% ,F_1小作 12,% ･,小 自作 5,02,小作 一2,9tiてらる｡自作康か増加 L反対に自小作 ,小自
作槌が減少 しているのであるoつまD,),-TLT･なす:-Jも自分'D土地鮒 持 す溢家か勧 口し,小
作地をigjhl.け自作地I/-Cする傾向が見 られ ,:t'-.-Jlた25革質の小作虐O.〕,90'結曲地改革が一
様に'.%施された結果-JSa:･物磨るものであるJ小作J:kが少 しで も増加 した｣T拙 小旗営)･.I:.;の脱落 缶
も示す.Jjてfihちか ,これは-一般 の小経営者 ,.);土地を･光るの托 どうも不安で耕地 をif付 したほ
うが ,総研的にぶれ 上いとい うiLui民意戒の発.&忙J.-うもの:J､L,
次にIJ,'1'･密当 り-牢聞J!erど11位生虎物音版允 しているか桔ろと下表かIjrlくflTる｡
第 6 J.i
Hlll■
ry l
0-50.5[)～7r〕1
ニー_I-
JI
地軸 55年一絵金絹 14.546,000円
えると,越に全出家教の 74,0fJIJiも占有 して しまうのであ/-i,｡鹿家の収入 として1没に上層
に位陀する50- 50I:jJ円雌の必衰はたった 1軒てある｡叉統計に表われをレ､収入例えば山
仕小72どの馳望外収入 .,又は税金の対象となり抽 √この ようT=統計Jの1!1:の増加731･7TL煉 して
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